
発表日 部局 所属   タイトル

2023/7/1

2023/7/1 経済産業部農地保全課農村整備班 しずおか農山村サポーター メルマガ配信システムへの不正アクセスについて

2023/7/3

2023/7/3 教育委員会御殿場南高校教諭 御殿場南高校キャリアツアーを実施します！

2023/7/3 教育委員会健康体育課学校体育班 ロンドン、リオ五輪 陸上競技日本代表の髙瀬慧氏が学校を訪問

2023/7/3 監査委員事務局監査課監査班 監査結果の公表（令和５年度第１回）

2023/7/3 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和５年６月定例会常任委員会の開催

2023/7/3 交通基盤部道路保全課維持舗装班 富士山３登山道（須走、御殿場、富士宮ルート）の冬期閉鎖の解除

2023/7/3 交通基盤部道路企画課企画班 2023年富士山マイカー規制の実施

2023/7/3 経済産業部漁業高等学園漁業高等学園 教務班 夢は自分で釣り上げろ！漁業高等学園オープンキャンパス開催！

2023/7/3 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 WAZAチャレンジ教室の実施

2023/7/3 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 「SHIP」×「NEXs Tokyo」コラボレーション企画の実施

2023/7/3 健康福祉部介護保険課介護保険課 介護人材班 活動10年目に突入！～令和５年度介護の未来ナビゲーター委嘱状交付式の開催～【取材依頼】

2023/7/3 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 【当日取材依頼】第１回ガストロノミーツーリズム研究会 オンリーワン！静岡産のウイスキーを世界に発信

2023/7/3
スポーツ・文化観光部文化政策課静岡国際オペラコンクール実行委
員会事務局 TEL 054-457-6446

第９回静岡国際オペラコンクール予備審査結果を公表します！（県内参加承認者２名）

2023/7/3 知事直轄組織広聴広報課県民のこえ班 夏休み親子県庁見学の参加者募集

2023/7/3 知事直轄組織知事直轄組織総務課総務班 【変更】岡本無線電機株式会社への感謝状贈呈式

2023/7/4

2023/7/4 議会事務局議会総務課総務課 政務活動費収支報告書等の閲覧開始

2023/7/4 経済産業部林業振興課林業振興班 岩本敬次氏が農林水産大臣賞（令和５年度全国林業経営推奨行事）を受賞

2023/7/4 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和５年５月分）

2023/7/4 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 令和５年 春季賃上げ要求・妥結状況（最終報 ６月23日現在）

2023/7/4 健康福祉部疾病対策課がん対策班 令和５年度第１回静岡県がん対策推進協議会の開催

2023/7/4 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 富士山世界文化遺産登録10周年記念 「＃ずっと富士山が好きだ」キャンペーンを開催しています！

2023/7/4 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 県内の文化財のガイドを紹介するパンフレット 好評の『ふじのくに歴史の案内人』を重版しました！

2023/7/4 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 図書館でＬＧＢＴパネル展を開催します！

2023/7/4 危機管理部危機情報課情報班 被災者支援コーディネーター育成研修の実施

2023/7/4 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 募集中！夏休み子ども・統計グラフ相談～自由研究お助け隊～

2023/7/4 知事直轄組織総合政策課フロンティア推進班 静岡で未来を切り拓く！ 拠点開設セミナーを東京で開催

2023/7/4 知事直轄組織広聴広報課県民広報班 「県民の日」事業一覧を公開しました！

2023/7/4 知事直轄組織知事戦略課知事戦略班 静岡県と中部経済連合会との懇談会の開催

2023/7/5

2023/7/5 企業局地域整備課企画営業班
本県初進出！株式会社アクシージア 富士山麓PLC新築工事 地鎮祭の開催 （「富士山麓フロンティアパーク小
山」区画１）

2023/7/5 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 「TECH BEAT Shizuoka 2023」AWARD受賞者決定＆追加コンテンツの御案内

2023/7/5 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和５年度「愛の血液助け合い運動」街頭キャンペーンを実施します。

2023/7/5 健康福祉部健康政策課健康企画班 （取材依頼）市町別食事内容のデータ分析研修会を開催

2023/7/5 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】
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2023/7/5 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和５年度第１回静岡県医療対策協議会の開催

2023/7/5 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課 令和５年度静岡県健康福祉部防災訓練を実施します！

2023/7/5 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 留学生のための静岡県大学進学フェアを開催！

2023/7/5 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 【企業×障害者芸術】まちじゅうアートロビー展が開催されます！

2023/7/5 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツコミッション担当 （取材依頼）アメリカアーティスティック代表チームによる世界水泳選手権福岡大会事前合宿

2023/7/5 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 森の魅力を伝える案内人になろう！森林環境教育指導者養成講座の受講生を募集中！

2023/7/5 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 霊感商法などの悪質商法被害防止セミナー参加者募集

2023/7/5 危機管理部危機政策課調整班 【中止】Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

2023/7/5 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度第６回公募公債の発行

2023/7/5 知事直轄組織財政課中期試算担当 収支均衡に向けた取組

2023/7/5 知事直轄組織総合政策課政策推進班 令和５年度関係人口創出・拡大モデル事業がスタートします

2023/7/6

2023/7/6 教育委員会健康体育課学校体育班 バルセロナオリンピック女子競泳金メダリストの岩崎恭子氏が学校を訪問

2023/7/6 教育委員会教育政策課政策推進班 第１回移動教育委員会を開催します

2023/7/6 交通基盤部清水港管理局企画整備課企画班 昨年の台風15号で清水港の復旧活動に尽力いただいた２団体に感謝を伝えます！

2023/7/6 経済産業部新産業集積課技術振興班 地域企業の研究開発や事業化のための補助金の募集を開始しました！（２次募集）

2023/7/6 健康福祉部薬事課薬物対策班 Ｊリーグサッカー試合会場における薬物乱用防止啓発活動の実施

2023/7/6 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第２報）

2023/7/6 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザの流行が終息しました

2023/7/6 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 聞こえのサポート講座を開催します

2023/7/6 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 県庁西館で「ふじのくに福産品サマーフェア」を開催します！

2023/7/6 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 第７回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催します。

2023/7/6
スポーツ・文化観光部文化政策課静岡国際オペラコンクール実行委
員事務局 TEL 053-457-6446

第９回静岡国際オペラコンクールプレイベントの申込みを開始します！

2023/7/6 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 第41回津軽三味線世界大会を制した大塚晴也氏が知事を表敬訪問

2023/7/6 くらし・環境部住まいづくり課計画班 新設住宅着工統計令和５年５月の主な動向

2023/7/6 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 令和５年｢夏の交通安全県民運動｣を実施！

2023/7/6
知事直轄組織地域外交課地域外交課地域外交戦略班、労働雇用政策
課就業支援班

令和5年度海外高度人材受入促進セミナー（海外合同面接会・就職面接会 事前説明会）の参加者を募集します

2023/7/6 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 ＪＩＣＡ海外協力隊員が、任地国への赴任にあたり地域外交担当部長を表敬訪問します

2023/7/7

2023/7/7 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 令和6年度静岡県立高等学校学科改善

2023/7/7 交通基盤部道路企画課企画班 国道１号静清バイパス（清水立体）の橋桁落下事故に対する知事コメント

2023/7/7 経済産業部工科短期大学校学務課静岡キャンパス、沼津キャンパス 静岡県立工科短期大学校令和５年度第３回オープンキャンパスを開催します！

2023/7/7 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（6/30～7/6）

2023/7/7 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 第18回若年者ものづくり競技大会選手壮行会の開催

2023/7/7 健康福祉部健康政策課健康企画班 令和５年度第1回公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会の開催

2023/7/7 健康福祉部こども未来課子育て支援班 放課後児童クラブにおける待機児童
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2023/7/7 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 令和５年度 第１回静岡県公立大学法人評価委員会の開催

2023/7/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 「教えて!富士登山」安全・快適な富士登山の実現に向けた取組強化中！

2023/7/7 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 【表敬訪問中止】新オーケストラがデビュー！三島ゆうゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

2023/7/7 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班
〈東アジア文化都市2023静岡県〉 インラインスケート国際大会で世界一を獲得！ 明賀芽泉選手が知事を表敬
訪問

2023/7/7 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 「夏の交通安全県民運動」の街頭啓発を実施します！

2023/7/7 経営管理部資産経営課資産経営班 官民対話でより良い公共施設に！「令和５年度第１回ふじのくに官民連携実践塾」参加者募集中

2023/7/7 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 統計出前講座を開催します！～とうけいクイズで統計を学ぼう～

2023/7/10

2023/7/10 教育委員会社会教育課地域家庭班 （取材依頼）スマホルールアドバイザー養成講座を富士市で開催します！

2023/7/10 教育委員会健康体育課学校体育班 北京2022オリンピックスノーボード競技日本代表の三木つばき氏が掛川市立桜木小学校を訪問

2023/7/10 議会事務局議事課議会事務局議事課 【開催中止】静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

2023/7/10 経済産業部漁業高等学園教務班 海上で救命いかだ講習を実施します！

2023/7/10 経済産業部漁業高等学園教務班 深海おじさん、漁業高等学園生徒へ深海魚を熱く語る！

2023/7/10 経済産業部中部農林事務所森林整備課林業振興班 未来を担う若者に林業の魅力を発信！！ ～県立科学技術高校生が林業の現場を体験します～

2023/7/10 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツコミッション担当 「第２回スポーツコミッションShizuoka戦略検討委員会」の開催

2023/7/10 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 県内２つの花の会が環境大臣賞「地域環境美化功績者表彰」を受賞！

2023/7/10 危機管理部危機政策課政策班 災害時応急対策協定締結事業者研修会の開催

2023/7/11

2023/7/11 教育委員会静岡城北高校教頭 静岡大学留学生と静岡城北高校生徒によるグローカル課題討論会を開催します

2023/7/11 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 健康教育教材・喫煙防止下敷きを静岡県内全小学校・特別支援学校5年生の児童へ配付

2023/7/11 経済産業部ふじのくに茶の都ミュージアム企画総務課企画総務課
ふじのくに茶の都ミュージアム東アジア文化都市2023特別企画展「世界の茶器と喫茶文化～日中韓をはじめと
して中東・イギリスまで～」開催

2023/7/11 経済産業部水産振興課流通加工班 静岡県の水産加工品

2023/7/11 健康福祉部衛生課食品監視班 食中毒警報（細菌性食中毒 第１号）の発表

2023/7/11 健康福祉部衛生課動物愛護班 （仮称）静岡県動物愛護センター基本計画の策定

2023/7/11 健康福祉部新型コロナ対策推進課機動第３班 有効期限切れによる新型コロナワクチンの廃棄

2023/7/11 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】

2023/7/11 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 富士山開山日（７月10日）の登山者数

2023/7/11 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 富士山長歌作曲コンクールの作品募集開始

2023/7/11 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 【表敬訪問中止】新オーケストラがデビュー！三島ゆうゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

2023/7/11 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 初開催！ふじさんネットワーク25周年プレイベント「１日子どもエコレンジャー体験会」の参加者募集

2023/7/11 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

2023/7/11 経営管理部東部地域局地域課地域班 知事が動く！「移動知事室（東部）」を実施します。

2023/7/11 知事直轄組織広聴広報課県民のこえ班 知事が沼津市の方々と語り合います！ ～知事広聴「平太さんと語ろう in 沼津市」の開催～

2023/7/12

2023/7/12 教育委員会松崎高校教頭 県内初！高校生のためのサイバーセキュリティカレッジを開催します！

2023/7/12 教育委員会教育総務課教育総務課勤務条件・監察班 「不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇談会」の開催

2023/7/12 議会事務局議事課議会事務局議事課 【開催中止】静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催
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2023/7/12 経済産業部林業振興課林業振興班 静岡県から２人が農林水産大臣賞（第70回全国乾椎茸品評会）を受賞

2023/7/12 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 太陽光発電・蓄電池を設置する事業者を支援します！（再生可能エネルギー導入促進緊急対策事業費補助金）

2023/7/12 健康福祉部衛生課食品監視班 食品事業者向け食品表示講習会を開催します！

2023/7/12 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】

2023/7/12 健康福祉部福祉長寿政策課企画総務班 令和５年度社会福祉審議会を開催します

2023/7/12 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 「家康のてんぷら」コンテストを開催します

2023/7/12 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 令和５年度 第１回 静岡県文化政策審議会の開催

2023/7/12 くらし・環境部環境政策課企画班 令和５年度第1回静岡県環境審議会を開催します

2023/7/12 くらし・環境部県民生活課協働推進班 第26代高校生平和大使等が知事を表敬訪問

2023/7/12 経営管理部文書課文書班 第７回静岡県公文書管理の在り方検討委員会の開催

2023/7/12 経営管理部総務局清水 逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会の設置

2023/7/12 危機管理部危機情報課情報班 富士山火山防災情報伝達訓練の実施

2023/7/12 危機管理部危機政策課調整班 【中止】Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

2023/7/12 知事直轄組織デジタル戦略課デジタル戦略班 令和５年度第１回デジタル戦略推進本部会議を開催します

2023/7/13

2023/7/13 教育委員会清水特別支援学校教頭 松浦・中学部 清水の自慢弁当ができた！食べてみよう！

2023/7/13 教育委員会ふじのくに中学校教頭 生徒による校歌作成プロジェクト第三弾～シンガーによるスペシャルライブを行います～

2023/7/13 教育委員会富士高校教頭 「富士高校みらい講座～20年後の社会～」を開講します！

2023/7/13 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和５年６月定例会の概要【結果】

2023/7/13 健康福祉部薬事課薬事審査班 化粧品の生産金額の動向

2023/7/13 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】

2023/7/13 健康福祉部疾病対策課がん対策班 令和５年度第１回静岡県循環器病対策推進協議会の開催

2023/7/13 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 ふじのくにデジタルアートコンテスト開催！マインクラフトでアート作品を募集中！

2023/7/13 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 浙江省の豆記者団が知事へインタビュー

2023/7/14

2023/7/14 交通基盤部地域交通課地域交通班 県内のタクシー事業者に車両維持費用の一部を支援します

2023/7/14 交通基盤部建設業課建設業班
「静岡どぼくらぶ 若手交流会」の開催！ ～県内の若手建設従事者が、同業他社の先輩職員から学び、交流の
輪を広げます～

2023/7/14 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（7/7～7/13）

2023/7/14 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症 令和５年第27週（令和５年７月３日～７月９日）の感染状況について

2023/7/14 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】

2023/7/14 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 今年度も、静岡県子ども食堂物価高騰対策支援金の申請受付を開始します!!

2023/7/14 スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画総務課企画総務課 企画展『地層剥ぎ取り資料が語る富士山の噴火と崩壊』を開催します!

2023/7/14 スポーツ・文化観光部空港振興課利用促進班 沖縄観光コンベンションビューローが静岡-沖縄線の利用促進及び観光ＰＲを実施

2023/7/14 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 第２回ガストロノミーツーリズム研究会 無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

2023/7/14 くらし・環境部住まいづくり課計画班 令和５年度マンション管理セミナーを開催します！

2023/7/14 経営管理部東部地域局地域課小玉 伊豆・富士山地域の武士の歴史の舞台を巡る 「ぶしのくに静岡県」多言語版プロモーション動画を公開



発表日 部局 所属   タイトル

2023/7/14 経営管理部地域振興課地域づくり班 ドローンを活用した海水浴場の安全監視の実証実験を行います

2023/7/14 危機管理部危機情報課情報班 「火山防災強化推進都道県連盟総会」を開催します

2023/7/14 危機管理部危機政策課調整班 静岡県防災会議の開催

2023/7/14 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所が台湾南部 屏東県（へいとうけん）の「屏日（へいにち）友好祭」に出展

2023/7/14 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 オープンデータアイデアソンの開催～データを活用して地域課題を解決～

2023/7/14 知事直轄組織財政課計画班 静岡県第35回20年公募公債の発行

2023/7/18

2023/7/18 交通基盤部港湾局港湾局付 令和５年度静岡県港湾整備促進大会を開催します

2023/7/18 交通基盤部道路企画課高速道路班 伊豆縦貫自動車道等の合同促進大会の開催、要望活動の実施

2023/7/18 経済産業部中部農林事務所地域振興課地域振興班 「折戸なす」と出会う食農体験研修会の開催

2023/7/18 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 【バイ・ふじのくに】南アルプス市産「もも・すもも」直売会を開催！

2023/7/18 健康福祉部健康増進課健康増進班 梅雨明け後、熱中症に注意しましょう

2023/7/18 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】

2023/7/18 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 株式会社北里コーポレーションから静岡県児童養護施設協議会への寄附金贈呈式

2023/7/18 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 セブン-イレブンとイトーヨーカドーで「富士山フェア」を開催

2023/7/18 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企画班 ～ 移住者の受入れと定住支援の充実を目指して ～ ふじのくにに住みかえる推進本部全体会を開催します

2023/7/18 経営管理部人事課監察班 令和５年度第１回静岡県コンプライアンス委員会の開催

2023/7/19

2023/7/19 教育委員会清水東高校教頭 「清水東高生による理科の不思議実験講座」を開催します！

2023/7/19 教育委員会御殿場南高校教諭 「中高生ＳＤＧｓ体験講座－藍染体験＆江戸時代のエコバッグづくり」を開催します！

2023/7/19 教育委員会高校教育課指導第1班 大杉信吾、指導第２班 
令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜実施要領及び令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜実施要
領について

2023/7/19 交通基盤部清水港管理局企画整備課企画班 清水港「海の日」動画の公開

2023/7/19 交通基盤部建設政策課イノベーション推進班 本年度の自動運転実証実験の計画等について協議します

2023/7/19 経済産業部工科短期大学校教務課 工科短期大学校静岡キャンパス落成記念講演会 聴講者募集

2023/7/19 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 MaOIプロジェクトにおける事業化促進事業を採択

2023/7/19 健康福祉部新型コロナ対策推進課機動第３班
アレルギー等の理由でファイザー社及びモデルナ社ワクチンを接種できない方を対象としたノババックスワク
チン接種センターを８月も実施します

2023/7/19 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】

2023/7/19 健康福祉部感染症対策課総務企画班 静岡県感染症対策連携協議会を開催します

2023/7/19 健康福祉部地域医療課看護師確保班 看護学生等向け修学資金の新規貸与者を追加募集します！

2023/7/19
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港株式
会社空港振興課

令和５年６月の富士山静岡空港利用状況

2023/7/19
スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課静岡県立美術館企画総
務課

県立美術館 企画展「糸で描く物語 刺繍と、絵と、ファッションと。」いよいよ開幕！

2023/7/19 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 「ふじのくに子ども芸術大学」特別講座の開催（取材案内）

2023/7/19 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 初開催！「富士山からの挑戦状」を活用した「富士山学習」出張講義を行います！

2023/7/19 知事直轄組織デジタル戦略課デジタル戦略班 ChatGPT利用者層向け研修の開催

2023/7/20

2023/7/20
教育委員会総合教育センタ小中学校支援課総合教育センター小中学
校支援課

科学の甲子園ジュニア 静岡県大会を開催します！

2023/7/20 教育委員会高校教育課指導第２班 浜松城北工業高校生徒が、ヤマハ発動機にて「ロボティクス実習」実施！（マイスター・ハイスクール事業）



発表日 部局 所属   タイトル

2023/7/20 教育委員会高校教育課指導第２班 ４年ぶりに、高校生海外インターンシップが実施されます

2023/7/20 交通基盤部港湾企画課港湾計画班 御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～

2023/7/20 経済産業部農地保全課農村整備班 【むらマッチ】農村と企業の初マッチング ひずるしい鎮玉（浜松市北区引佐町）×株式会社大王製作所

2023/7/20 経済産業部地域産業課宇佐美 第１回「静岡の家具」振興方針検討委員会の開催

2023/7/20 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 令和５年 夏季一時金要求・妥結状況（第２報 ７月11日現在）

2023/7/20 経済産業部新産業集積課新産業集積班
伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト（ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組む事業者を決定しまし
た！

2023/7/20 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】

2023/7/20 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター マダニに咬まれないように注意しましょう！（「日本紅斑熱」患者が確認されました）

2023/7/20 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和５年度第１回静岡県周産期・小児医療協議会の開催

2023/7/20 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の受講生を募集します

2023/7/20 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

2023/7/20 スポーツ・文化観光部文化財課 重要無形文化財「長唄」の保持者に伊東市在住の吉住小佐久朗氏が追加認定されます！

2023/7/20 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 文化財保存活用地域計画の新規認定

2023/7/20
スポーツ・文化観光部文化政策課静岡国際オペラコンクール実行委
員会事務局

静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します

2023/7/20 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 Bリーグチェアマンによる副知事表敬訪問

2023/7/20 くらし・環境部生活環境課大気水質班 伊豆市 柿木川の水質調査の結果

2023/7/20 経営管理部地域振興課地域政策班 静岡県知事・政令市市長会議の開催

2023/7/20 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比1,073人の減少

2023/7/21

2023/7/21 議会事務局議会総務課総務課 政務活動費収支報告書等の閲覧開始

2023/7/21 交通基盤部建設政策課企画班 社会インフラ維持管理の新たな方向性について、議論します。

2023/7/21 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（7/14～7/20）

2023/7/21 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 2023アビリンピック静岡大会 県下No.１が決定！全国大会へ！

2023/7/21 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和５年度静岡県献血推進大会の開催

2023/7/21 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】

2023/7/21 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識者会議）に対する意見書の発出

2023/7/21 経営管理部税務課企画管理班 ふるさと納税で静岡県の魅力を発信していきます！

2023/7/21 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所が４年ぶりの富士山セミナーを開催

2023/7/24

2023/7/24 交通基盤部港湾振興課クルーズ振興班 【開催中止】清水港に過去最大級のクルーズ船入港 船内イベント開催

2023/7/24 経済産業部林業振興課林業振興班 林業ってどんな仕事？興味ある人募集中！ （令和５年度 林業の仕事インターンシップ開催）

2023/7/24 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター マダニに咬まれないよう注意しましょう！（「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」患者が発生しました）

2023/7/24 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】

2023/7/24 健康福祉部地域医療課医師確保班 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します

2023/7/24 スポーツ・文化観光部観光政策課久 日本平夢テラスにおける電動カートの実証運行

2023/7/24 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 【取材依頼】未来を切り拓くDream授業を開催します！
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2023/7/24 くらし・環境部県民生活局男女共同参画課、危機管理部危機情報課 「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を実施します！

2023/7/24 くらし・環境部県民生活局男女共同参画課、危機管理部危機情報課 「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を実施します！

2023/7/24 くらし・環境部環境政策課地球環境班 高校生のチームが脱炭素につながるアイデアを発表します

2023/7/24 くらし・環境部環境局環境局 第２４回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第１１回環境保全有識者会議）の開催

2023/7/24 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練第２回全体会議の開催

2023/7/24 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 駐日ジョージア大使による知事表敬訪問

2023/7/25

2023/7/25 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 県立清水南高校【演劇専攻】の一日体験入学

2023/7/25 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 県立ふじのくに国際高校の一日体験入学

2023/7/25 交通基盤部港湾振興課港湾振興課 「清水港/富士山静岡空港セミナー2023」を甲府で開催します！

2023/7/25 交通基盤部建設政策課企画班 県内各地で進む公共工事。皆様の御意見を募集します。

2023/7/25 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 「女性役職者育成セミナー」参加者募集！

2023/7/25
健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター 感染症対
策班

【本日開催】「日本肝炎デー」街頭キャンペーンと市民公開講座を実施します。

2023/7/25
健康福祉部こども家庭課健康福祉部こども未来局こども家庭課ひと
り親支援班 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

吉村ホールディングス株式会社から子どもの居場所への寄附金寄贈に対する感謝状の授与

2023/7/25 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 ヤマハ野球部 都市対抗野球大会準優勝に関する知事コメント

2023/7/25 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 静岡県を本拠地とするプロ野球新球団の創設に向けた連携に関する３者協定締結式

2023/7/25 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 令和５年度第１回静岡県スポーツ推進審議会の開催

2023/7/25 くらし・環境部環境衛生科学研環境科学部環境科学班 静岡市紺屋町地下街の「地下水熱交換システム」を稼働します！

2023/7/25 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度９月補正予算編成要領

2023/7/26

2023/7/26 人事委員会事務局職員課職員課 静岡県職員（就職氷河期世代）採用試験の申込受付が ７月28日（金）から始まります！

2023/7/26 交通基盤部技術調査課建設技術監理センター 新技術交流イベント in Shizuoka 2023への出展募集が始まります！

2023/7/26 経済産業部浜松技術専門校訓練課機械班 市川 浜松技術専門校第１回オープンキャンパスを実施します！

2023/7/26 経済産業部浜松技術専門校訓練課浜松技術専門校 訓練課 機械班 ～ どなたでも楽しめる「ものづくり体験教室」を開催します。～

2023/7/26 経済産業部職業能力開発課職業能力開発班 長谷川 ～子育て等で離職した方の再就職を支援します～ＩＴスキル向上オンライン講座の受講生募集！（新規事業）

2023/7/26 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 大学生を対象にガストロノミーツーリズム講座を開催します！（参加者募集中）

2023/7/26 健康福祉部衛生課食品監視班 食中毒警報（細菌性食中毒 第２号）の発表

2023/7/26 健康福祉部健康政策課健康政策課 令和5年度第1回ふじのくに健康増進計画推進協議会の開催

2023/7/26 健康福祉部地域医療課医師確保班 県内の高校生等が実際の医療現場を体験する「こころざし育成セミナー」を開催します

2023/7/26 スポーツ・文化観光部空港管理課地域連携班 県内出身の同姓同名アーティスト夢の共演！in富士山静岡空港

2023/7/26 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 【当日取材依頼】第２回ガストロノミーツーリズム研究会 無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

2023/7/26 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 東レアローズ男子バレー部が中学生等100名に直接指導を行います。

2023/7/26 くらし・環境部環境局 環境ふれあい課緑化班 「緑の募金」寄附金贈呈式を開催します！

2023/7/26 くらし・環境部水資源課水資源班 第46回「水の週間記念作文コンクール」の表彰式を開催します。

2023/7/26 くらし・環境部環境政策課企画班
環境ビジネスを表彰する「静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード」の募集を開始します！～大好評につき、３年目
の開催へ～

2023/7/26 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 ★７月30日は男女共同参画の日 ★ 男女共同参画社会づくり活動に関する知事褒賞褒状授与式を開催



発表日 部局 所属   タイトル

2023/7/26 経営管理部西部地域局地域課地域班 知事が動く！「移動知事室（西部）」を実施します。

2023/7/26 危機管理部消防保安課産業保安班 静岡県ライフライン防災連絡会の開催

2023/7/26 知事直轄組織広聴広報課県民のこえ班 知事広聴「平太さんと語ろう in牧之原市・吉田町」参加者募集！

2023/7/27

2023/7/27 教育委員会掛川工業高校教頭  生徒による新学科および新制服の紹介～中学生１日体験入学にて～

2023/7/27 教育委員会熱海高校教頭 「ヨット部 全国大会出場決定！」熱海市長を表敬訪問します

2023/7/27 教育委員会健康体育課学校体育班 第105回全国高校野球選手権大会に出場する本県代表が知事を表敬訪問します

2023/7/27 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第４回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（賀茂地区）の開催

2023/7/27 議会事務局議事課議会事務局 議事課 ふれあい親子県議会教室

2023/7/27 交通基盤部建設業課建設業班 令和５年度第１回入札監視委員会の開催

2023/7/27 経済産業部東部農林事務所農村整備課東部農林事務所農村整備課 地元の特産品を販売する「邑マルシェ」開催！ in トヨタカローラ静岡(株) 御殿場店

2023/7/27 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 次世代への戦争体験の継承に向けた取組

2023/7/27 くらし・環境部水資源課水資源班 水循環保全条例に基づく水源保全地域が指定されます

2023/7/27 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 交通安全啓発の協力に対する静岡県交通安全対策協議会長感謝状贈呈

2023/7/27 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 三島市・牧之原市・静岡市清水区を交通安全優良市町(交通死亡事故連続ゼロ基準達成)として表彰！

2023/7/27 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 浜松市天竜区が交通死亡事故ゼロ連続500日を達成！

2023/7/27 経営管理部賀茂地域局地域課地域班 第34回賀茂地域広域連携会議を開催します

2023/7/27 危機管理部消防学校教務課 静岡県消防学校初任科第94期 第２回野外訓練

2023/7/27 危機管理部危機情報課情報班 「被災住宅応急復旧研修会」の開催

2023/7/27 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与５か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年５月分）

2023/7/27 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で低下 静岡県鉱工業指数（令和５年５月分速報）

2023/7/27 知事直轄組織総合政策課政策推進班 静岡県ではじめる！「新しい働き方」きっかけセミナーを開催します！【しずワーク通信VOL.１】

2023/7/28

2023/7/28
教育委員会教育政策課、経営管理部賀茂地域局地域課教育政策課政
策企画班、賀茂地域局地域課地域班

今年は東アジア文化都市とコラボ！ 「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催します

2023/7/28 教育委員会義務教育課指導班 令和５年度全国学力・学習状況調査結果報告

2023/7/28 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（7/21～7/27）

2023/7/28 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 ～卸売業大手のプロから直接学べる！商談力向上講座～受講事業者を募集中

2023/7/28 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 県西部地域初となる“「バイ・ふじのくに」山梨県・静岡県フェア”をイオン浜松志都呂店で開催！

2023/7/28 経済産業部産業イノベーション推進課研究調整班 令和４年度静岡県試験研究10大トピックスを公表

2023/7/28
健康福祉部こども未来局こども未来課、静岡県警察本部生活安全部
人身安全少年課こども未来課保育班

警察と連携したこどもの車両置き去り防止街頭キャンペーンを実施します！

2023/7/28 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベル引き上げ

2023/7/28 健康福祉部地域医療課看護師確保班 医療機関に対する労働時間等説明会を開催します

2023/7/28 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業許可の取り消し

2023/7/28 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「富士山の恵み 柿田川」親子で水に親しむ自然観察会 参加者募集！

2023/7/28 くらし・環境部住まいづくり課 令和５年度空き家の無料相談会を開催します！

2023/7/28 経営管理部市町行財政課交付税班 令和５年度普通交付税等（市町村分）の決定



発表日 部局 所属   タイトル

2023/7/28 経営管理部行政経営課行政経営班 ふじのくに施設紹介フェア2023を開催します！

2023/7/28 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度普通交付税等（県分）の決定

2023/7/28 知事直轄組織知事戦略課知事戦略班 令和６年度 静岡県の要望・提案

2023/7/31

2023/7/31 教育委員会横須賀高校校長 中学生一日体験入学を実施します…教職員、案内生徒の名札に注目！

2023/7/31 教育委員会中央図書館企画振興課静岡県立中央図書館企画振興課 静岡県立中央図書館で高校生＆地元企業がプログラミング教室を実施（当館初）

2023/7/31 教育委員会高校教育課指導第２班 未来のビジネスを切り拓く高校生 「ビジネスリーダー育成セミナー」開催

2023/7/31 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 2023年度第１回出張がんよろず相談（浜松市）を開催します

2023/7/31 交通基盤部富士土木事務所維持管理課管理班長 県管理道路におけるビッグモーター店舗前の街路樹について（土壌調査の実施）

2023/7/31 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和５年６月分）

2023/7/31 経済産業部新産業集積課 静岡県医療田園都市（ふじのくにメディカルガーデンシティ）構想の策定

2023/7/31 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター マダニに咬まれないよう注意しましょう！（「日本紅斑熱」患者が確認されました）

2023/7/31 健康福祉部医療政策課医療企画班 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会の開催

2023/7/31 健康福祉部福祉長寿政策課企画総務班 (公財)ALSOKありがとう運動財団による令和５年台風第２号義援金の贈呈

2023/7/31 スポーツ・文化観光部文化政策課文化施設班 ON STAGE 東アジア文化都市2023静岡県「演劇の都SHIZUOKAラインナップ」を配布

2023/7/31 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 都市対抗野球大会準優勝のヤマハ野球部による知事表敬訪問

2023/7/31 くらし・環境部水資源課水資源班 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第15回地質構造・水資源部会専門部会の開催

2023/7/31 経営管理部中部地域局危機管理課 【追加】水難事故防止啓発合同パトロールを実施します！

2023/7/31 危機管理部消防保安課静岡県水難事故防止対策協議会事務局  「水難事故注意報」の延長

2023/7/31 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は３か月連続で足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和５年５月分）～

2023/7/31
知事直轄組織総合政策課知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政
策班 経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課産業イノベー

(株)クラウディオからの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催



提 供 日 2023/07/01

タイトル しずおか農山村サポーター メルマガ配信システムへの
不正アクセスについて

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村整備班

TEL 054-221-2713

１　概要
　令和５年６月27日（火）、県が運営するホームページ「しずおか農山村サポーター（むらサポ）」のメールマガジン配信システ
ムに不正アクセスがあり、ＩＤとパスワードの変更及び個人会員の登録情報流出の形跡が確認された。
　現在は、個人会員全員に状況報告及びお詫びのメールを送信し、安全性が確認できるまで、むらサポサイトを一時停止してい
る。
　
２　被害状況
　個人会員登録情報1,181件。
　※登録情報は以下のとおり
　　メールアドレス、ニックネーム、年齢、住所（市町まで）、職業

３　経過
月　日 内　容

６月27日 ・メールマガジン配信システムへの不正アクセス発生（6/29判明）

６月29日 ・メールマガジンを配信しようとした際、システムへのログインが不可
・6/27の不正アクセスにより、ＩＤ・パスワードが変更されたことが判明

６月30日 ・ホームページ及び配信システムの一時停止
・6/27の不正アクセス時に登録情報が一括出力された形跡を確認
・県警サイバー犯罪対策課へ被害報告
・個人会員全員へ状況報告及びお詫びのメールを送信
・現時点では会員からの被害報告なし

４　今後の対応
　現在使用しているメールマガジン配信システムから、セキュリティレベルの高いシステムへ移行し、安全を確認したうえで再開
を予定している。

（参考）しずおか農山村サポーター（むらサポ）
　農山村地域で行われるイベントや体験、旬の農産物等の情報をサイト内に掲載している。個人又は法人で会員登録ができ、登録
者に対しては毎週木曜日に先述の情報をメールマガジンで配信している（R5.6.27現在の登録者数は個人1,181件、企業110件）。



提 供 日 2023/07/03

タイトル 御殿場南高校キャリアツアーを実施します！

担　　当 教育委員会 御殿場南高等学校

連 絡 先 教諭　芹澤

TEL 0550-82-1272

産官学連携プロジェクト「キャリアツアー」
－御殿場南高校の生徒が県内の施設を学びまわるバスツアーを実施－

　御殿場南高校の２年生の探究活動である「キャリア探究」は、生徒が４つのテーマに分かれて県内の施設を旅します。
　テーマは　１．エネルギーと環境、２．人と社会、３．情報とものづくり、４．健康と生活　の４つで、すべてのコースで浜岡
原子力発電所を見学します。

１　開催日
　　令和５年７月６日（木）

２　訪問先・活動内容

テーマ
１．エネルギーと環境

２．人と社会 ３．情報とものづくり ４．健康と生活

訪問先
(午前)

浜岡原子力発電所
(御前崎市佐倉5561)

静岡大学
浜松キャンパス

(浜松市中区城北3-5-1)

静岡県
環境衛生科学研究所
(藤枝市谷稲葉232-1)

訪問先
(午後)

静岡大学
静岡キャンパス

(静岡市駿河区大谷836)

浜岡原子力発電所
（御前崎市佐倉5561）

内　容
静岡大学静岡キャンパスでは、大学
生と共にワークショップを実施しま
す。

静岡大学浜松キャンパスでは、高柳
記念未来技術創造館でものづくりの
原点を学びます。

環境衛生科学研究所では、県内高校生
初の検査施設見学を行います。

３　参加者
　　御殿場南高校の２年生　143名

４　その他
　　取材いただける場合には、前日16時までに御殿場南高校へご連絡ください。

５　問い合わせ先
　　〒412-0043　静岡県御殿場市新橋1450番地
　　静岡県立御殿場南高等学校
　　電　話：0550-82-1272
　　メール：hikaru01.serizawa@neg.edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教諭　芹澤　光

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:hikaru01.serizawa@neg.edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/03

タイトル ロンドン、リオ五輪 陸上競技日本代表の髙瀬慧氏が学
校を訪問

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　榎本

TEL 054-221-3174

   　一流アスリートとの交流をとおして、児童・生徒の体力向上へとつなげる
　 【静岡県オリンピック・パラリンピックレガシー教育推進事業】
～ロンドン、リオデジャネイロオリンピック大会 陸上競技 日本代表の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 髙瀬慧 氏が学校を訪問します～

１　概　　要
　　静岡県教育委員会では、昨年度より東京2020オリンピック・パラリンピック競
　技大会の無形のレガシーとして、子供たちが運動やスポーツの大切さを体験でき
　る取組を継続し、心身の健やかな成長につなげるための「オリンピック・パラリ
　ンピックレガシー教育推進事業」を実施しています。
　　この事業では、オリンピアン、パラリンピアン、プロスポーツ選手等の一流ア
　スリートを静岡県教育委員会指定の「オリンピック・パラリンピックレガシー教
　育推進校」に派遣し、様々な取組をとおして、スポーツへの興味関心を高め、進
　んでスポーツ・運動に親しむ態度を育むとともに、児童、生徒の体力向上へとつ
　なげていきます。

２　日　　時
　　令和５年７月７日（金）　午前８時25分から午前10時05分まで

３　場　　所
　　富士市立東小学校（富士市西船津220）

４　対　　象
　　全校児童　52名

５　訪問者
　　髙瀬 慧 氏【静岡県出身】
　　経歴：ロンドン五輪、リオデジャネイロ五輪 陸上競技短距離日本代表

６　実施内容
　(1) 8:25～9:10  講演会「テーマ：夢の実現」
　(2) 9:20～10:05 短距離走実技指導

７　そ の 他
　(1) 推進校への取材を希望する場合は、当日午前８時25分までに健康体育課学
　　  校体育班(054-221-3174)に御連絡ください。
　(2) 静岡県教育委員会では、県内の公立小中学校（政令市を除く）85校を「オ
　　  リンピック・パラリンピックレガシー教育推進校」として指定しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/03

タイトル 監査結果の公表（令和５年度第１回）

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2296

監査委員は、令和５年６月８日に実施した定期監査の監査結果を公表する。
今回の定期監査の公表は、令和５年度第１回である。

１　定期監査
（１）監査の実施時期
　　　令和５年６月８日に実施した定期監査
（２）監査対象箇所
　　　定期監査  　　　　　  ６機関（出先６機関）
（３）監査結果
　　ア　指摘等のあった機関　１機関
　　イ　指摘等件数　　　 １件
　　　　　（ア）注　意    　 １件

２　指摘等の内容
別添資料のとおり

３　今回の公表事案の特記事項
監査結果の合計は１件で、昨年同時期と比べ１件減少した。監査結果の中で重大な法令違反などの不適切な事項に該当する「指摘」はなく、指摘

の次に重い「注意」は１件減少した。
また、事務処理の見直しなどに対する「意見」はなかった。

年度 実施箇
所

指摘 注意 意見 計

R5（4～6月） 6箇所 0件 1件 0件 1件
R4（4～6月） 7箇所 0件 2件 0件 2件

増減 △1箇所 0件 △1件 0件 △1件



提 供 日 2023/07/03

タイトル 静岡県議会令和５年６月定例会常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　静岡県議会令和５年６月定例会常任委員会を下記のとおり開催します。

                     　　   記

委員会名 日    時 場    所 審査事項・順序

総    務

　７月５日（水）　 
　　 　６日（木）  
  各開催日とも
午前10時30分～

第１委員会室

知事直轄組織関係
経営管理部関係
選挙管理委員会関係
出納局関係
人事委員会関係
監査委員関係

危機管理くらし環境          　〃 第２委員会室
１　危機管理部関係

２　くらし・環境部関係

文化観光 〃 第３委員会室 スポーツ・文化観光部関係

厚　　生 〃 第５委員会室
健康福祉部関係
がんセンター局関係

産　　業 〃 第７委員会室

１　経済産業部関係
　　労働委員会関係

２　企業局関係

建　　設 〃 第４委員会室
交通基盤部関係
収用委員会関係

文教警察 〃 第６委員会室
１　公安委員会関係

２　教育委員会関係

＊委員会は審査等が終了次第、閉会となります。
　なお、委員会室はすべて本館４階にあります。



提 供 日 2023/07/03

タイトル 富士山３登山道（須走、御殿場、富士宮ルート）の冬
期閉鎖の解除

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

富士山３登山道（須走、御殿場、富士宮ルート）の冬期閉鎖の解除

　静岡県側の３登山道すべてにおいて、案内標識設置や誘導ロープ補修等の安全確保対策の見通しが立ったことから、 ７ 月 １０

 日( 月) の 午前 ９ 時に山頂までの冬期閉鎖（全面通行止め）を解除します。

１　冬期閉鎖解除区間

　・須走ルート　（一般県道足柄停車場富士公園線）五合目　　～　山頂

　・御殿場ルート（一般県道富士公園太郎坊線）　　新五合目　～　山頂

　・富士宮ルート（一般県道富士公園太郎坊線）　　六合目
(※)

　～　山頂

　（※）富士宮ルートの五合目～六合目は、６月２０日(火）午前９時に冬期閉鎖を解除済

２　規制解除日時

　令和５年７月１０日（月）午前９時

３　注意事項

・山小屋の予約状況等については、各山小屋にお問い合わせください。
・富士宮口五合目にレストハウスは無いため、トイレは緊急用の仮設トイレがあ
　るのみです。五合目に上られる前に、二合目等（水ヶ塚駐車場）のトイレを利
　用してください。

４　参考（直近３年間の３登山道の開山期間）
富士宮ルート 御殿場ルート 須走ルート

令和２年度 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う山小屋の閉鎖を受け
閉山

令和３年度 ７月10日～９月10日
令和４年度 ７月10日～９月10日

※東部地域局へ同時に記者提供を行っております。

　問い合わせ先

　　交通基盤部道路局道路保全課

　　　電話　０５４－２２１－２７５２

《富士宮ルートの問合せ先》

　　富士土木事務所維持管理課

　　　電話　０５４５－６５－２２３７

《御殿場ルート及び須走ルートの問合せ先》　

　　沼津土木事務所維持調査課

　　　電話　０５５－９２０－２１２０



提 供 日 2023/07/03

タイトル 2023年富士山マイカー規制の実施

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2938

2023年富士山マイカー規制の実施
～富士山の登山シーズン到来！富士登山を安全で快適に！！～

　渋滞のない安全で快適な富士登山と富士山の環境保全のため、富士宮口の富士山スカイライン、須走口のふじあざみラインでマイカー規制
を行います。

　規制期間中は、二合目から五合目駐車場までマイカーで通行できません。二合目の乗換駐車場に駐車し、シャトルバスまたはシャトルタク
シーのご利用をお願いします。
　詳細については、出発前に静岡県のホームページ（https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/fujisandoro/1029179.html)にて確
認をお願いします。

１　概要
●富士宮口（富士山スカイライン）
　・規制期間　：７月10日（月）９時～９月10日（日）18時　連続63日間
　・規制区間　：富士山スカイライン（一般県道富士公園太郎坊線）
　　　　　　　　（二合目旧料金所～五合目駐車場　約13km）
　・規制対象　：自家用車（確認証を携行する車両を除く）
　・乗換駐車場：水ヶ塚駐車場（1,000円/台）、約800台駐車可能
　　　　　　　　※カーナビ検索：裾野市須山2308-5
　・代替交通　：シャトルバス（片道1,170円/人、往復2,200円/人）
　　　　　　　　シャトルタクシー（片道料金目安4,740円/台）
　　　　　　　　※規制期間中に運賃が変更になる場合があります。

●須走口（ふじあざみライン）
　・規制期間　：７月14日（金）正午～８月27日（日）正午 
　　　　　　　　９月１日（金）正午～９月３日（日）正午
　　　　　　　　９月８日（金）正午～９月10日（日）正午　合計51日間
　・規制区間　：ふじあざみライン（一般県道足柄停車場富士公園線）
　　　　　　　　（道の駅すばしり外周道カルバート出口～五合目駐車場　約11.5km）
　・規制対象　：自家用車（確認証を携行する車両を除く）
　・乗換駐車場：道の駅すばしり隣接地「須走多用途広場」（無料）、約300台駐車可能
　　　　　　　　※カーナビ検索：小山町須走338-44
　・代替交通　：シャトルバス（片道1,220円/人、往復2,100円/人）
　　　　　　　　シャトルタクシー（片道料金目安3,660円/台）
　　　　　　　　※規制期間中に運賃が変更になる場合があります。

２　参考
　・御殿場口ではマイカー規制を実施しません。
　　
　≪問合せ先≫
　●富士宮口（富士山スカイライン）
　　・静岡県道路企画課　坪井、平野 TEL 054-221-2938
　　・富士宮市観光課　　佐藤 TEL 0544-22-1155
　●須走口（ふじあざみライン）
　　・小山町観光交流課　岩瀬、小野 TEL 0550-76-6114

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/fujisandoro/1029179.html


提 供 日 2023/07/03

タイトル 夢は自分で釣り上げろ！漁業高等学園オープンキャン
パス開催！

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 漁業高等学園　教務班

TEL 054-627-0219

漁業高等学園を「見て、知って、体験する」をテーマに
オープンキャンパスを開催します！

　静岡県立漁業高等学園は、漁師になるための専門校です。修学期間は１年間の全寮制、入学資格は15～30歳。全国から生徒を募
集しています。漁師の仕事を学び、大型漁船の船長や機関長になるのに必要な資格取得を目指します。卒業後は、静岡県内の様々
な漁業に就職できます。
　オープンキャンパスでは学園で行われている授業や実習の体験が出来ます。

１　開催場所・日時

　　静岡県立漁業高等学園（焼津市小川３７４７－２）

　　令和５年８月16日（水）　午前10時～午後３時30分

　　令和５年８月17日（木）　午前10時～午後３時30分

２　対象者

　　中学生以上30歳未満の者及びその保護者

３　内容

　　学園の概要説明、施設見学、授業体験、ロープワーク実習体験

４　定員

　　各日50人　先着順

５　申込期間・方法

　　令和５年７月３日（月）から８月13日（日）まで

　　・ホームページ（https://gyogaku.com/application/）のバナー「見学説明会お申し込み」から

　　・E-mail（gyogaku@pref.shizuoka.lg.jp）

　　・電話（054-627-0219）

６　問い合わせ先

　　静岡県立漁業高等学園 教務班　電話 054-627-0219

https://gyogaku.com/application/
mailto:gyogaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/03

タイトル WAZAチャレンジ教室の実施

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
７７月月はは７７校校でで２２４４４４人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事業

です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　７月は７校で２４４人が「ものづくり」を体験します。

実施日時 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 人数

7月5日（水）
10:00～12:00

静岡県立富士特別支援学校
054-536-2345

竹下 フラワーアレンジメント 29

7月6日（木）
10:30～12:30

静岡県立静岡聴覚特別支援学校
054-283-6441

立花 盆景 10

7月7日（金）
9:45～12:35

静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校
0538-39-1800

北野谷 盆景 18

7月12日（水）
9:00～12:00

静岡県立伊豆の国特別支援学校
055-949-0001

水野 ミニ畳、フラワーアレンジメント 35

7月13日（木）
9:00～12:00

浜松市立笠井中学校
053-434-1079

鈴木
アートモザイク、ミニ畳、小座布団、写真立て、銅板へら出し、

フラワーアレンジメント、フィルム切文字
136

7月13日（木）
9:30～12:00

静岡県立中央特別支援学校
054-246-5504

栗田 ウール地で作るコサージュ 6

7月14日（金）
9:30～12:00

静岡県立御殿場特別支援学校
0550-87-8200

佐藤 篆刻 10

　　　
　　　　盆景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篆刻

○技能士とは

 働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く

評価されています。

○報道機関の方へのお願い

 取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2023/07/03

タイトル 「SHIP」×「NEXs Tokyo」コラボレーション企画の実
施

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

　今年３月にオープンしたイノベーション拠点「SHIP」と東京都が運営するスタートアップ支援施設「NEXs Tokyo」のコラボレー
ション企画を実施します。
　今回は、県内のスタートアップ支援施設のマネージャーが一堂に会し、NEXs Tokyoの会員スタートアップに対して、各施設の事
業や本県の魅力を紹介することで、本県への事業展開を促します。

１　イベント概要
趣　旨 NEXs Tokyo会員スタートアップに対し、県内支援施設が連携して、本県の魅力や県内の各支援施設を紹介し、各施設

の利用や本県への事業進出につなげる。さらに、同月に行われるTECHBEAT Shizuoka2023への来場を促し、スタート
アップが静岡に足を運ぶ機会を提供する。

日　時 令和5年7月7日（金）　16:00～17:00（終了後、1時間のネットワーキング）
場　所 NEXs Tokyoイベントスペース（東京都千代田区丸の内3-3-1新東京ビル4F）

　URL：https://nexstokyo.jp/
登壇者 ・静岡県産業イノベーション推進課　課長　山家裕史

・ふじのくにICT人材育成プロデューサー　阪口瀬理奈

［SHIP］https://ship-shizuoka.jp/

・コミュニティマネージャー　玉城陽子

［FUSE］https://hamamatsu-iwata.jp/business/sogyo/fusehamamatsu/

・コミュニティマネージャー　寺田賢人

［静岡市コ・クリエーションスペース］https://coc-shizuoka.jp/

・コミュニティマネージャー　亀山美佐子

［ぬましんCOMPASS］https://ncompass.jp/

・沼津信用金庫営業統括部地域創生A・M担当　課長　田村昌歳

［LtG Startup Studio］https://www.ltg-startupstudio.jp/
・CFO　恩田雄基

対象者 NEXs Tokyoの会員スタートアップのうち、地方等への事業展開を目指す「JUMP」会員（NEXs Tokyoにおいて参加者募
集中）

進行案 16:00-16:03　イベント趣旨説明

16:03-16:10　参加スタートアップの自己紹介

16:10-16:45　静岡県・各支援施設のプレゼンテーション

16:45-16:55　質疑応答、意見交換　

16:55-17:00　クロージング

17:00-18:00　ネットワーキング・個別相談

２　当日の取材について
　当日、現地での取材を希望される場合は、前日までに産業イノベーション推進課（054-221-2609）まで御連絡ください。

　

https://nexstokyo.jp/
https://ship-shizuoka.jp/
https://hamamatsu-iwata.jp/business/sogyo/fusehamamatsu/
https://coc-shizuoka.jp/
https://ncompass.jp/
https://www.ltg-startupstudio.jp/


提 供 日 2023/07/03

タイトル 活動10年目に突入！～令和５年度介護の未来ナビゲー
ター委嘱状交付式の開催～【取材依頼】

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護保険課　介護人材班

TEL 054-221-2084

　　　

　介護職の魅力を県内へ！若手介護職員が若者を介護分野へナビゲート！
　10年目を迎える介護の未来ナビゲーターに知事から委嘱状を交付します

　県では、介護の仕事の魅力を情報発信することを目的として、平成26年度から、
現職の若手介護職員を「介護の未来ナビゲーター」として委嘱し、若い世代の介護
分野への参入促進活動等を行っており、今年度で10年目を迎えます。
　このたび、令和５年度介護の未来ナビゲーター委嘱状交付式を以下のとおり開催
します。

１　日　時　令和５年７月10日（月）　午前11時～午前11時30分

２　会　場　県庁別館21階展望ロビー西側

３　出席者　静岡県知事、
　　　　　　静岡県健康福祉部長、静岡県健康福祉部長代理、
　　　　　　静岡県健康福祉部理事、静岡県健康福祉部福祉長寿局長
　　　　　　介護の未来ナビゲーター（若手介護職員）21人（予定）

４　次　第　
　　・ナビゲーター概要説明
　　・ナビゲーター紹介
　　・委嘱状交付　　　　　　
　　・ナビゲーター代表による宣誓　　　　　　　　　
　　・知事より激励の言葉　　　　　　
　　※委嘱状交付式終了後、記念撮影を行います。
　　
５　介護の未来ナビゲーターについて
　　介護の仕事の内容や、やりがいなどを若い世代を中心に積極的に情報発信し、
　興味・理解を深める活動を行う静岡県内の介護事業所で働く若手の介護職員。
　　令和４年度は、出前講座や大学連携（インターンシップの体験プログラム
  提案 等）などを行い、学生など約1,000人が参加しました。

・初代ナビゲーター集合写真

　　　



提 供 日 2023/07/03

タイトル 【当日取材依頼】第１回ガストロノミーツーリズム研
究会　オンリーワン！静岡産のウイスキーを世界に発
信

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

第１回ガストロノミーツーリズム研究会

オンリーワン！静岡産のウイスキーを世界に発信

 ガストロノミーツーリズムに対する考え方の共有や食と食文化の深掘りを図り、観光地域づくりへの参画を目的とするガストロ
ノミーツーリズム研究会を、年間を通して全６回開催します。
第１回目は、「オンリーワン！静岡産のウイスキーを世界に発信」をテーマに、以下のとおり実施します。

イベント名 第１回ガストロノミーツーリズム研究会　

日　時 令和５年７月11日（火）午後２時から午後４時30分

場　所
鈴木学園／中央調理製菓専門学校静岡校10階階段教室
(静岡市葵区七間町15-１)

会場定員 50名（第１部のみオンライン受講も可）

対　象 観光事業者、料理人、生産者、大学関係者、学生ほか

内　容

第１部：講演60分、パネルディスカッション30分 
　　　　ガイアフローディスティリング(株)代表取締役
　　　　中村　大航 氏　ほか
第２部：交流会
　　　　静岡産ウイスキーや県産素材にこだわったチーズの試食・試飲

※詳細は、別添チラシを参照

参加費 第１部　無料、第２部　1,000円 税込

特設サイト https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home

〈ガストロノミーツーリズム〉
　その土地の気候風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的
とした観光

取材について
　当日は、内容をすべて公開します。ぜひ取材をお願いします。

https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home


提 供 日 2023/07/03

タイトル 第９回静岡国際オペラコンクール予備審査結果を公表
します！（県内参加承認者２名）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局

TEL 054-457-6446

TEL 文化政策課 054-221-3109

第９回静岡国際オペラコンクール予備審査結果を公表します︕
（県内参加承認者２名）

（要旨）
　静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局は、令和５年６月５日(月)から８日(木)に第９回静岡国際オペラコンクールに応募
のあった271名の音源による予備審査を行い、10月28日(土)からはじまるコンクール第一次予選の参加承認者76名を決定しまし
た。なお、このうち２名は県内出身者になります。

（概要）
１　コンクール参加承認者数
　　76名（うち日本23人、15の国と地域）

２　主な国・地域別応募者数・参加承認者数　　　　　　　　　　　（単位：人）

国・地域
応募
人数

参加承認
者数 国・地域

応募
人数

参加承認
者数

韓国 58 25 ポーランド ２ １
日本 113 23 ベラルーシ １ １
中国 35 12 クロアチア １ １
モンゴル ８ ３ リトアニア １ １
ロシア ７ ３ ルクセンブルグ １ １
オーストラリア ４ １ フィリピン １ １
イギリス ３ １ ウクライナ １ １
イスラエル ２ １ その他 33

                                      合　計　　　　　　　　271　　　　76　
                           
３　県内出身参加承認者

氏名 伊藤　尚人
(いとうなおと)

氏名 濵野　杜輝
(はまの とうき)

年齢 26歳 年齢 29歳

出身地 富士市 出身地 伊東市

声種 バリトン 声種 バリトン

４　問合せ先
　　〒430-8533　浜松市中区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内

　静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
　TEL:053-457-6446　EMAIL:opera@suac.ac.jp　担当　小長井、飯塚

（参考）
　静岡国際オペラコンクールは、国際音楽コンクール世界連盟に声楽分野で加盟してい
る日本で唯一のコンクールです。1996年から３年ごとに浜松で開催されており、本年は
アクトシティ浜松大ホールにて10月28日(土)から11月５日(日)の日程で開催します。

 　

mailto:opera@suac.ac.jp


提 供 日 2023/07/03

タイトル 夏休み親子県庁見学の参加者募集

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班　石田

TEL 054-221-2244

県庁ってどんなところ？

　　夏休み親子県庁見学　参加者募集
　県庁の仕組みや仕事などについて見学する「夏休み親子県庁見学」（「県民の日」事業）を開催します。

　ぜひ参加して、楽しい夏の思い出を作りましょう！

◎対象

　小学４年生以上の児童とその保護者

◎内容

　県庁の仕組みと仕事の説明、施設見学

◎見学予定場所

　県議会本会議場、危機管理センターなど

月　日 時　間 場　所 募集人数

８月　７日（月） １３：３０～１６：００

８月　８日（火） １３：３０～１６：００

８月２２日（火） １３：３０～１５：３０

８月２３日（水） 　９：４５～１２：１５

静岡県庁

（静岡市葵区追手

町９番６号）

各日５０名

※４日間ともに託児を実施（小学３年生まで、定員あり）

◎募集期間・方法

　７月３日（月）から７月24日（月）まで（応募多数の場合抽選）

　住所・氏名・電話番号を電子申請、電話又はＦＡＸでお知らせください。

　広聴広報課（県庁案内担当）

　電　話：054-221-2455　8：30～17：00（土日・祝日を除く）

　ＦＡＸ：054-221-2419

◎その他

　受付での手指消毒等感染防止策への御協力をお願いします。

●県ホームページ

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/kenchokengaku/1007456.html

●電子申請システム
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=8896

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/kenchokengaku/1007456.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=8896


提 供 日 2023/07/03

タイトル 【変更】岡本無線電機株式会社への感謝状贈呈式

担　　当 知事直轄組織 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2759

岡本無線電機株式会社への感謝状贈呈式

（要旨）
岡本無線電機株式会社から「新型コロナウイルスに打ち勝つ静岡県⺠⽀え合い基⾦」に対し、100万円の寄附がありました。
出野副知事から代表取締役会⻑の岡本弘様に感謝状をお渡しします。

※開始時間が変更となりました（７⽉３⽇　14︓00　変更）。

１　法⼈名︓岡本無線電機株式会社（本社︓⼤阪市）
　　　　　　　　 ※電子部品の総合商社。本県内には、浜松市内と沼津市内に営業所を有する。

２　寄附⾦額︓100 万円

３　感謝状贈呈式

　(1)　⽇　時　令和５年７月６⽇（木）午前 10  時 00  分 開始　午前９時３０分開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定所要時間︓20分）

　(2)　場　所　県庁 東館５階 特別応接室

  (3)　贈呈先
　　　　 岡本無線電機株式会社　代表取締役会⻑　岡本 弘 様　

　(4)  贈呈者
　　　　 静岡県副知事　出野 勉

　(5)　内　容　
　　　　 寄附者紹介、歓談、感謝状贈呈、写真撮影



提 供 日 2023/07/04

タイトル 政務活動費収支報告書等の閲覧開始

担　　当 議会事務局 総務課

連 絡 先 総務課

TEL 054-221-2553

「静岡県政務活動費の交付に関する条例」に基づき、榛南クラブの令和５年４月分政務活動費収支報告書等について、次のとおり
閲覧を開始します。
　なお、静岡県議会のホームページ上でも、当該収支報告書等を公開します。
　
１　閲覧開始日　　　令和５年７月12日（水）

２　閲覧時間　　　　平日の午前９時から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　（正午～午後１時を除く）

３　閲覧場所　　　　議会事務局総務課（県庁本館３階）

４　閲覧に供する書類
　　「榛南クラブ」（令和５年４月11日に解散）に係る以下の書類
　　・収支報告書
　　・政務活動費として支出した全ての経費に係る領収書その他の証拠書類の写し
　　・職員雇用に関する概要書の写し

５　注意事項
　　閲覧場所へのカメラ、複写機器の持込みはできません。
　　ただし、報道関係者の取材に限り、収支報告書のファイルの外観の撮影をする
　　ことができます。

＜ホームページ上での公開＞
　(1) 公開開始日　令和５年７月12日（水）午前９時を予定
　(2) インターネットＵＲＬ
　　　http://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003751/1054782/1054790.html

http://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003751/1054782/1054790.html


提 供 日 2023/07/04

タイトル 岩本敬次氏が農林水産大臣賞（令和５年度全国林業経
営推奨行事）を受賞

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-2667

（要旨）
　岩本敬次氏（浜松市）が、公益社団法人大日本山林会主催の令和５年度全国林業経営推奨行事において、農林水産大臣賞に選ば
れた。
　県内での農林水産大臣賞受賞は４年連続。表彰式は11月上旬に東京都内で開催予定。

（概要）
１　全国林業経営推奨行事
　（公社）大日本山林会が、森林の適正な管理、林業の技術・経営の改善に努め、森林の多面的機能の発揮及び林業の持続的かつ
健全な発展に寄与している森林の管理経営体（個人含む）を表彰

２　本県受賞者
　（１）　岩本　敬次（いわもと　けいじ）72才
　（２）　住所　浜松市

３　岩本敬次氏の林業経営
　25歳から47年にわたり家業の林業に従事。自己所有林160ヘクタール、地域の不在村地主等からの受託林380ヘクタールのうち、約
120ヘクタールをFSC認証林（※）として、御子息とともに育成・管理し、地域森林の多面的機能の発揮に尽力している。
　地元森林組合の理事や指導林家を務め、地域の林業関係者を牽引してきた。

４　令和５年度全国林業経営推奨行事受賞者（個人又は団体）
　農林水産大臣賞　　　８件（岩本氏を含む）
　林野庁長官賞　　　　16件
  大日本山林会会長賞　４件

５　本県の近年の全国林業経営推奨行事受賞状況
　令和２年度　望月　英光氏（静岡市）　　農林水産大臣賞
　令和３年度　遠藤　誠氏（富士宮市）　　農林水産大臣賞
　令和４年度　渡邊　定元氏（富士宮市）　農林水産大臣賞

※FSC森林認証：環境と経済を両立させた森林管理を第三者機関が評価し認証する森林認証制度のひとつ。



提 供 日 2023/07/04

タイトル 経営革新計画の承認（令和５年５月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和５年５月の経営革新計画を９件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部４件、中部３件、西部２件となっており、市町別で
は静岡市が最多の３件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で４件となっています。

  １　令和５年５月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 ４件 ３件 ２件 ９件 26件

　

　２　市町別内訳
　　 東部

区分 三島市 裾野市 河津町 南伊豆町
件数 １件 １件 １件 １件

　　 中部
区分 静岡市
件数 ３件

　　　　西部
区分 浜松市 磐田市
件数 １件 １件

３　　業種別内訳
区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ４件 １件 ０件 ０件 ３件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習法支援 サービス業 その他
　件数 ０件 ０件 ０件 ０件 １件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ４版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf

http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf


提 供 日 2023/07/04

タイトル 令和５年　春季賃上げ要求・妥結状況（最終報　６月
23日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2334

令和５年　春季賃上げ要求・妥結状況（最終報　６月23日現在）
～妥結額10,394円、賃上げ率3.49％で前年同期（6,278円、2.10％）を上回る～

１　概況（最終報　６月23日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、263組合から有効回答があり、そのうち、春季賃上げの要求を行った組合は250組合であった。
　　これら250組合の平均要求額は、加重平均で11,302円、賃上げ率で3.79％であった。
　　また、250組合のうち、６月23日までに妥結した239組合の平均妥結額は、加重平均で10,394円、賃上げ率で3.49％であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　春季賃上げの要求を確認できた250組合の平均要求額を、前年同期（254組合、7,646円、2.56％）と比較すると、金額で3,656円、賃上げ率で1.23ポ

イント、ともに上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　春季賃上げの要求を確認できた250組合のうち、６月23日までに妥結した239組合の平均妥結額を前年同期（246組合、6,278円、2.10％）と比較する

と、金額で4,116円、賃上げ率で1.39ポイント、ともに上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」の妥結状況をみると、平均妥結額が10,722円（3.52％）で、前年（6,337円、2.06％）と比べて上回った。
　　また、「運輸業・郵便業」についても、平均妥結額が7,623円（3.10％）で、前年（5,240円、2.04％）と比べて上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では10,680円(3.55％)、「299人以下」では7,387円(2.92％)であり、「300人以上」が金額で3,293円、賃

上げ率で0.63ポイント上回った。

５　令和５年春季賃上げ妥結状況の特徴
　　平均要求額は、対前年同期比47.82％増、平均妥結額は対前年同期比65.56％増であった。また、「300人以上」と「299人以下」の企業の、平均妥結額

の差が3,293円となり（前年は1,641円）、大手・中小企業の差は前年より大きくなった。



提 供 日 2023/07/04

タイトル 令和５年度第１回静岡県がん対策推進協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

令和５年度第１回静岡県がん対策推進協議会を開催します。　

　県では、がん対策を総合的に推進し、健康寿命の延伸や生活の質の向上を図るために、がん対策推進協議会を設置しています。
　令和６年度から令和11年度までの６年計画である「第４次静岡県がん対策推進計画」を策定するため、以下のとおり、同協議会
を開催します。
　今回の協議会では、次期計画の素案等について検討を行います。

１　日　時

　　　令和５年７月10日（月）　午後３時～５時

２　場　所

　　　県庁別館20階第１会議室Ｂ、Ｃ
　　　※Web型式を併用した会議です。

３　議　題

（１）協議事項

　　　　第４次静岡県がん対策推進計画の素案　ほか

（２）報告事項

　　　　第３次静岡県がん対策推進計画の進捗状況

４　協議会の構成

　　　会　長　森　貴志（静岡県副知事）

　　　副会長　紀平　幸一（一般社団法人静岡県医師会会長）

　　　　　　　上坂　克彦（県立静岡がんセンター総長）

　　　委　員　医療関係者、学識経験者、がん経験者・家族、行政関係者等22人



提 供 日 2023/07/04

タイトル 富士山世界文化遺産登録10周年記念
「＃ずっと富士山が好きだ」キャンペーンを開催して
います！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

富士山世界文化遺産登録10周年記念

「＃ずっと富士山が好きだ」キャンペーンを開催しています！

　2023年６月22日、富士山は世界文化遺産に登録されてから10年の節目を迎えました。これを機に、改めて富士山への理解と関心

を深め、その魅力や価値を国内外に発信し、後世へ引き継いでいく機運を醸成するため、下記のとおり、「＃ずっと富士山が好き

だ」キャンペーンを開催しています。

１　キャンペーンの概要

季節や時間帯、眺める場所によっていろいろな表情を見せてくれる富士山。その魅力を伝える、とっておきの写真やメッセージ

をSNSへの投稿により募集します。

※投稿された写真やメッセージは、キャンペーン特設サイト上に表示されます。

２　第１弾　Instagramハッシュタグキャンペーン

（１）開催期間

令和５年７月１日（土）～令和５年９月20日（水）18時まで

（２）応募条件

１、公式Instagram「静岡県富士山世界遺産課」(fujisan-gurutto)をフォロー

２、富士山の写真と指定ハッシュタグ「＃ずっと富士山が好きだ」をつけ、投稿

（３）キャンペーン賞品

抽選で50名様に「富士山ポケットティッシュケース」をプレゼント

３　第２弾　Twitterハッシュタグキャンペーン

（１）開催期間

令和５年10月１日（日）～令和６年１月20日（土）18時まで

（２）応募条件

１、公式Twitter「静岡県 富士登山安全情報」（＠fujitozan_anzen）をフォロー

２、富士山へのメッセージと指定ハッシュタグ「＃ずっと富士山が好きだ」をつけ、投稿

（３）キャンペーン賞品

抽選で50名様に「富士山ハンカチ」をプレゼント



提 供 日 2023/07/04

タイトル 県内の文化財のガイドを紹介するパンフレット　好評
の『ふじのくに歴史の案内人』を重版しました！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

県内の文化財のガイドを紹介するパンフレット

好評の『ふじのくに歴史の案内人』を重版しました！
　

　県では、文化財の理解と活用を促進するためには、来訪者と地域の文化財をつなぐガイド（案内人）の役割が重要であることか
ら、「静岡県文化財保存活用大綱」の方針に基づき、文化財ガイドの育成に取り組んでいます。

　このたび、県内の文化財を訪れる多くの方に文化財ガイドを利用してもらうために、昨年度に刊行したパンフレット『ふじのく
に歴史の案内人』の一部内容を変更して重版しました。掲載する県内の文化財ガイドは４１団体から４４団体に増やしました。

　パンフレットに掲載されたガイドを利用することで、ふじのくにの文化財の魅力をより深く知ることができ、文化財ガイドをし
たい方の参考にもなる内容を掲載しています。

　観光をはじめ、学校、地域における児童・生徒の課外活動に活用していただくことを目的に、県内各機関に配付します。

　

１　名　称　　『ふじのくに歴史の案内人』パンフレット

２　仕　様　　Ａ５版、中綴じ16ページ、カラー

３　部　数　　8,000部

４　配付先　　市町の文化財担当課、文化財施設、図書館、観光協会、観光案内所

　　　　　　　県民サービスセンター、県立中央図書館など

５　その他　　県文化財課ホームページにも掲載（ＱＲコードは左下）

　　　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002057/1041008/1020621.html

６　問合せ　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

  　　　　　　

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002057/1041008/1020621.html


提 供 日 2023/07/04

タイトル 図書館でＬＧＢＴパネル展を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

図書館でLGBTパネル展を開催します！

　性の多様性について、県民の方に図書館という身近な場で考えてもらうことを目的に、パネル巡回展を開催します。会場では参考書籍の紹
介や関連リーフレットも多数用意しています。
　このパネル展は令和３年度より県内図書館等を巡回しており、あざれあ図書室以外は、いずれも今回初開催の会場となります。

１概要
(1)日程

No 場　　所 期　　間 電話番号

１
静岡県立大学短期大学部
附属図書館（小鹿図書館） ７月１日～７月22日 054-202-2617

２ 伊豆の国市立中央図書館 ７月29日～８月24日 0558-76-5566

３ 浜松市立舞阪図書館 ８月３日～８月23日 053-592-7000

４ 小山町立図書館（展示室） ９月２日～９月18日 0550-76-5722（生涯学習課）

５ 御殿場市立図書館 ９月３日～９月27日 0550-82-0391

６ 浜松市立中央図書館 10月1日～10月22日 053-456-0234

７ 静岡産業大学磐田図書館 10月10日～10月21日 0538-36-8844

８ 森町立図書館 11月１日～11月12日 0538-85-1113

９ 浜松市立北図書館 11月１日～11月18日 053-436-6646

10 静岡産業大学藤枝図書館 12月１日～12月15日 054-646-5441

11 浜松市立はまゆう図書館 12月１日～12月15日 053-482-1127

12 あざれあ図書室
（静岡県男女共同参画センター内）

令和６年
１月６日～１月31日

054－255-8763

※実施期間は、変更になることがあります。
※開館時間、開館日は図書館によって異なりますので、詳しくは各会場にお問い合わせください。

(2)主催　静岡県、男女共同参画センター交流会議

現地取材をしていただける場合は、取材希望の図書館へ事前に御連絡をお願いいたします。
　



提 供 日 2023/07/04

タイトル 被災者支援コーディネーター育成研修の実施

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班　伊藤

TEL 054-221-3366

「被災者支援コーディネーター育成研修」を実施します！

１　概要
　　被災者支援は、被災者の多様な要望に対し、様々な機関が連携して、被災者に
　寄り添った支援を行うことが必要であることから、地域や分野により支援の漏れ
　や偏りがないようコーディネーションできる能力を有する人材が不可欠である。
　　このため、県において、被災者支援コーディネーター育成研修を実施する。
　　また、被災者支援コーディネーターの必要性等について、理解を深めるため、
　市町及び市町社会福祉協議会職員向けの研修も併せて実施する。

２　日　時
　　令和５年７月12日（水）19時～21時など合計10回（詳細は、「５　研修内容」
　を参照）
　　
３　場　所
　　ＷＥＢ会場、熱海市、静岡市を予定（詳細は、「５　研修内容」を参照）

４　受講者
　　「５　研修内容」（１）～（４）」・・・19名（12市町）
　　　「コーディネーション能力を有し、災害時に支援活動ができる可能性がある
　　　者」を市町及び市町社会福祉協議会からの推薦により決定
　　「５　研修内容」（５）」・・・市町及び市町社会福祉協議会職員

５　研修内容
（１）基礎編

日程・会場 第１回目　令和５年７月12日（水）・ＷＥＢ研修方式
第２回目　令和５年７月25日（火）・ＷＥＢ研修方式

時　間 いずれも19時～21時

内　容

被災者支援業務の基礎を学び、コーディネーターの活動等を理解
する
・オリエンテーション（研修の目的・進め方・受講生自己紹介など）
・被災者コーディネーションの概要
・被災者支援コーディネーションに必要な８つの基礎スキルを学ぶ

（２）企画立案編

日程・会場

第３回目　令和５年８月８日（火）・ＷＥＢ研修方式
第４回目　令和５年８月30日（水）・ＷＥＢ研修方式
第５回目　令和５年９月15日（金）・静岡県庁（別館５Ｆ危機管理セン　

　　　ター東）
第６回目　令和５年10月12日（木）・ＷＥＢ研修方式

時　間 第３回目、４回目、６回目　19時～21時
第５回目　13時～17時

内　容

被災者支援のために必要な企画立案を通じて、コーディネーター
としての活動等を学ぶ
・被災者のニーズを見つけ、企画につなぐ方法を学ぶ（熱海市の事例
から）

・企画に向けて多様な機関とのつなぎ方（社協・自治体・NPOなど）
・被災者と共に企画を考える（支援する、される関係から共に歩む
　関係へ）

備　考
県内において災害が発生した場合は、その被災地での活動のた

めに必要な企画立案とする場合がある

（３）実施・支援編

日程・会場
第７回目　令和５年11月21日（火）・ＷＥＢ研修方式
第８回目　令和５年12月～令和６年１月・熱海市内（予定）

時　間 第７回目　19時～21時
第８回目　調整中

内　容
被災者を支援するための事業の実施や支援を通じて、コーディ

ネーターとしての活動等を学ぶ（場所：熱海市ささえ逢いセンター等）

備　考 県内において災害が発生した場合は、その被災地での活動とする
場合がある

（４）展開編…開催が近づきましたら、別途記者提供を行います
日程・会場 第９回目　令和６年２月16日（金）・静岡市内（予定）

時　間 （調整中）

内　容

被災者支援コーディネーターとして、その後の展開や活動等を学
ぶ
・研修を振り返り、気づきや学びを共有する
・平時から地元において被災者支援コーディネーターとして実践でき
ることをグループワークで考える

（５）理解促進編……開催が近づきましたら、別途記者提供を行います
日程・会場 第10回目　令和６年２月16日（金）・静岡市内（予定）

時　間 （調整中）



内　容

災害時におけるコーディネーターの必要性を学び、市町及び市町
社会福祉協議会として平時、災害時にそれぞれ必要な対応等を理
解する

・受講生の気づきや実践報告から、災害時に被災者コーディネーター
と協働するための道筋を探る

６　その他
　・当該研修は、令和３年７月に発生した熱海市伊豆山地区土石流災害において、
　　県被災者支援コーディネーターとして活躍された鈴木まり子氏をメイン講師と
　　し、研修の企画運営及び資料作成等にも全面協力を得て実施するものです。
　・第１回から第10回までの研修会については、一部日程及び場所が決まっており
　　ませんが、それぞれ取材を受付けております。ＷＥＢ研修の取材を御希望され
　　る方は、パスコード等をお伝えしますので前日までに危機情報課（054-221-
　　3366）へ御連絡ください。



提 供 日 2023/07/04

タイトル 募集中！夏休み子ども・統計グラフ相談～自由研究お
助け隊～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

統計やグラフについて、学んでみませんか？

夏休みの宿題に悩む子どもたちのために、今年も、『夏休み子ども統計・グラフ相
談～自由研究お助け隊～』を県庁東館２階県民サービスセンターで開催します。統
計やグラフに関する疑問・質問に何でもお答えします。
親子や友達と一緒に相談に来ることもできます。また、『統計グラフコンクール優
秀作品展』も同時開催します。

●夏休み子ども統計・グラフ相談　～自由研究お助け隊～　

１　対　象　　小学生・中学生など
　　　　　　＊低学年の方は保護者同伴でお願いします＊

２　日　時　　７月24日（月）～７月28日（金）
　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～４時

３　場　所　　県庁東館２階県民サービスセンター
　　　　　　　（静岡市葵区追手町９－６）

４　内　容　　統計グラフコンクールについてのアドバイス
　　　　　　　夏休みの自由研究に役立つ統計データの紹介
　　　　　　　統計やグラフについての質問など

５　申込方法　事前予約制（ただし、当日の申込みも可）
　　　　　　　(1)名前　(2)学校名・学年 (3)連絡先電話番号　(4)希望日時
　　　　　　　(5)相談内容　を事前に下記問合せ先へ電話、ＦＡＸ、メール
　　　　　　　によりお申し込みください。

６　問合せ先　デジタル戦略局データ活用推進課
　　　　　　　電　話　０５４－２２１－２２９８　　
　　　　　　　ＦＡＸ　０５４－２２１－３６０９
　　　　　　　メール　datakatsuyou@pref.shizuoka.lg.jp

●統計グラフコンクール優秀作品展
　　　　　　　　　　　
１　期　間　　７月24日（月）～７月28日（金）
　　　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　　（最終日、28日（金）は午後４時まで）
２　場　所　　県庁東館２階県民サービスセンター
　　　　　　（静岡市葵区追手町９－６）
３　内　容　　令和４年度の優秀作品の展示

※統計グラフコンクールは、夏休みに自分の好きなことや興味のあることについて
調べ、統計グラフを作るコンクールです。

※詳しくは、県統計キッズページ「グラーフ博士のとうけい工場」のお知らせをご
覧ください。
URL：https://toukei.pref.shizuoka.jp/kids/

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

mailto:datakatsuyou@pref.shizuoka.lg.jp
https://toukei.pref.shizuoka.jp/kids/


提 供 日 2023/07/04

タイトル 静岡で未来を切り拓く！
拠点開設セミナーを東京で開催

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 フロンティア推進班

TEL 054-221-2362

「静岡県拠点開設セミナー」の開催について

⼈⼝減少社会の克服に向けて、若者及び⼥性の雇⽤を創出するため、県外企業の本県への拠点開設を⽬的とした「静岡県拠点開設セミナー」を東京・品川に
て開催いたします。
1. 概要

タイトル  静岡県拠点開設セミナー
開催⽇時  2023年８⽉１⽇（⽕）13︓00〜15︓00（12︓30開場）
会  場  品川フロントビル会議室（東京都港区港南2-3-13品川フロントビルB1階）
対  象  静岡県での拠点開設に興味関心を持つＩＣＴ・サービス関連企業
定  員  会場︓先着100名（1社2名様まで） オンライン︓先着20名

2. プログラム
予定時間 内容

13:00〜13:25  地⽅に拠点開設するなら静岡県︕

13:25〜14:25
 拠点開設者等によるパネルディスカッション
 ~ 今、なぜ ”ふじのくに“ に拠点を開くのか 〜

14:25〜15:00  各市町ブースにて個別相談会 ※来場者のみ

3. パネルディスカッション登壇者

久保田 光俊(くぼたみつとし) 氏
株式会社シャフト

代表取締役社⻑

【拠点開設事業者】

株式会社シャフト代表取締役・アニメーションプロデューサー。静岡県

出⾝。1982年にシャフトに⼊社し、約10年間仕上部で⾊彩設定や特殊効

果などを務める。1995年より制作担当として制作全般に関わる。以後、

企画・プロデューサーを経て2004年に代表取締役に就任。

馬場 美帆(ばばみほ) 氏
株式会社Asian Bridge

システムソリューション事業部

静岡エリア 責任者

【拠点開設事業者】

2020年、北陸から静岡に移住。株式会社Asian Bridgeに⼊社し、

WEBデザインの他、チラシやバナーなどの広告制作に従事。当社として

は、業務システムやアプリ開発、インターンシップマッチングサービス

「キャリターン」などのSaaSサービスを展開。現在、浜松を拠点に静岡

エリアの事業展開を進める。今年度は、静岡県・湖⻄市の事業を採択。

パ
ネ
リ
ス
ト

本多 大典(ほんだだいすけ) 氏
加和太建設株式会社

まちづくり事業部まちなか事

業室

【コワーキングスペース運営事業者】

2017年埼⽟より三島に移住。以来加和太建設にて、世界遺産に⾯した宿

泊施設「掬⽔」やコワーキング「三島クロケット」等の新規事業を⽴ち

上げ。現在は三島・中心市街地のエリア価値向上を⽬指す「まちなか事

業室」のリーダーとして、地域内にて保有・賃貸する20件超のオフィ

ス、店舗、住宅物件を活⽤してまちの魅⼒をUPする様々な取り組みを推

進中。

モ
デ
レ
ー
タ
ー

 阪⼝ 瀬理奈(さかぐちせりな) 
氏

一般財団法⼈

静岡経済研究所

特任研究員

京都⼤学⼤学院理学研究科卒。2013年、三菱総合研究所に⼊社し、情報

通信政策の部署にてIT⼈材育成や教育ICT・プログラミング教育等に関す

る政策⽀援を経験。2018年より静岡県産業振興財団にて、静岡県の

ICT⼈材育成戦略の策定や事業の企画・運営を⽀援中。2019年より静岡

経済研究所を兼任。

4. 申込方法
申込フォームURL https://forms.gle/M13sVvHCw7BtwK4x8

申込締切 2023年7⽉28⽇（⾦）

5. お問合せ

https://forms.gle/M13sVvHCw7BtwK4x8


静岡県企業誘致事務局︓株式会社イマクリエ ⽯⽥

メール︓pref.shizuoka-r5-lg@imacrea.co.jp  TEL︓03-6277-6907



提 供 日 2023/07/04

タイトル 「県民の日」事業一覧を公開しました！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民広報班

TEL 054-221-2231

「県民の日」イベント一覧を公開しました！
８月21日は「県民の日」

　令和５年度の「県民の日」事業をすべて掲載した、「県民の日」ホームページを公開しました。

　開催される場所ごとに市町別になっており、各事業の詳細ページにリンクするようになっています。

　すでに事前募集が始まっている事業もあります。ご覧いただき、夏休みのお出かけにいかがでしょうか。

１　概要
　　８月21日の「県民の日」を中心に、県有施設の無料開放・見学会、市町・民間協賛事業を行うことにより、
　　県民の郷土に対する関心と理解を深め、県民としての一体感を育みます。

２　内容
　　「県民の日」ホームページ
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/kenminnohi/1005208.html
　　「静岡県　県民の日」で検索していただくと便利です。

★「県民の日」とは★
明治９年８月21日に静岡県と浜松県が合併して現在の静岡県が誕生したことを記念して、

120周年の節目になる平成８年に「静岡県県民の日条例」を制定し、８月21日を「県民の日」としました。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/kenminnohi/1005208.html


提 供 日 2023/07/04

タイトル 静岡県と中部経済連合会との懇談会の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

（要旨）
　一般社団法人中部経済連合会（以下、中経連）主催による、静岡県と中経連との懇談会が、以下のとおり開催されます。

（概要）
１　日　時
　令和５年７月13日（木）15：00～17：00

２　場　所
　中島屋グランドホテル　４階　オーキッド
　（静岡市葵区紺屋町　TEL054-253-1151）

３　議　題
（１）中経連からの説明
　　（中部経済連合会の主な活動について）
（２）静岡県からの説明
　　（静岡県の重点事業について）
（３）自由懇談

４　出席者（予定）
　静岡県
　　知事　　　　　　　　川勝　平太
　　副知事　　　　　　　出野　勉
　　副知事　　　　　　　森　貴志
　　他、関係部局長

　中経連　　　
　　会長　　水野　明久（中部電力株式会社　相談役）
　　副会長　中西　勝則（株式会社静岡銀行　特別顧問）
　　副会長　中田　卓也（ヤマハ株式会社　取締役　代表執行役社長）
　　副会長　神野　吾郎（株式会社サーラコーポレーション
　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 兼 グループ代表・ＣＥＯ）
　　副会長　碓井　稔　（セイコーエプソン株式会社　取締役会長）
　　　　　　日詰　一幸（国立大学法人静岡大学　学長）
　　他、事務局役員

５　その他　
　・取材は、開会から（２）静岡県からの説明まで（15:00～15:55）となります。
　・会議の内容は、17:15から４階「プリムラ」にて、中経連担当者から説明します。
　・名古屋経済記者クラブにおいて同様の御案内を行っています。

６　問い合わせ先
　中経連　総務・会員サービス部　横山　（電話：080-6900-8091）



提 供 日 2023/07/05

タイトル 本県初進出！株式会社アクシージア 富士山麓PLC新築
工事 地鎮祭の開催
（「富士山麓フロンティアパーク小山」区画１）

担　　当 企業局 地域整備課

連 絡 先 企画営業班

TEL 054-221-3632

　企業局が造成・分譲した「富士山麓フロンティアパーク小山」区画１において、本県初進出となる化粧品メーカーの株式会社アクシージア
が、今後のグローバル展開を見据えて新築する加工型物流センター（名称：富士山麓PLC）の工事着工に先立ち、地鎮祭を行います。
　同社は今後、富士山のイメージを生かした製品やブランドづくりを目指して行く方針です。

１　日　時　令和５年７月12日（水）午前11時から

２　場　所　駿東郡小山町湯船字下原959-1（「富士山麓フロンティアパーク小山」区画１）

３　出席予定者　株式会社アクシージア代表取締役、小山町長、静岡県企業局次長ほか

４　内　容　主催者挨拶、来賓挨拶、神事ほか

５　会社概要
    名　　　称：株式会社アクシージア（東証プライム上場）
　　設　　　立：平成23年12月21日
　　本　　　社：東京都新宿区西新宿
　　事業内容：化粧品の企画、製造、販売、卸

６　計画（第１期）
　　株式会社アクシージア　富士山麓PLC
　　（Axxzia Inc. FUJISANROKU Process & Logistics Center）
　　延床面積：約2,200平方メートル、平屋建て（令和６年４月竣工予定）
　　業務内容：製品の保管・加工・出荷
　　　　　　　　　（グローバル展開に向けて各国の法規制に応じた表示対応の印字、ラベル
　　　　　　　　　　貼付作業等を行う自社拠点となる予定）
　　※第２期工事（生産工場）を計画中

　（参考）「富士山麓フロンティアパーク小山」進出企業　　　　　　　（令和５年６月30日現在）
区　画 契　約　先 本 社 業　種

１ (株)アクシージア 東京都 化粧品製造

２-１ ウチヤマホールディングス(株) 岡山県 自動車部品製造

２-２ クレフォート東日本（株）
（旧：(株)東海ホールディングス）

愛知県 食料品製造

２-３ (株)手原産業倉庫 滋賀県 倉庫業

３ シンコー技研(株) 東京都 ファインケミカル研究開発・製造

４ ジャパンロジスティックス(株) 富士市 倉庫業

５ (株)クリエイティブ 富士市 食料品製造

６ (株)やまみ 広島県 食料品製造

７-１ (株)ハナミスイ 東京都 管理医療器具製造

７-２ (株)アドベル 神奈川県 再生プラスチック製造業



提 供 日 2023/07/05

タイトル 「TECH BEAT Shizuoka  2023」AWARD受賞者決定＆追加
コンテンツの御案内

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

TECH BEAT Shizuoka AWARD 2023 受賞者決定

－アクセラレータープログラム他、追加コンテンツの御案内－

１　要　旨
令和５年７月19日(水)～21日(金)にグランシップ（静岡市駿河区）で開催する「TECH BEAT Shizuoka 2023」では、TECH BEAT 
Shizuokaを契機として令和４年度に行われた県内企業とスタートアップによる共創事例の中から優れた取組を称揚する「TECH 
BEAT Shizuoka AWARD 2023」を行います。
また、「TECH BEAT Shizuoka アクセラレータープログラム」参加企業による成果報告会など、会期中のコンテンツが決まりまし
たのでお知らせします。東アジア文化都市2023静岡県協働プログラムならではのメニューにも御注目ください。県内企業の皆様の
御参加をお待ちしております。

２　TECH BEAT Shizuoka AWARD 2023

３　TECH BEAT Shizuoka アクセラレータープログラム成果報告会
　　静岡県内企業の多様な事業領域や豊富な経営資源と、全国のスタートアップの革新的なサービスやアイデアを結びつけるアク
セラレータープログラムを令和４年度から開始しました。今回は、参加静岡県内企業２社からこれまでの取組を御報告いただきま
す。

４　東アジア文化都市2023静岡県協働プログラム
（１）ヤマハ株式会社による体験ブース設置

（２）SPAC（(公財)静岡県舞台芸術センター）上演【出展者向け】

＊上記の内容は予告なく変更になる可能性があります。
＊イベントの詳細や御来場のお申し込みは、TECH BEAT Shizuoka 2023公式ウェブ
　サイトを御覧ください。（https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2023/）

https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2023/


提 供 日 2023/07/05

タイトル 令和５年度「愛の血液助け合い運動」街頭キャンペー
ンを実施します。

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2410

１　要旨
　「愛の血液助け合い運動」（毎年、７月１日から７月31日まで）の一環として、献血運動の一層の推進を図ることを目的に、以
下のとおり、街頭キャンペーンを実施し、県民の皆様に広く献血への協力を呼び掛けます。

２　主催
　静岡県，静岡県赤十字血液センター

３　開催日時
　令和５年７月10日（月）午前７時40分から午前８時30分まで
（配布物がなくなり次第終了）

４　実施場所
　JR静岡駅構内

５　実施内容
　啓発資材（ポケットティッシュ、献血ルーム案内チラシ）の配布、のぼり旗の掲出、「けんけつちゃん」の着ぐるみによる啓発

６　参加者
　静岡県赤十字血液センター
　静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課職員　計15人

７　その他
　ＪＲ駅敷地内での取材、撮影等については、事前に以下の連絡先への連絡・手続等が必要となりますので、直接お申し込みくだ
さい。
　連絡先：東海旅客鉄道株式会社　静岡広報室　

※「令和５年度静岡県愛の血液助け合い運動」
令和５年７月１日から７月31日までの１か月間、献血について県民一人一人、特に若年層に理解と協力を求め、献血運動の一層

の推進を図ることを目的に実施しています。
現在、若年層による献血への協力が減少しており、今後の人口動態を考慮すると献血可能人口の減少が推定されることから、今

後の安定的な血液確保のためには、将来の献血を支える若い世代の協力が必要です。



提 供 日 2023/07/05

タイトル （取材依頼）市町別食事内容のデータ分析研修会を開
催

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班　宇津木

TEL 054-221-2404

市町別食事内容のデータ 分析研修会を開催（ 取材依頼）
～健康寿命延伸のための生活習慣等モニタ リ ング研究～

１　趣旨
　県健康政策課では、健康寿命の更なる延伸のため、静岡社会健康医学大学院大学とともに、生活習慣等のモニタリング研究を進
めています。
　この研究では、生活習慣等に関する調査を行い、県及び市町の健康寿命延伸に結びつく生活習慣を明らかにすることを目的とし
ています。
　調査対象は、２次医療圏から各１市町をめどに、計８市町（河津町、伊東市、御殿場市、富士市、静岡市、藤枝市、掛川市、袋
井市）、8,000人を対象とし、選挙人名簿から小学校区を用いた層化無作為抽出を行いました。
　調査内容は、生活習慣に関する項目（喫煙習慣、アルコール摂取習慣、睡眠、運動習慣等）や、食事に関する内容（ＢＤＨＱ
※）等です。

※　ＢＤＨＱ（簡易型自記式食事歴法質問票）
　元東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野教授　佐々木敏氏が開発した調査票で、過去１か月間の食事を振り返り、約
70項目の食品、料理の摂取頻度等について回答することにより、栄養摂取量を算出する。

　その調査データを用いて、栄養疫学の専門家（元東京大学の佐々木敏教授）や静岡社会健康医学大学院大学の教員の指導のも
と、調査実施市町の栄養士等が、自市町のデータ分析を学ぶ勉強会を開催します。

２　日時等
　　日時：令和５年７月７日（金）午後１時３０分から５時まで
　　会場：静岡社会健康医学大学院大学　付属棟2階　大教室・視聴覚室
　　　　（静岡市葵区北安東4丁目27番2号）
　　講師：静岡社会健康医学大学院大学　客員教授
　　　　　元東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻　教授　佐々木敏　氏
　　　　　静岡社会健康医学大学院大学　教授　山本精一郎　氏
　　　　　静岡社会健康医学大学院大学　准教授　森寛子　氏
　　　　　静岡社会健康医学大学院大学　講師　佐藤洋子　氏
　　対象：調査実施市町の栄養士等（８市町）

３　集計（イメージ）



提 供 日 2023/07/05

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月５日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第80報（７月４日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 富士市 559 19 1 35 9 9 7月5日 ～ 7月
2 小学校 藤枝市 738 27 1 27 13 13 7月4日 ～ 7月
3 中学校 島田市 321 9 1 38 5 4 6月30日

本日合計 １中学校、２小学校 3 100 27 26
１９１施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１１４小学校、　１０幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
365 10,479 3,394 3,192

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年６月30日（富士市小学校） 　



提 供 日 2023/07/05

タイトル 令和５年度第１回静岡県医療対策協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2417

令和５年度第１回静岡県医療対策協議会を、下記のとおり開催します。

１　日時・会場

　・令和５年７月12日（水）午後４時～６時

　・グランディエールブケトーカイ４階　シンフォニー（静岡市葵区紺屋町17-1）

２　議題等

　・第９次静岡県保健医療計画の策定

　（「地域医療構想」、「医療従事者確保」について）

　・特定労務管理対象機関の指定

３　委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　　名 所属団体
齋藤　昌一 静岡県医師会　副会長
小野　宏志 静岡県医師会　理事
小野　裕之 静岡県立静岡がんセンター　病院長
坂本　喜三郎 静岡県立こども病院　院長
川合　耕治 伊東市民病院　管理者
児島　章 富士市立中央病院　院長

中村　利夫 藤枝市立総合病院　院長
鈴木　昌八 磐田市立総合病院　事業管理者
佐藤　浩一 順天堂大学医学部附属静岡病院　院長
小西　靖彦 静岡県立総合病院　院長
山本　貴道 聖隷三方原病院　院長
小田　和弘 伊豆今井浜病院　院長
松山　幸弘 浜松医科大学　副学長
岡﨑　貴裕 国立病院機構静岡医療センター　院長
毛利　博 静岡県病院協会　会長

中野　弘道 静岡県市長会　（焼津市長）
太田　康雄 静岡県町村会　（森町長）
岩崎　康江 静岡県地域女性団体連絡協議会　会長
神原　啓文 静岡県社会福祉協議会　会長
大須賀　伸江 静岡新聞社　編集局記者
小林　利彦 地域医療構想アドバイザー
竹内　浩視 地域医療構想アドバイザー
浦野　哲盟 静岡社会健康医学大学院大学　副学長

・傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。
【医療政策課HP】https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041022/1023807 .html　

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002857/1041022/1023807.html


提 供 日 2023/07/05

タイトル 令和５年度静岡県健康福祉部防災訓練を実施します！

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 久保田

TEL 054-221-2363

１　要旨
　　令和５年度静岡県健康福祉部防災訓練については、令和元年度以来４年ぶりに、健康福祉部に関係する多くの機関と連携した訓練を実

施する。

２　目的
　　県、市町、健康福祉部関係機関、事業所等の相互の連携・協力のもと、突発型大規模地震の発生を想定した訓練を実施し、健康福祉部

が所掌する災害応急対策活動についての確認・検証を行い、災害対応能力の向上及び迅速・的確な救護体制等の確立を図る。

３　日時
　　令和５年７月７日（金）午前８時30分から正午まで

４　参加機関
　　　健康福祉部、危機管理部、全35市町、488医療機関、その他16の関係機関

５　想定
　　　令和５年７月７日午前８時、駿河トラフから南海トラフを震源域とする大規模地震が突然発生し、県内各地で震度６弱以上の揺れとなり、県

下の沿岸に津波が襲来するなど、県下全域に大きな被害が発生したことを想定する。

６　主な訓練内容
　　ア　医療救護訓練（DMAT派遣要請）
　　イ　要配慮者支援訓練（社会福祉施設等被害状況把握）
　　ウ　健康支援訓練（保健師等派遣要請）
　　エ　感染症対策訓練（感染症及び結核指定医療機関の被害状況伝達）
　　オ　生活衛生訓練（広域火葬調整）

７　訓練場所
　　県庁西館４階会議室ほか

〈健康福祉部の訓練イメージ〉



提 供 日 2023/07/05

タイトル 留学生のための静岡県大学進学フェアを開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

留学生のための静岡県大学進学フェアを開催！
７/８ オンライン(Zoom)、７/22 対面(グランシップ)

　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、県内大学等への留学生の受入を促進するため、国内の日本語学校に通
う留学生を対象とした大学進学フェアを開催します。
　フェアでは、留学生が各大学の担当者から、入試方法やカリキュラム、学生生活について聞くことができます。また、７/
22（土）の対面開催では、先輩留学生を招いて、進学に至るまでの経験や静岡での生活について相談できるブースを設置します。

１　大学進学フェアの概要
【オンライン開催】
（１）日　時
　　　７月８日（土）13:00～15:30
（２）開催方法
　　　オンライン（Zoom）　※ふじのくに地域・大学コンソーシアムから配信
（３）対　象
　　　国内の日本語学校に通っている留学生、教職員
（４）参加大学（７大学）
　　　静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学、静岡英和学院大学、静岡産業大学、東海大学、聖隷クリストファー大学

【対面開催】
（１）日　時
　　　７月22日（土）13:30～16:00
（２）会　場
　　　グランシップ10階会議室（静岡市駿河区東静岡2-3-1）
（３）対　象
　　　国内の日本語学校に通っている留学生、教職員
（４）参加大学（８大学）
　　　静岡大学、静岡県立大学、静岡英和学院大学、静岡産業大学、静岡理工科大学、東海大学、日本大学国際関係学部、浜松学
院大学（資料のみ）

２　お問合せ
　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
　担　当 増田　
　電　話 054-249-1818　※当日の連絡先 090-4217-7096
　〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階

　※取材を希望される場合、前日までに担当者（増田：054-249-1818）まで御連絡ください。



提 供 日 2023/07/05

タイトル 【企業×障害者芸術】まちじゅうアートロビー展が開
催されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

【企業×障害者芸術】
まちじゅうアートロビー展が開催されます！！

１　要旨
　県が推進する「まちじゅうアート」の作品を集めた「まちじゅうアートロビー展」が三井住友信託銀行株式会社静岡支店で開催されます！
どなたでもご覧いただけます。

２　概要
　(1)日時　令和５年７月３日（月）～８月２日（水）

　(2)場所　三井住友信託銀行株式会社　静岡支店（静岡市葵区紺屋町3-10）
　
　(3)内容

　同行の全面協力により、同行員が選んだ県内の障害のある人による芸術作品が、行員の「推しコメント」とともに展示されます。今
回は、前回開催した1Fロビーに加え、2Fまで展示スペースを拡大し、なんと18点もの独創的でユニークな作品で店内を彩ります。展覧
会と化し一風変わった店内にぜひご注目ください。

　(4)まちじゅうアートについて
　障害のある人の芸術作品を有償で貸し出し、レンタル料の30％を作者に還元する県の取組です。障害のある人の芸術作品の魅力や素
晴らしさを広く社会に伝え、ファンとなる企業や個人を作家と繋ぎ、芸術による社会参加の機会を創出します。また、企業における
ウェルビーイング経営やCSRの実現補助としても活用されています。

　(5)問い合わせ先
　　ア　事業について

特定非営利活動法人アートコネクトしずおか
TEL：054-204-0320（担当：遠藤）

イ　展示取材について
三井住友信託銀行静岡支店
TEL：054-253-6132（担当：法人営業第１課　山口）

（前回の様子）

　 　 　

　



提 供 日 2023/07/05

タイトル （取材依頼）アメリカアーティスティック代表チーム
による世界水泳選手権福岡大会事前合宿

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当

TEL 054-221-3191

７月14日（金）に開幕する「世界水泳選手権2023福岡大会」に出場するアメリカ合衆国アーティスティックスイミング代表
チームが、静岡県立水泳場（静岡市葵区西ヶ谷）で事前合宿を行います。
練習初日の７月７日（金）に歓迎式を開催します。
なお、本合宿はスポーツコミッションShizuokaの誘致活動を通じて実現しました。

１　事前合宿の概要
チ ー ム アメリカ合衆国アーティスティックスイミング代表チーム

練習期間
7/7（金）　練習　9：00～12：00　　15：00～18：00
7/8（土）　練習　9：00～12：00　　15：00～18：00
7/9（日）　練習　8：00～11：00

練習施設 静岡県立水泳場（静岡市葵区西ヶ谷357-2）　飛込プール
参加人数 選手・スタッフ　19名

２　歓迎式
日　　時 令和５年７月７日（金）8：45～9：00
会　　場 静岡県立水泳場内

次　　第
・あいさつ（静岡県、静岡市）
・記念品贈呈（静岡市）
・写真撮影

出 席 者
・代表チーム 19名（予定）
・県スポーツ・文化観光部参事（スポーツコミッション担当）高倉健二
・静岡市観光交流文化局長　望月哲也

３　取材
　　歓迎式につきまして、取材が可能です。取材時は、報道機関名のわかる腕章などを着用してください。　（当日御連絡先：スポーツ局公用

携帯 080-1580-8162）

（参考）世界水泳選手権概要
名　　称 世界水泳選手権2023福岡大会
主　　催 世界水泳連盟

開催期間 令和５年７月14日（金）～７月３０日（日）　17日間
参加人数 200か国・地域から約2,400人
来場見込 約40～50万人

種　　目
６種目（競泳、飛込、ハイダイビング、水球、アーティスティックスイミング、

オープンウォータースイミング）



提 供 日 2023/07/05

タイトル 森の魅力を伝える案内人になろう！森林環境教育指導
者養成講座の受講生を募集中！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

森の魅力を伝える案内人になろう！
森林環境教育指導者養成講座の受講生を募集中！

　
県では、森林環境教育指導者を目指す方を対象にした「森林環境教育指導者養成講座」の受講生を募集しています。
全10回の養成コースでは、「身近な森林」を教材に、指導者として必要な知識や技術を経験豊富な講師陣から学ぶことができます。受講生がプログラムを
企画し、小学生に向けて実践する場も設けられています。

１　開催概要
養成コース（全10回）

開催日 内容 会場
１ ８月５日（土） 環境教育の進め方 静岡県産業経済会館（静岡市葵区追手町）

２ ８月20日（日） 森林基礎知識講座 静岡県立県民の森（静岡市葵区岩崎）
３ ８月26日（土） 伝わる技術 静岡県立大学（静岡市駿河区谷田）
４ ９月９日（土） 教材としての「森林」体験 静岡市高山市民の森（静岡市葵区水見色）

５ ９月24日（日） 森林環境教育プログラム実践 静岡県立吉田公園（榛原群吉田町川尻）

６ 10月１日（日） 安全管理、プログラムデザイン 静岡県総合研修所もくせい会館
（静岡市葵区鷹匠）

７ 10月28日（土）
８ 11月18日（土）
９ 11月25日（土）

森林環境教育プログラムの企画・実
践（小学生を対象に） 静岡市高山市民の森（静岡市葵区水見色）

10 12月10日（日） 講座の振り返り・閉講式 静岡県産業経済会館（静岡市葵区追手町）

２　対象　

    ・県内在住又は在勤、活動見込みの18歳以上の方
　　・野外活動などフィールドワークのできる方
　　・講座に８割以上出席可能な方
　　・受講後、実際に指導者として活動できる方　　

３　申込方法　チラシ掲載のＱＲコード又は、静岡県ホームページからお申込みください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/kankyokyoiku/1002602/1017537 .html

４　申込期限　令和５年７月16日（日）（定員20人を超えた場合は抽選）

５　問合せ先　ＮＰＯ法人ホールアース自然学校　電話：0544－66－0152

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/kankyokyoiku/1002602/1017537.html


提 供 日 2023/07/05

タイトル 霊感商法などの悪質商法被害防止セミナー参加者募集

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

霊感商法などの悪質商法被害防止セミナーの参加者を募集します
～悪質商法被害に遭わないための消費者力を身に付けましょう～

１　概　　要
　霊感商法などの悪質商法に騙されないよう、また被害に遭った場合の対応などについて、この問題に長年取り組まれているリン
ク総合法律事務所所長の紀藤正樹弁護士を始めとした専門家を講師に迎え、県内東部・中部・西部の３か所において、悪質商法被
害防止セミナーを開催します。
　また、会場開催に加え、Zoomを使ったライブ配信も行います。

２　講座内容

回次 内容

第１回
（東部地域）

　日時：令和５年８月29日（火）午後２時00分～午後３時40分
　場所：プラサヴェルデ　コンベンションぬまづ　301・302会議室
　講師：立正大学心理学部　教授　西田公昭氏（会場にて講演）
　内容：消費者心理（霊感商法とマインドコントロール）

第２回
（西部地域）

　日時：令和５年９月３日（日）午後２時00分～午後３時40分
　場所：アクトシティ浜松　研修交流センター　62研修交流室
　講師：法政大学大学院政策創造研究科准教授
　　　　公益財団法人消費者教育支援センター理事　首席主任研究員
　　　　柿野成美氏（会場にて講演）
　内容：消費者教育（悪質商法被害に遭わない消費者力の育成）

第３回
（中部地域）

　日時：令和５年９月11日（月）午後２時00分～午後３時40分
　場所：パルシェ７階　第１・２・３会議室
　講師：リンク総合法律事務所　所長　紀藤正樹氏
　　　　（オンラインでの講演）
　内容：被害者救済（霊感商法などの悪質商法の手口と救済事例）

３　対 象 者　静岡県民

４　定　　員　会場：各回100名（先着順）
　　　　　　　オンライン配信：各回100名（先着順）

５　費　　用　無料

６　申込方法　チラシ裏面の申込書に必要事項を記載しFAX送信
　　　　　　　又は以下の申込フォームから必要事項を入力
　　　　　　　　　https://forms.gle/qYK1iEQVXSZp7QB98

　　　　　　　　

７　申込期限　各開催日１週間前まで

８　主　　催　静岡県くらし・環境部県民生活局県民生活課
　　・問合先　　　　電　話　054-221-2175
                    E-mail　shohi@pref.shizuoka.lg.jp

https://forms.gle/qYK1iEQVXSZp7QB98
mailto:shohi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/05

タイトル 【中止】Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しま
す

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

延期となっていたJアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

※本日の試験は、全国的に中止となります。（７月12日11時変更）

１　要旨
　　 全国的 に 延期 となっていた 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国一斉情報伝達試験 を ７ 月12 日 （ 水 ） に 行 います 。
　

    本試験は、有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするためのものです。
　　県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、市町はJアラートで受信した試験情報を防災行政無線等で住民へ情報伝
達する試験を実施します。

２　実施日時　
　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ） 午前11 時00 分　※中止

　　　　 令和 ５ 年 ６ 月 ７ 日 （ 水 ） 午前11 時00 分

３　試験内容（※延期前と変更なし。）
　(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
　(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
　　 　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又はそのほかの無線

(屋外スピーカー、戸別受信機等) 県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム（屋内受信機） 熱海市、伊東市
ケーブルテレビ網を活用した情報伝達システム（屋内受信

機） 伊東市

登録制メール配信
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場
市、袋井市、下田市、湖西市、伊豆の国市、東伊豆町、
南伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、小山町、吉田町

SNS（LINE)
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、湖西
市、伊豆の国市、東伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、
吉田町

SNS（Facebook、Twitter） 伊東市、湖西市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市

防災アプリの活用 藤枝市、清水町

館内放送 三島市、伊豆の国市、牧之原市、南伊豆町、函南町
ホームページ 伊東市、掛川市、藤枝市、下田市、湖西市、南伊豆町

～防災行政無線の放送内容例～

 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回 ＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」

　※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2023/07/05

タイトル 令和５年度第６回公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2036

７月に発行する公募公債の発行条件を決定しました。
７月19日（水）に10年債100億円を発行します。
なお、本日、本債に対し、格付投資情報センター（R＆I）からＡＡ＋、ムーディーズからＡ1の個別債格付けが付与される予定で
す。

１．発行条件

区　分 発行条件

 表面利率、応募者利回り  0.605%

 発行価格  100円につき100円

２．発行債券の募集概要

区　分 概　要

 銘柄名  静岡県令和５年度第６回公募公債

 償還方法  10年満期一括（償還日 令和15年６月20日）

 利払日  毎年６月20日及び12月20日に支払

 募集期間 ※1  令和５年７月５日（水）から７月12日（水）まで

 募集単位  額面１万円から１万円単位

 募集取扱い機関 ※2  別途指定する金融機関（下記参照）

※1　募集期限は、７月12日（水）となっているが、売り切れの場合もある。
※2　募集に係る問い合わせは、下記募集取扱い機関にて受け付けている。

●募集取扱い機関一覧
銀　行 証券会社

静岡銀行 野村證券
スルガ銀行 ＳＭＢＣ日興証券
清水銀行 大和証券
みずほ銀行 みずほ証券
三井住友銀行 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

ＳＢＩ証券
岡三証券
東海東京証券
ゴールドマン・サックス証券
バークレイズ証券
ＢＮＰパリバ証券
ＢｏｆＡ証券
しんきん証券
丸三証券



提 供 日 2023/07/05

タイトル 収支均衡に向けた取組

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 中期試算担当

TEL 054-221-2035

・令和４年度からスタートした、本県の総合計画「静岡県の新ビジョン 後期アクションプラン」
では、将来にわたって安心な財政運営を堅持するため、令和７年度までに財政調整用の
基金を除いたその年度の歳入によってその年度の歳出を補う、収支が均衡した財政
運営を目標としている。

・令和４年度の決算等を踏まえ、今後の財政の見通しを試算した。

１　試算の考え方

　　令和４年度当初予算編成時に公表した「今後の財政運営方針」における試算の前提を基本として、令和４年度決算及び令和

５年度６月補正予算を反映した。

２　試算結果

歳入面では、一般財源総額が原則として据え置かれる一方で、歳出面では、社会保障関係費や金利上昇に伴う公債費の増

加、県有施設の電気料等の高止まりなどにより、現状のままでは、令和７年度の収支均衡の達成は難しい。

　＜財政調整用の基金による補填額（年間ベース）＞　　　　　   　（単位：億円）

推　計
区　分 R4決算

R5現計 R6 R7

収支均衡
（財源不足額） △32 △468 △273

△
91

   　※ 当初予算編成後の財源不足額に、効率的な予算執行等を加味した金額である。

３　今後の対応

・給与改定に伴う人件費の増や国が検討している「異次元の少子化対策」等については、本試算に未反映のため、今後歳出の大

幅な増加が懸念される。

・試算の前提としている「歳入・歳出の見直し」だけでは、収支均衡の達成が困難なため、令和６年度当初予算編成に先立ち、

全庁的に歳出のスリム化や歳入の確保に取り組むことで、令和７年度の収支均衡の達成を目指す。

試算結果

　 



新ビジョンの目標値の推移



 ※ R4年度の実質公債費比率と将来負担比率は、最終予算ベースの推計値



提 供 日 2023/07/05

タイトル 令和５年度関係人口創出・拡大モデル事業がスタート
します

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3201

県外の学生をターゲットにした
「関係人口創出・拡大のモデル創出業務」がスタートします

（実施５団体が決定）

　静岡県総合政策課では、人口減少社会でも持続可能な社会を目指して「関係人口の創出・拡大」に取り組んでいます。
　移住の裾野の拡大につなげる観点から県外の学生と本県の継続的な関係づくりを図るモデルの創出を目指し、４月下旬に実施団
体を公募した「関係人口創出・拡大のモデル創出業務」について、県内外の16団体から応募があり、審査委員会での審査を経て選
定した下記５団体が各テーマで業務に取り組みます。

１　実施団体及び概要
（１）特定非営利活動法人クロスメディアしまだ
実施

テーマ 　地域と県外大学生等の“交換”から創出される関係人口プロジェクト

連携団
体 　抜里エコポリス

概要
　美術大学生等の創造的人材を対象とした「地域課題×表現フィールドワーク」及び、美術大学生等に加え広く地域に関
心を持つ大学生等を対象とした「地域と関係人口の交換プログラム～ショート・インターンシップ・プログラム」を実施
する。

（２）富士コミュニティエフエム放送株式会社
実施

テーマ 　帰りたくなる若者のコミュニティづくり、働きたくなる仕事づくり

連携団
体 　（株）JOINX、（株）Asian Bridge

概要

　大学のない街に生まれたばかりの「コミュニケーションサークル DOKYO RADIO」と「ビジネスサークル Dear」を地域
型大学生サークルと位置づけ、関係人口の拡大拠点として定着させる。また、サークル活動の一環としてビジネス創造力
カレッジを運営し、「若者が働きたくなる仕事づくりワークショップ」から生まれたビジネスアイデアを地域事業所に提
案する。

（３）一般社団法人トリナス
実施

テーマ 商店街を拠点とした小商い創出による大学生の関係人口創出モデル構築事業

連携団
体

（一社）おやまちプロジェクト（東京都）、（一社）大丸有環境共生型まちづくり推進協会（東京都）、（株）しびっく
ぱわー（茨城県）

概要
　焼津駅前通り商店街を拠点とし、首都圏の連携団体の協力を得て学生向けの小商い創出塾（仮）を実施する。県外学生
が小商いを創出することで、継続的、持続的な関係性を構築することが可能となり、また、地元の大学生も参画すること
で学生間の交流も促し、商店街全体で学生活動の活性化を図る。

（４）特定非営利活動法人ESUNE
実施

テーマ ふじのくにの里山で、まなぶ、あそぶ、つくるプロジェクト

連携団
体 （一社）オクシズベース、倉真まちづくり協議会

概要
　静岡市・掛川市の２地域において、中山間地域の子どもの課外活動をめぐる地域課題解決を目的として、関係人口（県
外学生）の力が発揮される新たな学びや遊びをつくるプログラムを開発し、「地域の子どもたち」を中心に、地域と関係
人口の関りが深化するモデルを創出する。

（５）株式会社machimori
実施

テーマ
大学生を対象としたプロジェクト・ベースド・ラーニング型プログラムによる関係人口創出・拡大モデル事業

連携団
体 （一社）あじろ家守舎、（合）ナレッジ・ストック

概要

　社会課題に関心の高い熱海市外に居住、就学する大学生を対象として、地域づくり団体と共に地域や団体の課題解決に
取り組む長期実践型の研修プログラムを実施する。関係人口となる大学生及び、受入先となる地域づくり団体双方に伴走
することで、関係人口の拡大とともに、地域の課題解決を実現し、受入団体に課題解決の価値を提供することで、将来的
には地域の企業や団体からの研修費用により自走可能なモデルづくりを行う。

＜イメージ図＞

２　今後の予定
（１）令和５年10月　中間評価



（２）令和６年３月　最終評価



提 供 日 2023/07/06

タイトル バルセロナオリンピック女子競泳金メダリストの岩崎
恭子氏が学校を訪問

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　榎本

TEL 054-221-3174

    一流アスリートとの交流をとおして、児童・生徒の体力向上へとつなげる
　 【静岡県オリンピック・パラリンピックレガシー教育推進事業】
～バルセロナオリンピック競泳金メダリストの 岩崎恭子 氏が学校を訪問します～

１　概　　要
　　静岡県教育委員会では、昨年度より東京2020オリンピック・パラリンピック競
　技大会の無形のレガシーとして、子供たちが運動やスポーツの大切さを体験でき
　る取組を継続し、心身の健やかな成長につなげるための「オリンピック・パラリ
　ンピックレガシー教育推進事業」を実施しています。
　　この事業では、オリンピアン、パラリンピアン、プロスポーツ選手等の一流ア
　スリートを静岡県教育委員会指定の「オリンピック・パラリンピックレガシー教
　育推進校」に派遣し、様々な取組をとおして、スポーツへの興味関心を高め、進
　んでスポーツ・運動に親しむ態度を育むとともに、児童、生徒の体力向上へとつ
　なげていきます。

２　日　　時
　　令和５年７月12日（水）　午前９時15分から午後０時５分まで

３　場　　所
　　三島市立佐野小学校（三島市佐野238番地）

４　対　　象
　　５，６年児童　59名

５　訪問者
　　岩崎 恭子 氏【静岡県出身】
　　経歴：バルセロナオリンピック競泳200m平泳ぎ金メダリスト

６　実施内容
　(1)  9:15～10:00  講演会「テーマ：夢の実現」
　(2) 10:25～12:05  実技指導「自由形、平泳ぎのポイント」

７　そ の 他
　(1) 推進校への取材を希望する場合は、当日午前９時00分までに健康体育課学
　　  校体育班(054-221-3174)に御連絡ください。
　(2) 静岡県教育委員会では、県内の公立小中学校（政令市を除く）85校を「オ
　　  リンピック・パラリンピックレガシー教育推進校」として指定しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/06

タイトル 第１回移動教育委員会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県教育委員が御前崎市立浜岡中学校を訪問
～令和５年度第１回移動教育委員会を開催します～

　県教育委員会では、教育課題について教育現場の関係者と直接意見交換等を行い、施策推進の参考とするため、学校等を訪問す
る移動教育委員会を実施しています。
　今年度第１回の移動教育委員会は、子供たちを社会総がかりで育成する「スクラム御前崎」を具現化するため、社会に開かれた
学校づくりを推進している御前崎市立浜岡中学校において開催します。

（概　要）
１　日　時
　　令和５年７月13日（木）午前10時から12時まで

２　訪問先　 
　　御前崎市立浜岡中学校（御前崎市池新田3923-1）
　　
３　内　容　
　　10:00～10:30　学校長挨拶、学校概要説明
　　10:30～11:30　施設及び授業見学
　　11:30～12:00　意見交換
　　　　　　　　　テーマ：スクラム御前崎の推進

　※「スクラム御前崎」について
　　　御前崎市では、園、小中学校、高校の縦の連携と、家庭・地域・産業界・行
　　政の横の連携により子供たちを社会総がかりで育成することを重視し、「御前
　　崎の人づくり」を「スクラム御前崎」と名付け様々な取組を展開しています。

４　出席者
　　県教育委員会教育長及び教育委員、御前崎市教育委員会教育長、
　　御前崎市立浜岡中学校校長及び教頭　ほか
　　
５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、７月12日（水）17時までに教育政策課へ御連絡くださ
　い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/06

タイトル 昨年の台風15号で清水港の復旧活動に尽力いただいた
２団体に感謝を伝えます！

担　　当 交通基盤部 清水港管理局企画整備課

連 絡 先 企画班　野毛

TEL 054-353-2203

　昨年の台風15号で清水港の復旧活動に
尽力いただいた２団体に感謝を伝えます！

～国民の祝日「海の日」記念事業　Ｐａｒｔ１～

清⽔港管理局を含む複数の団体で組織する「海の⽇清⽔港実⾏委員会」は、７⽉の海の⽇⽉間に合わせ、港を⽀える方たちに対して感謝を伝えてきました。
今年は、昨年9⽉の台⾵15号で清⽔港の復旧活動に御尽⼒いただいたことに感謝を伝えるため、一般社団法⼈清⽔建設業協会及びNPO法⼈夢⽣の会の皆様に
対して、清⽔港管理局⻑から感謝状を贈ります。

１ 一般社団法人清水建設業協会 
 （１）⽇ 時 令和５年７⽉11⽇（⽕） 午前10時00分から午前10時30分
 （２）会 場 清⽔区庵原町149-6 （清⽔建設業協会内）

２ NPO法人夢生の会 
 （１）⽇ 時 令和５年７⽉11⽇（⽕) 午前11時30分から午前12時00分
 （２）会 場 清⽔区梅⽥町11-18 （公南建設株式会社内）

３ 備 考 
 （１）授与品
   ・感謝状（海の⽇清⽔港実⾏委員会委員⻑、清⽔港管理局⻑、中部運輸局静岡運輸⽀局次⻑、清⽔海上保安部⻑、名古屋税関清⽔税関⽀署⻑、中部地
方整備局清⽔港湾事務所⻑、静岡市海洋⽂化都市推進部⻑ 連名）
   ・記念の盾︓七宝焼
   ・記念品 ︓海の⽇記念タオル（海の⽇清⽔港実⾏委員会提供）

 （２）取材の申込み
    令和５年７⽉10⽇（⽉）午後４時までに担当宛に御連絡ください。
    メール   shimizukokikaku@pref.shizuoka.lg.jp

 （３）●一般社団法人清水建設業協会（会⻑︓松浦真明（鈴与建設株式会社常務取締役））は、静岡市清⽔区内の建設業社47社が参画する業界団体であ
り、地域の清掃活動や建設業の担い手育成を推進するとともに、
   静岡県や静岡市と災害時における応援協定を締結しています。

   昨年９⽉の⼤⾬災害では、いち早く災害対策本部を設置し、⼭崩れや河川堤防の決壊等応急対応の手配や調整を⾏うとともに、清⽔港においても河
川から流⼊した流⽊や漂流物の除去を速やかに⾏ったことで、
  給⽔艦の迅速な⼊港や荷役活動の事業継続が可能となりました。

　 　　　　 ●NPO法人夢生の会（理事⻑︓南典枝(公南建設株式会社代表取締役)）は、清⽔港周辺の環境美化活動を⾏うボランティア団体であり、⽇の出マ
リンパークにおいて定期的な清掃、緑地管理等を⾏っています。

    昨年９⽉の⼤⾬災害では、⾃主的にマリンパーク⽔際に漂着した流⽊やゴミの除去活動に従事し、緑地に来訪する⼈々に安全確保と賑わいの回復に
寄与しました。

 （４）関連事業 
　  清⽔港に寄港する船舶に対して、寄港の感謝と労いを伝える動画を配信予定。

mailto:shimizukokikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/06

タイトル 地域企業の研究開発や事業化のための補助金の募集を
開始しました！（２次募集）

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-3622

地域企業の研究開発や事業化のための補助金の募集を開始しました！（２次募集）

　県では、将来にわたって本県経済を牽引していくリーディング産業を育成するため、企業の研究開発 ・ 事業化の取組を支援しています。
　このたび、補助金の２次募集の公募を開始しましたので、積極的な御利用をお願いします。

１　事業内容
補助

メニュー
補助対象 補助

上限額
補助率 募集期間

食品等における機能性食品等の製
品化に向けた試作品開発・機能性
評価試験の取組

  200万円
（単年
　・２年）

1/2
6/26(月)～
　　7/14(金)

フーズ・ 

ヘルスケア 新たなヘルスケアサービスや製品
の事業化を想定したビジネスプラ
ンについての事業化可能性調査・
事業化実証の取組

  200万
(可能性　 
   調査）
  500万
（実証）

1/2 6/26(月)～
　　7/14(金)

新成長産
業戦略的
育成事業

成長分野等の産業応用の可能性を
有する新技術・新製品等の実用化
を目的とした研究開発や事業化等
の取組

  2年合計
2,250万円
(事業化
　一般型）
 3,000万円
(ＰＪ間連携
型)ほか

研究開発
2/3、

事業化・
試作品開発

1/2

6/27(火)～
　7/20(木)正午

１:医薬品・医療機器産業に資す
るデジタル化や遠隔・非接触技術
等の新規研究開発及び事業化の取
組

2,000万円
ほか 2/3

6/27(火)～
　7/20(木)正午

医薬品・
医療機器

２:介護機器・福祉用具等の製品
開発の取組

300万円(特
別枠400万

円)

1/2
(特別枠2/3)

7月下旬頃～
　　8月中旬※

先端企業
育成プロ
ジェクト

国立研究開発法人産業技術総合研
究所(産総研)と共同研究契約を結
んで行う研究開発の取組

3年合計
9,000万円

ほか

中小企業
2/3

中堅企業
1/2

7/10(月)～
　8/4(金)

１:マリンバイオテクノロジーを
活用した「食品」「水産」「創
薬」「その他」の分野の産業振興
の基盤となる工学系・情報系の技
術開発

2年合計
2,000万円

2/3 6/29(木)～
7/31(月)17時

MaOI
プロジェク
ト

２:海洋先端技術を活用した新た
な事業化を目指す取組のうち、
「製品、システム、ソフトウェア
等の試作品開発および検証による
事業化可能性検討」に該当する事
業

200万円 2/3 6/30(金)～
　7/28(金)

ＡＯＩ
プロジェク
ト

農業関連分野でのSDGsへの貢献に
向け、科学技術を活用した環境負
荷軽減と生産性・収益性の向上を
両立する事業化をオープンイノ
ベーションで行う取組

3年合計
3,000万円

1/2 6/9(金)～　
　7/10(月)

※　日程が決定次第別途お知らせします。

２　問い合わせ先

補助メニュー 問い合わせ先 電話番号・メールアドレス

フーズ・
  ヘルスケア

(公財)静岡県産業振興財団
フーズ・ヘルスケア
オープンイノベーションセンター

054-254-4513
newfoods@ric-shizuoka.or.jp

新成長産業戦略的
育成事業 (公財)静岡県産業振興財団 054-254-4512

sangyou@ric-shizuoka.or.jp

1:(公財)静岡県産業振興財団 054-254-4512
sangyou@ric-shizuoka.or.jp医薬品・

 医療機器 2:(公財)ふじのくに医療城下町
   推進機構

055-980-6333
jigyo@fuji-pvc.jp

先端企業育成
 プロジェクト

静岡県新産業集積課 054-221-3622
trc@pref.shizuoka.lg.jp

1：静岡県
   産業イノベーション推進課

054-221-2609
sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jpMaOI

 プロジェクト 2：(一財)マリンオープン
    イノベーション機構

054-340-1800
info@maoi-i.jp

ＡＯＩ
　プロジェクト

静岡県農業戦略課先端農業推進室 055-955-9111
aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp

　

mailto:newfoods@ric-shizuoka.or.jp
mailto:sangyou@ric-shizuoka.or.jp
mailto:sangyou@ric-shizuoka.or.jp
mailto:jigyo@fuji-pvc.jp
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:info@maoi-i.jp
mailto:aoi-parc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/06

タイトル Ｊリーグサッカー試合会場における薬物乱用防止啓発
活動の実施

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

Ｊリーグサッカー試合会場において
薬物乱用防止啓発活動を実施します

１　要旨
　薬物乱用問題は、全世界的な広がりを見せ、最も深刻な社会問題の一つとなっています。「ダメ。ゼッタイ。」普及運動は、薬
物乱用防止活動において、官民一体となり、国民一人一人の薬物乱用問題に関する認識を高めるとともに、国連総会決議による
「６．２６国際麻薬乱用撲滅デー」の周知を図ることにより、薬物乱用防止に資することを目的に、毎年６月20日から７月19日ま
での１ヶ月間に実施されています。
　特に、近年は次代を担う若者を中心に大麻事犯の検挙者数が急増しています。令和２年以降、本県においては、毎年100人を超
える若者が検挙されるなど、極めて憂慮すべき深刻な状況にあります。
　このような状況を踏まえ、県では、本運動の一環として、藤枝ＭＹＦＣ様に御協力いただき、以下のとおりＪリーグサッカー試
合会場において啓発活動を実施し、薬物乱用防止を呼び掛けます。

２　概要
日時 令和５年７月９日（日）午後３時30分から午後５時まで

（配布物がなくなり次第終了）
実施場所 藤枝総合運動公園サッカー場（藤枝市原100）

北ゲート、南ゲート
実施内容 ・来場者への啓発資材（ポケットティッシュ）の配布

・のぼり旗の掲出
・「ダメ。ゼッタイ。」君（着ぐるみ）による啓発活動

参加者 ・静岡県薬物乱用防止指導員
※
　　　　

・県中部保健所職員　　　　　　　　　
・県健康福祉部生活衛生局薬事課職員　計８名

※静岡県薬物乱用防止指導員
　薬物乱用防止を目的とした啓発活動、相談、指導等を行うため、社会的に指導者の立場にある保護司、薬剤師、ライオンズクラ
ブ会員を中心に静岡県知事が委嘱している方（県内で320人）

３　取材、撮影等
　当日、取材いただける場合は、令和５年７月７日（金）午後３時までに以下の担当へ御連絡ください。
　担当：藤枝ＭＹＦＣ　広報担当　伊藤



提 供 日 2023/07/06

タイトル 食品検査情報（第２報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（５月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 であるものが 確

 認 された 場合 は 、 行政処分等 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年５月中に535検体について検査を実施したところ、 行政処分 を 行 った 事例 はありませんでした 。

検査項目 対象食品
５月

検体数
５月

行政処分数

アイスクリーム、清涼飲料水等 112 0
添加物、微生物等
規格基準等検査

輸入冷凍食品、輸入レトルト食品等 74 0

アイスクリーム、清涼飲料水等 56 0

添加物等表示検査

輸入冷凍食品、輸入レトルト食品等 35 0

残留農薬 県内農産物（茶） 15 0

動物用医薬品 県内産はちみつ 8 0

県内農畜水産物（山菜） 1 0

放射性物質

　県内流通食品（米飯類、めかぶ、牛乳等） 13 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

生食用鮮魚介類、そうざい 173 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

そうざい 48 0

合計 535 0

　　　　　　



提 供 日 2023/07/06

タイトル インフルエンザの流行が終息しました

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

～インフルエンザの流行が終息しました～
　
　2023年第26週（6/26～7/2）の感染症発生動向調査で、静岡県内のインフルエンザの定点当たり報告数が ０. ５４ 人に減少し、 ２
 週続 けて 、 流行期 の 目安 とされている １ 未満 となり 、 県内 の 流行 が 終息 したと 見 られます 。
　今シーズンのインフルエンザの流行は終息しましたが、RSウイルス感染症、ヘルパンギーナ等、小児を中心に流行が拡大してい
る感染症がありますので、引き続き、手洗いの励行、人が集まる室内の換気、体調不良時の咳エチケット等、一般的な感染症対策
に努めていただくようお願いします。
　なお、県内で６月まで流行期が続いたことは、記録が残る2006年以降、初めてです（過去に最も遅くまで、定点当たり１を超え
ていたのは、2013年第21週(5/20～5/26））。また、定点当たり報告数１を超え流行期に入ったものの、注意報レベル（定点当た
り患者数10）とならなかったのは初めてで、 大 きくない 流行 が 長 く 続 くシーズンとなりました。
　

１.１３　　 ⇒ 　　０.７９　　 ⇒　　  ０. ５４
（第24週：6/12～6/18） （第25週：6/19～6/25） （第26週：6/26～7/2）

　
＜参考＞　

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者
数です。
流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。
今シーズン、初めて定点当たり１を超えて流行入りしたのは、2022年第51週（12/19～12/25）です。
10歳未満の感染者が約54％、20歳未満の感染者が約80%を占めており、若年層を中心とした流行となりました。

　

＜引き続き、一般的な感染症対策に努めていただきますようお願いします＞

人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
体調が悪い場合には、人混みや会話時のマスク着用や咳エチケット（ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い顔を他の人に
向けない）を励行しましょう
十分な栄養と睡眠をとり、健康管理につとめましょう





提 供 日 2023/07/06

タイトル 聞こえのサポート講座を開催します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

聞こえのサポート講座を開催します！

　聞こえない・聞こえにくくて困っていませんか？
　
　静岡県では、聞こえない、聞こえにくくて困っている中途失聴・難聴の方の社会活動をサポートするための講座を開催します。
　各回の講座では、聴覚に障害のある当事者や支援者の方が講師を務めます。学校や職場で仲間との会話に入りにくいなど、聞こ
えに不自由を感じている方の参加をお待ちしています。

１　日程（全６回）
　　令和５年８月５日（土）、８月19日（土）、９月９日（土）、
    ９月16日（土）、10月７日（土）、10月14日（土）　13：30～16：00

２　受講対象者
　　聞こえに困っている方、聞こえに関心のある方

３　受講費　
　　無料

４　会場
　　(1) 自宅（オンライン）
　　(2) 三島市社会福祉会館　　（定員20名）

５　内容
　　８月５日　開講式、聞こえないこと、聞こえにくいこと、体験発表
　　
　　８月19日　講演「聞こえないことと向き合う」、体験発表
　　
　　９月９日　聞こえに不自由な方への福祉的支援、体験発表
　　
　　９月16日　支援者の立場からのお話し、体験発表
　　
　　10月７日　講演「あなたの最適な補聴器選び」、体験発表
　
　　10月14日　補聴援助システムについて、体験発表

６　申込み方法
　　住所・氏名・電話番号/FAX番号・メールアドレスを記入の上、ファクシミリ又
　はE-mailのいずれかの方法によりお申込ください。
　　申込み締切　７月23日（日）

７　申込み・問合せ先
　　特定非営利活動法人静岡県中途失聴・難聴者協会
　　E-mail　seinanky@peach.ocn.ne.jp/FAX番号0545-85-0585

mailto:seinanky@peach.ocn.ne.jp


提 供 日 2023/07/06

タイトル 県庁西館で「ふじのくに福産品サマーフェア」を開催
します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

県庁西館で「ふじのくに福産品サマーフェア」を開催します！

　県では、障害福祉事業所を支援し、働く障害のある人の工賃（※１）向上を図るため、「ふじのくに福産品（※２）サマーフェ
ア」を開催します。
　２日間で計31事業所・団体等が出展し、食品や雑貨等の多彩なふじのくに福産品を販売します。一般の方も来場・購入できま
す。ぜひ、お越しください。

※１　県内就労継続支援Ｂ型事業所の令和３年度平均工賃は、16,468円とコロナ禍以前の
　　水準近くまで回復しましたが、本県目標工賃月額（令和５年度までに２万円）には
　　まだ到達しておりません。

※２　「ふじのくに福産品」とは、静岡県内の障害福祉事業所で働く障害のある人が作る
　　製品の愛称。作る人も買う人もともに「しあわせ」になるようにとの思いが込められ
　　ています。

【概要】
１　開催日時　令和５年７月13日（木）・14日（金）午前11時から午後３時まで
　　　　　　（知事視察予定時間）７月13日（木）午後０時45分から午後１時まで

２　会　　場　県庁西館４階第１会議室Ａ・Ｂ・Ｃ

３　内　　容
　(1) 展示販売する主なふじのくに福産品
区分 ふじのくに福産品 販売事業所

あしくぼパン・焼き菓子 喫茶ぴあ～（庁舎内喫茶）
クッキー・ラスク 社会就労センター協議会（静岡市）
お茶漬け・プロテイン ポトラッチ（御前崎市）
アイスコーヒー・カフェラテ キャンバス（静岡市）

食品

甘食・カップケーキ 牧之原市第２こづつみ作業所（牧之原市）
地元産みかんジュース ＫｕＲｕＭｉＸ（浜松市）
アイスクリーム・ヨーグルト いぶき（袋井市）
レタスたっぷりバーガー ステップ・ワン（御殿場市）

農福

黒ニンニク・梅干し 安倍野工房（静岡市）
お香・バッグ 視覚サポートなごみ（静岡市）
ポーチ・サコッシュ ライフサポートいずみ（富士宮市）
マット等（手織製品） ウイン作業所（静岡市）

雑貨

マグネット・箸置き あしたか太陽の丘ワークスとおがさ（沼津市）

　(2) 近隣特別支援学校・特別支援学級の活動紹介コーナー
　　　近隣特別支援学校、特別支援学級の活動紹介。
　　　作業学習において製作される、作品の展示及び一部販売。

　
４　お問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害者政策課就労・施設班
　　（電話番号）054-221-3619



提 供 日 2023/07/06

タイトル 第７回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催しま
す。

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2803

第７回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催します。

１　日時：令和５年７月12日（水）午後５時15分～午後６時30分
２　場所：ホテルグランヒルズ静岡　５階センチュリールーム
　　　　　（静岡市駿河区南町18-１）
３　内容（予定）
（１）開会
（２）審議
　　ア　（仮称）医科大学院大学の設置に向けた基本構想（素案）
《以降非公開のため、傍聴・取材不可》
　　イ　研究分野に関する基本方針（案）
（３）閉会

４　傍聴
　・　 特定 の 法人 の 情報 を 取扱 う 可能性 があるため 、 ３  内容 のうち 、(2) 審議 の
　　　 「 イ  研究分野 に 関 する 基本方針 （ 案 ）」 以降 は 非公開 で 行 います 。
　　　 「 ア  （ 仮称 ） 医科大学院大学 の 設置 に 向 けた 基本構想 （ 素案 ）」 まで 取材
　　　 可能 です 。（冒頭30分程度）
　・午後５時５分から午後５時15分までに受付を済ませてください。
　・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、手洗い、手指消毒、検温等に御協力
　　をお願いします。
　　※発熱がある方は傍聴をお断りする場合があります。

５　委員一覧（敬称略・委員50音順・出欠は予定）
主　な　役 職 等 氏　名

静岡県立病院機構　理事長 田中 一成
【委員長】

慶應義塾大学　名誉教授／予防医療センター　特任教授
静岡社会健康医学大学院大学　副理事長（将来構想担当）

伊藤 裕

京都大学理事・副学長（プロボスト） 岩井 一宏
静岡社会健康医学大学院大学　理事（教育研究担当）兼副学長 浦野 哲盟 ※欠席
静岡県立大学　特別顧問 木苗 直秀 ※欠席
静岡県立病院機構　静岡県立総合病院　院長 小西 靖彦 ※欠席
一般社団法人静岡県医師会　副会長 齋藤 昌一 ※欠席
株式会社しずおかフィナンシャルグループ　代表取締役会長 中西 勝則 ※欠席
静岡社会健康医学大学院大学　理事長兼学長 宮地 良樹
浜松医科大学　理事（企画・評価担当）兼副学長 渡邉 裕司
一般社団法人静岡県訪問看護ステーション協議会　会長 渡邊 昌子



提 供 日 2023/07/06

タイトル 第９回静岡国際オペラコンクールプレイベントの申込
みを開始します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 静岡国際オペラコンクール実行委員事務局

TEL 053-457-6446

TEL 文化政策課 054-221-3109

〜オペラコンクールをより楽しむためのレクチャーコンサート〜
第９回静岡国際オペラコンクールプレイベントの申込みを開始します︕

（要旨）
　静岡国際オペラコンクール実行委員会は、10月28日(土)から開催する第９回静岡国際オペラコンクールをより楽しんでいただく
ため、プレイベントとしてレクチャーコンサートを開催します。
　本格的なオペラのアリア等を解説付きで御鑑賞いただけますので、初心者の方でも安心してお楽しみいただけます。
　世界で活躍している過去のコンクール入賞者を招いたスペシャルコンサートを入場無料でご観覧いただけるチャンスです。たく
さんのご応募をお待ちしています。

（イベント概要）
 １　開催日時　令和５年８月27日（日）　開場13:00、開演13:30
 ２　会　　場　静岡文化芸術大学　講堂（浜松市中区中央2-1-1）
 ３　入 場 料　無料（申込先着順）
 ４　出 演 者　吉田　珠代（ソプラノ/第６回コンクール第２位(最高位)
　　　　　　　 三浦環特別賞）
　　　　　　　 城　宏憲（テノール/第８回コンクール三浦環特別賞）
　　　　　　　 髙田　智宏（バリトン/第４回コンクール三浦環特別賞）
　　　　　　　 小埜寺　美樹（ピアノ）

（申込みについて）
 １　申込み期間　
　　 令和５年７月６日(木)から７月27日(木)まで（定員になり次第締切り）
 ２　申込み方法　
　　 静岡国際オペラコンクール公式ウェブサイト、往復ハガキ、FAXでお申込み
     ください。
 ３　申込み先及び問合せ先
　   〒430-8533　浜松市中区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内
     静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
　   ウェブサイト:https://www.suac.ac.jp/opera/
     TEL:053-457-6446　FAX:053-457-6447　担当　小長井、飯塚

（参考）
　静岡国際オペラコンクールは、国際音楽コンクール世界連盟に声楽分野で加盟してい
る日本で唯一のコンクールです。1996年から３年ごとに浜松で開催されており、本年は
アクトシティ浜松大ホールにて10月28日(土)から11月５日(日)までの日程で開催しま
す。

 　

https://www.suac.ac.jp/opera/


提 供 日 2023/07/06

タイトル 第41回津軽三味線世界大会を制した大塚晴也氏が知事
を表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

第41回津軽三味線世界大会を制した
大塚晴也氏が知事を表敬訪問

１　要旨

　今年５月に青森県弘前市で開催された第41回津軽三味線世界大会を制した大塚晴也氏（島田市在住）が知事を表敬し、大会での

活躍を報告するとともに、演奏を披露します。

２　概要

（1）日時　　　令和５年７月11日（火）　午後４時30分～５時00分

（2）場所　　　知事室（県庁東館５階）

（3）訪問者　　大塚　晴也（おおつか　はれるや）氏

（4）訪問者略歴

23歳、島田市在住。幼少の頃から祖母の元で三味線や琴に親しみ、小学２年の冬、津軽三味線に出会い愛知県津軽三味線教

室、雅會・中野貴康師匠に師事し、現在に至る。

小学６年時に第９回津軽三味線全国大会inKOBE小学生以下の部での優勝を皮切りに、津軽三味線の各種大会で優勝し、今回

念願の津軽三味線世界大会を制している。

（5）津軽三味線世界大会について

津軽三味線世界大会は、多くの奏者・愛好家により継承されてきた津軽三味線の音色を、発祥地である津軽に響かせる場と

して1982年に全国大会としてスタートした。

奏者の登竜門として位置づけられる同大会は、2014年の第33回大会から津軽三味線世界大会へと進化し、日本全国はもとよ

り、全世界の奏者がその腕を競い合う場となっている。



提 供 日 2023/07/06

タイトル 新設住宅着工統計令和５年５月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和５年５月の主な動向

＜総戸数＞
令和５年５月の新設住宅着工戸数は、1,672戸（対前年同月増減比5.4％増）。前年同月と比較して、持家・給与住宅で減少したが、貸家・

分譲住宅で増加したため、全体で増加となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 728 819 △11.1％

民間資金 628 720 △12.8％
公的資金 100 99 1.0％
うち機構融資 ※１ 14 17 △17.6％

貸家 563 480 17.3％
民間資金 461 436 5.7％
公的資金 102 44 131.8％

給与住宅 ※２ 7 10 △30.0％
分譲住宅 374 278 34.5％
うちマンション 102 0 －　

合計 1,672 1,587 5.4％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 552 491 12.4％
中部 549 554 △0.9％
西部 571 542 5.4％
合計 1,672 1,587 5.4％

＜直近６か月間の推移＞
12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

前年着工戸数 1,712 1,301 1,551 1,731 1,706 1,587
直近着工戸数 1,678 1,553 1,509 1,656 1,713 1,672
対前年同月増減比 △2.0％ 19.4％ △2.7％ △4.3％ 0.4％ 5.4％

＜資金別＞
　区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,436 1,405 2.2％
公的資金 236 182 29.7％
うち機構融資 40 28 42.9％

合計 1,672 1,587 5.4％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 1,156 1,067 8.3％
プレハブ工法 289 335 △13.7％
枠組壁工法 227 185 22.7％
合計 1,672 1,587 5.4％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 1,043 1,062 △1.8％
非木造 629 525 19.8％
合計 1,672 1,587 5.4％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 69,561 67,223 3.5％
　表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2023/07/06

タイトル 令和５年｢夏の交通安全県民運動｣を実施！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

　～　安全を　つなげて広げて　事故ゼロへ　～

令和５年「夏の交通安全県民運動」を実施します！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）では、市町や関係機関・団体と連携し「夏の交通安全県民運
動」を実施します。
運動期間中は、県内各地において、街頭指導、交通安全教育や広報啓発活動を行い、交通事故防止を図り

ます。

 １　運動の概要

運動の期間 ７月１１日（火）～２０日（木）までの１０日間
１　子どもと高齢者の交通事故防止
２　二輪車と電動キックボードの安全利用の促進
３　飲酒運転等危険運転の根絶

運動の重点

４　各市町交通安全対策協議会等が決定する事項
７月１１日（火） 運動初日広報街頭指導の日
７月１４日（金） 飲酒運転等危険運転根絶の日統一主要行事
７月１９日（水） 高齢者の交通事故防止強化の日

２　出発式の開催
　　県警察本部主催の令和５年「夏の交通安全県民運動出発式」が下
　記のとおり、実施されます。
（１）　日時
　　　　７月１１日（火）午前１０時から（概ね２０分間）
（２）　場所
　　　　静岡市葵区駿府城公園１－１　駿府城公園紅葉山庭園前広場
（３）　参加者（約７０人）
　　　　森副知事、警察本部長　ほか
（４）　内容
　　　ア　部隊巡閲
　　　イ　警察本部長挨拶
　　　ウ　森副知事挨拶
　　　エ　来賓紹介
　　　オ　部隊出発
（５）　その他
　　　ア　雨天の場合は中止となります。
　　　イ　出発式終了後、電動キックボード安全利用説明会を実施予
        定



提 供 日 2023/07/06

タイトル 令和5年度海外高度人材受入促進セミナー（海外合同面
接会・就職面接会 事前説明会）の参加者を募集します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交課地域外交戦略班、労働雇用政策課就業支援

班

TEL 054-221-2309､054-221-2811

（要 旨）

静岡県では、県内企業による優秀な外国人高度人材の受入れ、活躍を支援するため、海外高度人材と県内企業の面接会を開催しています。これに

先立ち、以下の日時で、面接会の事前説明会を兼ねた、海外高度人材受入促進セミナーを開催します。

海外高度人材の採用に御関心をお持ちの県内企業様は、是非御参加ください。

（概 要）

１　日　時　　

国　名 開催日 時　間

モンゴル 令和５年７月18日(火)

インドネシア 令和５年７月31日(月)

ベトナム 令和５年8月30日(水)

インド
第１回：令和５年７月27日(木)

第２回：令和５年８月29日(火)

14:00～15:30

　 ２　方　法　オンライン（ZOOMを利用）

３　内　容

　　・最新の人材採用マーケットについて

　　・令和５年度の事業の説明

　　・在留資格「技術・人文知識・国際業務」等について

　　・面接会実施対象国の紹介

　　・県内企業における外国人材の活躍事例について

　　・海外高度人材の受入れに必要な諸手続きについて

４　対　象　県内企業・団体で人事を担当されている方、個人事業主

５　参加費　無料

６　申込方法　ホームページやチラシに記載のＱＲコードより申込

※セミナーの内容等の詳細は、県ホームページやチラシで御確認ください。

（取材について）

　　チラシのＱＲコードから事前にお申し込みいただければ、セミナーを視聴可能です。

　　また、お電話でも取材を受け付けております。

（問い合わせ先）

【インド】

地域外交課地域外交戦略班　安慶田（あげだ）　　054-221-2309

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kokusaikoryu/kaigaikoryu/1045997/1049364/1054892 .html

【モンゴル・インドネシア・ベトナム】

労働雇用政策課就業支援班　中村・平松　　　　　054-221-2811

　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/shuroshien/1040129/1026491 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kokusaikoryu/kaigaikoryu/1045997/1049364/1054892.html
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/shuroshien/1040129/1026491.html


提 供 日 2023/07/06

タイトル ＪＩＣＡ海外協力隊員が、任地国への赴任にあたり地
域外交担当部長を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

ＪＩＣＡ海外協力隊員が、任地国への赴任にあたり
地域外交担当部長を表敬訪問します

１　要　旨
本県から、ＪＩＣＡ海外協力隊として、７月中旬以降にそれぞれの任地国へ派遣される静岡県関係者５人が、赴任に先立ち、松村地域外

交担当部長を表敬訪問します。
 赴任 にあたっての 抱負 を 隊員 が 熱 く 語 ります 。 隊員 へのインタビューも 可能 ですので 、 ぜひ 取材 にお 越 しください ！

２　概　要
(1) 日　時：令和５年７月13日（木）午前10時～10時30分
(2) 場　所：県庁別館９階　第二特別会議室
(3) 訪問者：青年海外協力隊５人
(4) 対応者：松村地域外交担当部長ほか
(5) 立合者：ＪＩＣＡ中部センター　宮本義弘次長ほか
(6) 次　第：地域外交担当部長挨拶
　　　　　　ＪＩＣＡ中部次長挨拶
　　　　　　ＪＩＣＡ隊員による自己紹介、懇談
　　　　　　記念品贈呈、記念撮影

【参　考】
ＪＩＣＡ海外協力隊（青年海外協力隊等の総称）

開発途上国からの要請に基づき派遣され、現地の人々とともに生活をしながら途上国の課題解決に取り組む。

種類（呼称） 年齢 概要

 青年海外協力隊（今回該当） 20～45歳

海外協力隊 46～69歳

シニア海外協力隊 20～69歳※

アジア・アフリカ・中南米・中東・欧州
地域の開発途上国の国づくりへ協力

日系社会青年海外協力隊 20～45歳

日系社会海外協力隊 46～69歳

日系社会シニア海外協力隊 20～69歳※

中南米において、日系人や日系社会
の発展に協力

※シニア案件は一定以上の技能・経験を求められる。



提 供 日 2023/07/07

タイトル 令和6年度静岡県立高等学校学科改善

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班　小粥

TEL 054-221-3113

令和６年度静岡県立高等学校学科改善

　県教育委員会では、令和６年度に下記の学科改善を行います。

記

１　学科改善の概要

　●掛川工業高等学校の学科名の変更と学科の統合
　　　機械科を機械工学科に、情報技術科を情報工学科に、環境設備科を建築設備工学
　　科にそれぞれ改善する。　
　　　また、電子機械科と電子電気科を統合し、電気電子工学科に改善する。

２　実施年度
　　　令和６年度入学生より

３　問合せ先
　　　静岡県教育委員会高校教育課学校づくり推進班
　　　電話番号　054-221-3113

　※学科改善とは、社会のニーズや地域のニーズ等を踏まえ、学科名の変更と教育内容の改善を行うものです。

「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2023/07/07

タイトル 国道１号静清バイパス（清水立体）の橋桁落下事故に
対する知事コメント

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

昨日（7/6）発生した国道１号静清バイパス（清水立体）の橋桁落下事故に対し、知事がコメントを発表しました。



【知事コメント】

昨日、国道１号静清バイパスの橋梁工事において、橋桁が落下する事故が発生しました。

この事故により、お亡くなりになられた２名の御冥福をお祈りするとともに、負傷された６名の一日も早い回復を
願うばかりです。

二度とこの様な事故が起きないよう再発防止に向け、まずは速やかな事故原因の究明を望みます。

県のインフラ工事におきましても、改めて、安全管理を徹底してまいります。



提 供 日 2023/07/07

タイトル 静岡県立工科短期大学校令和５年度第３回オープン
キャンパスを開催します！

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先 静岡キャンパス、沼津キャンパス

TEL 054-345-2032､055-925-1073

静岡県立工科短期大学校
令和５年度第３回オープンキャンパスを開催します！

　本校では、「現場に立って、自ら考え、行動できる人材を育成」を基本理念とし、高度なものづくり人材の育成を支援していま
す。
　オープンキャンパスでは、各キャンパスの施設の様子や授業の体験ができます。

１　開催会場・日時（所要時間：２時間程度、２部制）
　【静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）】
　　令和５年７月15日（土曜日）10時～、13時～
　
　【沼津キャンパス（沼津市大岡4044-24）】
　　令和５年７月22日（土曜日）10時～、13時～

２　対象者
　本校の見学を希望される方、進学検討をされている方、その保護者の方

３　内容
　学校紹介、キャンパスツアー、授業内容紹介・実演、入試案内、進路や通学に関しての個別相談

４　申込方法
　パソコン・スマートフォンから本校Ｗｅｂサイトにアクセスし申し込み
　申込ページ　https://scot.ac.jp/opencampus/

５　問合せ先
　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）
　沼津キャンパス教務課（055-925-1073）

６　今後の予定

静岡キャンパス 沼津キャンパス

令和５年８月22日（火曜日）10時～、13時～ 令和５年８月24日（木曜日）10時～、13時～

令和５年９月９日（土曜日）10時～ 令和５年９月16日（土曜日）10時～

令和５年11月11日（土曜日）10時～ 令和５年11月18日（土曜日）10時～

令和６年１月20日（土曜日）10時～ 令和６年１月20日（土曜日）10時～

日
時

令和６年２月24日（土曜日）10時～ 令和６年３月２日（土曜日）10時～

※８月開催分は２部制

【参考】静岡県立工科短期大学校の概要
　グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校及び沼津技術専門校の教育
内容を高度化し、令和３年４月に新たに開校。
　静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科

https://scot.ac.jp/opencampus/


提 供 日 2023/07/07

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（6/30～7/6）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第497報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（6/30～7/6）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の49頭で、うち５頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、14番目（529例目）、19番目（530例目）、24番目（531例目）、27番目（532例目）、47番目（533例目）です。　

平成30年９月以降、11,073頭（死亡372頭、捕獲10,701頭）の検査を実施し、533頭の陽性（死亡161頭、捕獲372頭）を確認して

います。



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/07/07

タイトル 第18回若年者ものづくり競技大会選手壮行会の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　平賀

TEL 054-221-2954

　　　　目指せ！技能日本一
　　　　　若年者ものづくり競技大会　選手壮行会の開催

８⽉１⽇（⽕）から２⽇（⽔）にかけて、学⽣の技能者⽇本⼀を決める「第18回若年者ものづくり競技⼤会」が本県で初めて開催されます。
本県の代表選⼿19⼈が、⽇頃の訓練成果を発揮し、上位⼊賞を果たせるよう、壮⾏会を開催します。

１　壮⾏会の概要
　（１）⽇時　７⽉10⽇（⽉）午後４時30分から５時まで
　（２）会場　県庁別館21階展望ロビー
　（３）内容　○　出場選⼿紹介（選⼿推薦団体　静岡県職業能⼒開発協会専務理事）
　　　　　　　　　　　　科学技術高等学校(３⼈)、島田工業高等学校(１⼈)、
　　　　　　　　　　　　掛川工業高等学校(１⼈)、浜松城北工業高等学校(１⼈)、
　　　　　　　　　　　　⾶⿓高等学校(１⼈)、静岡デザイン専⾨学校(２⼈)、
　　　　　　　　　　　　浜松職業能⼒開発短期⼤学校(５⼈)、工科短期⼤学校(５⼈)
　　　　　　　　　 ○　激励の⾔葉（知事）
　　　　　　　　　 ○　選⼿代表挨拶（静岡デザイン専⾨学校　柴田　怜乃︓グラフィックデザイン職種）
　　　　　　　　　 ○　集合写真撮影
２　⼤会の概要
　（１）出場資格︓工科短期⼤学校、工業高等学校などに在学中で、就業していない、20歳以下の者
　（２）⽇程・会場・競技職種　　　※　（　）内は本県出場選⼿数（11職種19⼈）

日　　程 会　　場 競技職種（全15職種　約340⼈）

８⽉１⽇(⽕)   
~ ８⽉２⽇(⽔)

（⼀部職種は 
7⽉30⽇（⽇）
より先⾏開催）

ツインメッセ静岡
県⽴工科短期⼤学校静岡キャンパス

ITネットワークシステム管理(3)、メカトロニクス(2)、
機械製図CAD(2)、旋盤(2)、電子回路組⽴て
(2)、電気工事(2)、グラフィックデザイン(2)、フライス
盤(1)、⽊材加工(1)、建築⼤工(1)、⾃動⾞整備
(1)
（以下は本県からの出場者なし）
ウェブデザイン、業務用ITソフトウェア・ソリューションズ、
ロボットソフト組込み、造園

　（３）主催︓厚⽣労働省、中央職業能⼒開発協会
　（４）過去の⼤会における本県出場選⼿数及び成績

出場選⼿数 成　　　績
　令和 元年度第14回⼤会 17⼈ 　２位１⼈、３位１⼈、敢闘賞１⼈
　令和 ２年度第15回⼤会 － 　新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため中⽌
　令和 ３年度第16回⼤会 12⼈ 　３位２⼈、敢闘賞２⼈
　令和 ４年度第17回⼤会 17⼈ 　２位１⼈、３位１⼈、敢闘賞２⼈



提 供 日 2023/07/07

タイトル 令和５年度第1回公立大学法人静岡社会健康医学大学院
大学評価委員会の開催

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2404

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（静岡社会健康医学大学院大学）の業務実績に関する評価等について審議するため、令
和５年度第１回公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会を開催します。

１　日時：令和５年７月11日（火）　午後１時30分～午後３時30分

２　場所：静岡社会健康医学大学院大学　附属棟　大教室

　　　　　（静岡市葵区北安東４丁目27番２号）   

３　内容

　・令和４事業年度に係る業務実績の検証について

　※当日は、法人の役員等が出席し、業務実績等を説明します。
　　なお、８月10日(木)の第２回評価委員会において評価を決定する予定です。

４　傍　聴
（１）傍聴定員
　　５名

（２）傍聴手続
　　委員会の傍聴を希望される場合は、当日の午後１時から午後１時20分までに、静岡社会健康医学大学院大学正面入り口までお
越しください。
　　申し込みは先着順に受け付け、定員になり次第締め切ります。

５　委員一覧（敬称略・順不同）

氏　名 役　職

塩田　浩平
【委員長】

・京都大学名誉教授、元京都大学副学長
・滋賀医科大学名誉教授、前滋賀医科大学学長
・（公財）ひと・健康・未来研究財団理事長

中西　勝則
【委員長代理】

・（株）しずおかフィナンシャルグループ代表取締役会長
・（公財）静岡県産業振興財団理事長

石巻　幹子 ・公認会計士

小西　郁生
・京都大学名誉教授
・国立病院機構京都医療センター名誉院長

望月　律子 ・学校法人日本赤十字学園評議員
・学校法人常葉大学評議員



提 供 日 2023/07/07

タイトル 放課後児童クラブにおける待機児童

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

県内放課後児童クラブ待機児童数は661人
（令和５年５月１日時点（速報値））

１　概要
・本県の待機児童数は、令和５年５月１日時点で661人となり、昨年度の803人か
  ら142人減少した。

  ・待機児童数は、子ども・子育て支援新制度が施行された平成27年（972人）以降
    で最少となった。

 ２　放課後児童クラブ数・待機児童数等の推移　　　　　　　（単位:か所・人）

　年　度 R1 R2 R3 R4 R5(速報値)

放課後児童クラブ数
700

(+33)

713

　(+13)

739

　(+26)

764

　(+25)

776

　(+12)

利用定員数 35,418
(+2,616)

37,049
(+1,631)

38,272
(+1,223)

38,795
(+523)

39,579
(+784)

利用希望数

＝登録児童数+待機

児童数

33,756

（+1,983)

33,455

（▲301)

35,019

（+1,564)

35,832

（+813)

37,033

（+1,201)

登録児童数
32,648

 (+1,690)

32,733

　　(+85)

34,216

 (+1,483)

35,029

 　(+813)

36,372

    (+1,343)

待機児童数
1,108

　(+293)

722

 (▲386)

803

 　(+81)

803

　　 (0)

661

　 ( ▲142)
　　※厚労省実施状況調査（各年５月1日現在、令和２年のみ７月１日現在）

　　※括弧内は対前年比増減。

３　待機児童の発生要因
　　　・県では、市町が行う新設や学校の空き教室の改修等に係る施設整備を支援し、
　　　　受け入れ枠の拡充を図っている。（R5クラブ数：776 前年+12クラブ、R5利用
　　　　定員数：39,579人 前年+784人）
　　　・近年では、共働きの増加など保護者の就労状況の変化により利用ニーズが高
　　　　まっている。（R5利用希望数：37,033人 前年+1,201人）
　　　・また、小学校区単位での需要のミスマッチが生じるなど、定員枠の確保を上回
　　　　る利用のニーズがあり、待機児童が発生している。

　　４　今後の対応
　・待機児童が発生している市町を中心に、計画的に施設整備等を図ることができ
　　るよう支援するとともに、受け皿の拡大によって必要となる放課後児童支援員
　　等の人材を確保するため、資格認定研修や資質向上研修を実施する。



提 供 日 2023/07/07

タイトル 令和５年度　第１回静岡県公立大学法人評価委員会の
開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

　　　　令和５年度第１回静岡県公立大学法人評価委員会の開催

（要旨）

　静岡県公立大学法人（静岡県立大学）及び公立大学法人静岡文化芸術大学の業務
実績に関する評価等について審議するため、令和５年度第１回評価委員会を開催します。

（概要）

１　日時　令和５年７月14日（金）　午前９時30分～午前12時00分（予定）

２　会場　静岡県庁別館９階特別第一会議室

３　内容

議題１　委員長の選任・委員長代理の指名

【静岡県公立大学法人関係】

議題２　令和４事業年度の業務実績に関する評価について

議題３　第３期中期目標期間終了時に見込まれる業務実績に関する評価につ
　　　　いて

【公立大学法人静岡文化芸術大学関係】

議題４　令和４事業年度の業務実績に関する評価について

【共通】

議題５　運営費交付金に反映する成果指標の判定について

※当日は、それぞれの法人の役員等が出席し、上記事項等を説明します。
　なお、８月８日（火）（予定）の第２回評価委員会において評価を決定す
　る予定です。

４　委員

伊東　幸宏 （公財）浜松地域イノベーション推進機構フォトンバレー
センター長、静岡県教育委員、元国立大学法人静岡大学学長

櫻井　　透 （株）静岡銀行　元会長

杉村　美紀 上智大学総合人間科学部教授

牧田　　恵 常葉大学職員、元県立浜松湖南高校校長

山本真由美 公認会計士

※「静岡県公立大学法人評価委員会」とは、地方独立行政法人法に定める知事の
附属機関で、静岡県を設立団体とする公立大学法人の業務実績の評価を行うほ
か、知事による事前意見聴取に対する意見の提示を行う機関です。



発 表 日 2023/07/07

タイトル 「教えて!富士登山」安全・快適な富士登山の実現に向
けた取組強化中！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

「教えて!富士登山」
安全・快適な富士登山の実現に向けた取組強化中！

今夏の富士山は、大変な混雑が予想され、「弾丸登山」による遭難事故の発生も懸念されています。混雑やリスクを回避し、安全・快適に
富士登山をしてもらうため、県では動画等を用いた事前啓発に力を入れています。

また、富士山の環境保全や安全対策に活用している「富士山保全協力金」については、今年も各五合目登山口等で受付します。今年は
新たにPR動画も配信し、協力を呼びかけています。

１　安全啓発動画の配信
　(1)遭難事故防止の啓発

富士登山者の遭難を防止する目的で、初心者や外国人登山者をターゲットに、富士登山の前に必要な準備や、富士山特有の気象条
件などに関する知識について分かりやすく解説した動画を制作し、YouTubeにて６月30日より配信しています。

　　(参考) 各啓発動画
　　【教えて！富士登山！―まる太先生が伝授する安全登山の心得― YouTube動画リンク】
　　https://www.youtube.com/watch?v=PlK96F9onMI
　　【Teach Me！Mt.Fuji Mountaineering！The Professor Gives Tips for Safe Mountain ClimbingYouTube動画リンク（英語版）】

　　　　https://www.youtube.com/watch?v=221qCRS_oSc

　　　
　　(2)混雑回避の啓発

　　登山日の分散化を促すため、混雑予想カレンダー及び混雑回避の啓発動画（日本語版・英語版）を、富士山世界文化遺産協議会に
て作成し、各種HPやYouTube等で６月13日より配信しています。

　　　　(参考) 各啓発サイト
　　　　【YouTube動画リンク】
　　　　https://www.youtube.com/watch?v=9zAnzfOzOVw
　　　　【富士山世界文化遺産協議会HP】
　　　　http://www.fujisan-3776.jp/preservation/visitor-management/calendar.html
　　　　【世界遺産　富士山とことんガイドHP】
　　　　http://www.fujisan223.com/guide/congestion/
　　　　【富士登山オフィシャルサイトHP】
　　　　https://www.fujisan-climb.jp/risk/congestion.html

　　　
　　
　２　弾丸登山自粛の呼びかけ

　高山病や低体温症等のリスクにつながる夜間弾丸登山の自粛を呼びかけるため、山梨・静岡両県で、「STOP！弾丸登山」チラシを作
成しました。チラシは、ツアー会社、登山用品店を中心に配布し、登山者に広く周知しています。

　　　※別添のとおり

　３　富士山保全協力金（基本1人1,000円）について
 (1)富士山保全協力金の受付について

富士山保全協力金の受付は、マイカー規制乗換駐車場や五合目登山口で実施します。協力金は、トイレ改修や下山道の整備等の富
士山の環境保全や安全対策に活用されます。報道でも、積極的に御協力の呼び掛けをお願いします。

なお、協力金は、インターネット又はコンビニエンスストアでも受付けています。

区分 富士宮口 須走口 御殿場口

実施場
所

水ヶ塚駐車場 五合目 五合目 新五合目

実施時
間 5:00～12:00 4:00～21:00 4:00～21:00 4:00～12:00

実施期
間

７月10日(月)～９月10日(日)

　（2）富士山保全協力金の周知
富士山保全協力金の趣旨や活用方法についての理解促進、協力率の向上を目指して、協力金について分かりやすく解説した動画を

制作し、YouTubeにて６月30日より配信しています。
(参考) 周知動画
【教えて！富士登山！―まる太先生が伝授する富士山保全協力金― YouTube動画リンク】
https://www.youtube.com/watch?v=hQoUbhKLJmU
【Teach Me！Mt.Fuji Mountaineering！―The Professor Explains Mt.Fuji Conservation Donations―YouTube動画リンク（英語版）】
https://www.youtube.com/watch?v=zIxnzZc3ujU

https://www.youtube.com/watch?v=PlK96F9onMI
https://www.youtube.com/watch?v=221qCRS_oSc
https://www.youtube.com/watch?v=9zAnzfOzOVw
http://www.fujisan-3776.jp/preservation/visitor-management/calendar.html
http://www.fujisan223.com/guide/congestion/
https://www.fujisan-climb.jp/risk/congestion.html
https://www.youtube.com/watch?v=hQoUbhKLJmU
https://www.youtube.com/watch?v=zIxnzZc3ujU


　　　　
　　

(3)令和５年度　富士山保全協力者証
富士山保全協力者証は、富士山保全協力金をおさめていただいた方にお渡ししています。今年度は、富士山麓で育った、富士ヒノキ

ブランド商品「FUJI HINOKI MADE」を使用した木札ストラップにリニューアルしました。デザインには、富士山世界文化遺産登録10周年記
念のロゴを使用しています。

富士ヒノキは、富士山の環境保全にも貢献しています。
　　　

　　　　　



提 供 日 2023/07/07

タイトル 【表敬訪問中止】新オーケストラがデビュー！三島ゆ
うゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

新オーケストラがデビュー！
三島ゆうゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

※都合により、表敬訪問を中止します。（７月11日14時変更）

１　要旨

　県東部在住のクラシック奏者を中心に、三島市民文化会館（ゆうゆうホール）を本拠地として結成されたオーケストラ「三島ゆ

うゆう祝祭管弦楽団」の団員が、知事を表敬訪問し、同楽団の概要や８月20日に控えたデビュー公演への意気込み等を報告しま

す。

２　概要

（1）日時　　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ）　 午後 １ 時30 分 ～ ２ 時00 分（表敬訪問中止）

（2）場所　　　知事室（県庁東館５階）

（3）訪問者　　三島ゆうゆう祝祭管弦楽団

土山 和雅（つちやま　かずまさ）氏　（名誉顧問）

佐野 淳祥（さの　あつよし）氏 （実行委員長）

川嶋 友江（かわしま　ともえ）氏　（事務局長）

旭 揚子　（あさひ　ようこ）氏　（団員）

綾木 美帆（あやき　みほ）氏　（団員）

中澤 孝之（なかざわ　たかゆき）氏　（団員）

（4）三島ゆうゆう祝祭管弦楽団について

三島市民文化会館（ゆうゆうホール）を拠点に、シーズンごとにメンバーを編成し、公演を開催するプロ・アマチュアの混成

オーケストラ。さまざまな祝事と連携したコンサート、音楽による国際交流、優れた若い音楽家の育成機会の提供を主目的とし

て令和５年６月14日に結成された。

（5）デビュー公演について

ア.日　時　令和５年８月20日(日)午後２時開演（午後１時30分開場）

イ.会　場　三島市民文化会館（ゆうゆうホール）大ホール

ウ.演奏曲　ベートーヴェン作曲：交響曲第５番『運命』　ほか

エ.その他　当公演は、東アジア文化都市２０２３静岡県地域連携プログラムである。



提 供 日 2023/07/07

タイトル 〈東アジア文化都市2023静岡県〉
インラインスケート国際大会で世界一を獲得！
明賀芽泉選手が知事を表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班　土屋

TEL 054-221-2504

　今年５月に開催されたアーバンスポーツの国際大会である「FISE Montpellier 2023」のインラインスケート競技で優勝した静
岡市内中学校２年の明賀芽泉選手が、知事を表敬訪問します。

　　 　 　 　

１　日　時　令和５年７月11日（火）　15時45分 から 16時00分 まで（15分間）

２　場　所　知事室（県庁東館５階）

３　訪問者
　　優勝選手　       明賀　芽泉（みょうが　めい）
　　コーチ　　　　　 安床　武士（やすとこ　たけし）
　　静岡県議会議員　 相坂　摂治（あいさか　せつじ）

４　内　容
　(1) 訪問者紹介
　(2) 歓談
　(3) 記念撮影

（参考）FISE Montpellier 2023
　(1) 開催日　令和５年５月18日（木）～20日（土）
　(2) 会　場　フランス　モンペリエ



提 供 日 2023/07/07

タイトル 「夏の交通安全県民運動」の街頭啓発を実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～
「夏の交通安全県民運動」の

街頭啓発を実施します！
静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、夏の交通安全県民運動＜７月11日（火）～７月20日（木）＞を推進するため、下記
のとおり、関係機関と連携した交通安全街頭啓発活動を実施します。

１　主催

　　静岡県、静岡県交通安全対策協議会

２　目的

　　交通安全の啓発（子どもと高齢者の交通事故防止、自転車のヘルメット着用促進、電動キックボードの安全利用促進等）

３　活動内容

　(1) 日時・場所

日　　時 場　　所 参加者（予定）

　７月14日（金）

　14：00～15：00頃

　

　静岡市駿河区石田１－５－１

　　アピタ静岡店

　　１階　イベントスペース

（イーストコート）

・　県くらし交通安全課

・　県警察本部交通部

　　交通企画課

・　ふじっぴー

　

　７月20日（木）

　11：00～12：00頃

　浜松市東区天王町１９８１－３

　　イオンモール浜松市野

　　１階　サウスコート

・　県くらし交通安全課

・　県警察本部交通部

　　交通企画課

・　ふじっぴー

　(2) 実施内容

　　・　夏の交通安全県民運動、自転車乗車用ヘルメット着用促進及び電動キックボード安全利用の促進に関する広報

　　・　啓発品（反射材等）、チラシの配布

　　・　ポスター、パネル及びモニター等の掲出

　　　※　室内で実施しますが、荒天（大雨警報等）の場合は中止とします。



提 供 日 2023/07/07

タイトル 官民対話でより良い公共施設に！「令和５年度第１回
ふじのくに官民連携実践塾」参加者募集中

担　　当 経営管理部 財務局資産経営課

連 絡 先 資産経営班　望月

TEL 054-221-2121

官民対話でより良い公共施設に！

「令和５年度第１回ふじのくに官民連携実践塾」参加者
募集中

　近年、自治体の多くが財政難のため、従来どおりの公共施設整備や維持管理が難しくなっています。
　こうした中、一部では廃校をリノベーションしてグランピング施設として活用するなどの官民連携が成果を挙げており、注目されています。
　このような公共施設をめぐる官民連携を促進するため、県は、「令和５年度第１回ふじのくに官民連携実践塾」を、金融機関と連携して開催します。
　今回の実践塾では、県の具体的な事業案件について、事前の動画配信と対面による対話を活用した官民対話（サウンディング）を実施します。
　サウンディングを通じ、民間目線の新たな事業アイデアや市場性などの意見をいただくことにより、官民双方にメリットがある事業を創出することを狙
いとしています。
　現在、民間企業の方の参加を募集中です。奮って御応募ください。

令和５年度第１回ふじのくに官民連携実践塾
●開催日時：　令和５年８月４日（金）　10時00分～15時30分
●開催場所：　静岡県庁別館21階　富士山展望ロビー（西側）（静岡県静岡市葵区追手町９－６）
●参加者（想定）：　事業に興味のある民間企業、金融機関
●事業説明：　YouTubeにて事業説明の動画を配信
　・申込み後、県から視聴用URLをお送りします。
　・配信期間：　７月７日から８月３日まで
●官民対話：
　・県庁の会議室にて対面による官民対話を実施（８月４日）
　・参加者と説明者による１対１で対話を行い、複数回（１回25分）に分かれて実施します。
●官民対話案件：
　・官民連携で賑わい溢れる公園づくり！～遠州灘海浜公園（篠原地区）の魅力を引き出す～（静岡県）
　・港湾分野における官民連携の推進（ふじのくに田子の浦みなと公園）（静岡県）
　・静岡総合庁舎職員食堂～魅力＆活気のある食堂を目指して～（静岡県）
　・富士山富士宮口五合目新来訪者施設の整備に向けて（静岡県）
　・静岡県総合教育センター宿泊棟の利活用について（静岡県）
　・菊川市営保養センター「小菊荘」の新たな活用方法について（菊川市）
　・旧河津町立西小学校・東小学校 利活用について（河津町）
●参加申込み：　県ホームページの参加申込みフォームに入力（先着順）
●主催：　静岡県
●共催：　(株)静岡銀行 (株)日本政策投資銀行
●後援：　内閣府

【「ふじのくに官民連携実践塾」について】
公共施設の整備や運営に、民間視点のアイデアやノウハウを幅広く取り入れるための意見交換の
「場」として、令和２年度から始めた取組みです。

（県ホームページ）
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai /1040989/kanminrenkei/1011975.html

YouTubeは、Google Inc.の商標または登録商標です。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai/1040989/kanminrenkei/1011975.html


提 供 日 2023/07/07

タイトル 統計出前講座を開催します！～とうけいクイズで統計
を学ぼう～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

統計出前講座を開催します︕
〜とうけいクイズで統計を学ぼう〜

 県データ活⽤推進課では、統計に対する親しみや重要性の普及・啓発のため、職員が学校等へ出向き統計出前講座を実施してい
ます。
 今回、以下のとおり御殿場市⽴図書館で統計出前講座を実施します。

１ 開催概要

⽇  時 令和５年７⽉８⽇（⼟） 午後１時〜４時

場  所 御殿場市⽴図書館（御殿場市萩原５８０－２）

参加⼈数
・⼩学低学年の部 10⼈
・⼩学⾼学年の部 15⼈

講座内容 ・統計クイズで静岡県を学ぶ
・統計グラフで表してみる

２ 統計出前講座について

 ⼩学⽣から⼤学⽣までを対象に、データ活⽤推進課職員が学校等へ出向き、統計に対する親しみや重要性の普及・啓発を⾏いま
す。
 また、統計知識を⾝に付け、様々な課題に対して正しい判断・⾏動を取ることができるよう、統計学的分析手法を活⽤した問題
解決能⼒の習得を促進します。
 詳細内容や申込方法は、県統計情報サイト「統計センターしずおか」から御覧ください。
 URL:https://toukei.pref.shizuoka.jp/toukeikikakuhan/20170501.html

３ その他
 取材をされる際には、県データ活⽤推進課（054-221-2298）に事前に御連絡をお願いいたします。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/toukeikikakuhan/20170501.html


提 供 日 2023/07/10

タイトル （取材依頼）スマホルールアドバイザー養成講座を富
士市で開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3115

　　　　スマホルールアドバイザー養成講座を
　　　　　　　　富士市で開催します！

県内中学生の75%以上が所有しているスマートフォン。
ＳＮＳ等を通じた犯罪に巻き込まれる子供は、年々増加しています。
スマートフォン等によるインターネット利用で起きるトラブルや被害から子供たちを守る
ため、インターネットや情報機器の「安全な使い方」「家庭での具体的なルールづくり」
について、保護者等へ伝えていただくアドバイザー（ボランティア）養成講座を開催します。

例年は県内３会場で平日のみ開催をしていましたが、
 今年度 は 初 の 試 みとして 、 富士市教育 プラザにて 土曜日 に 開催 いたします 。

１．開催概要
日時　令和５年７月15日（土）午後１時～午後４時
会場　富士市教育プラザ　大会議室（富士市八代町１－１）
講師　ＮＰＯ法人イーランチ　理事長　松田 直子 氏
内容　講義・グループワークなど

（12:45　受講者　受付開始）

13:00～13:05

【５分】
開会・挨拶

13:05～13:25

【20分】
事業説明

（静岡県教育委員会社会教育課）

・県事業の概要

・スマホルールアドバイザーについて

13:30～15:10

【100分】
講義

（ＮＰＯ法人イーランチ　理事長　松田 直子 氏）

・インターネットや情報機器の現状（基礎知識）

・スマホルールについて

・保護者や子供への伝え方　など

15:20～15:40

【20分】

グループ  
ワーク ・子供たちのネット利用について感じていること

15:40～15:55

【15分】
事例発表

（現在アドバイザーとして活動されている方より）

・活動紹介

・活動する際に気をつけている点　など

～16:00 閉会

２．講師紹介
ＮＰＯ法人イーランチ　理事長　松田　直子　氏

ＮＰＯ法人イーランチは、「地域のＩＴ化支援と女性の社会参加の応援」を活動目的として、2003年４月に設立された。
ネット安全安心講座、学校ネットパトロールなどの活動のほか、内閣府による青少年の保護者向け普及啓発リーフレット「ネット・スマホの
ある時代の子育て（乳幼児編）」の監修も行う。
理事長の松田氏は、本講座での講師のほか、静岡県ネット安全・安心協議会委員・ネット依存対策推進事業企画運営会議委員も勤めている。

３．今後の日程

中部会場 西部会場 東部会場

開催日・
時間

９月27日（水）

午前10時～午後４時

10月２日（月）

午前10時～午後４時

10月12日（木）

午前10時～午後４時

会　場 静岡県男女共同参画
センター

（静岡市駿河区馬渕
1-17-1）

静岡県総合教育
センター

（掛川市富部456）

三島市民文化会館

（三島市一番町20-5）

講　師
ＮＰＯ法人イーランチ

理事長　松田　直子 氏

ＮＰＯ法人
浜松子どもと

メディアリテラシー
研究所

理事長 長澤　弘子 氏

三島スマホ安心
アドバイザー

代表　石井　幸子　氏

内　容 講義（スマホルールについて）、
警察講話（最新のトラブル事例）、

グループワーク・情報交換など



※各会場、８月31日（木）までお申込みを受付けています。

（応募方法）
➀二次元コードまたはＵＲＬから、申込フォームに進み必要事項を入力
(URL)https://docs.google.com/forms/d/1XgrptENDZHEQ9ud4A331uvTsn-IDdQ8-Ntfk89kmYls/viewform?edit_requested=true

➁申込書に必要事項を記入し、メール・郵便で県教育委員会社会教育課へ送付

※いずれの方法も、詳細は県教育委員会社会教育課ホームページに掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会 

https://docs.google.com/forms/d/1XgrptENDZHEQ9ud4A331uvTsn-IDdQ8-Ntfk89kmYls/viewform?edit_requested=true


提 供 日 2023/07/10

タイトル 北京2022オリンピックスノーボード競技日本代表の三
木つばき氏が掛川市立桜木小学校を訪問

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　榎本

TEL 054-221-3174

～2023年世界ジュニア選手権優勝・2022北京冬季オリンピック出場の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三木つばき氏が学校を訪問します～
　　　　静岡県オリンピック・パラリンピックレガシー教育推進事業

１　概　　要
　　静岡県教育委員会では、昨年度より東京2020オリンピック・パラリンピック競
　技大会の無形のレガシーとして、子供たちが運動やスポーツの大切さを体験でき
　る取組を継続し、心身の健やかな成長につなげるための「オリンピック・パラリ
　ンピックレガシー教育推進事業」を実施しています。
　　この事業では、オリンピアン、パラリンピアン、プロスポーツ選手等の一流ア
　スリートを静岡県教育委員会指定の「オリンピック・パラリンピックレガシー教
　育推進校」に派遣し、様々な取組をとおして、スポーツへの興味関心を高め、進
　んでスポーツ・運動に親しむ態度を育むとともに、児童、生徒の体力向上へとつ
　なげていきます。

２　日　　時
　　令和５年７月14日（金）　午前10時05分から11時00分まで

３　場　　所
　　掛川市立桜木小学校　体育館（掛川市下垂木1472-1）

４　対　　象
　　６年生児童　117名

５　実施内容
　　地元掛川市出身である、北京2022オリンピックスノーボード競技日本代表の三
　木つばき氏が掛川市立桜木小学校を訪問し、児童のスポーツに対する興味関心を
　高めるための、講演会や交流活動を実施します。

６　実施内容
　  10:05～11:00  講演会「夢の実現」

７　そ の 他
　(1) 推進校への取材を希望する場合は、当日午前９時00分までに健康体育課学
　　  校体育班(054-221-3174)に御連絡ください。
　(2) 静岡県教育委員会では、県内の公立小中学校（政令市を除く）85校を「オ
　　  リンピック・パラリンピックレガシー教育推進校」として指定しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/07/10

タイトル 【開催中止】静岡県議会議会運営等改善検討委員会の
開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

　
　議会運営等の改善について、調査検討するため、下記のとおり第１回委員会を開催します。

記

※委員会の開催が中止となりました。（７月12日18時変更）

■日　時　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ） 本会議閉会後（開催中止）

■場　所　　第５委員会室（静岡県庁本館４階）

■構成員　　11人

会 派 名 氏　 　名

自民改革会議

中　田　次　城

伊　丹　雅　治

望　月　香世子

西　原　明　美

落　合　愼　悟

小　沼　秀　朗

江　間　治　人

ふじのくに県民クラブ

佐　野　愛　子

良　知　駿　一

田　内　浩　之

公明党静岡県議団 牧　野　正　史



提 供 日 2023/07/10

タイトル 海上で救命いかだ講習を実施します！

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班

TEL 054-627-0219

海上で救命いかだ講習を実施します！

　毎年、漁業高等学園では、海難事故等が発生した場合を想定し、実際に海にゴムボート式の救命いかだを投下・展張させ、乗込
み訓練を行っています。
（通常はプールで行うことが多いため、海上実習は希少な事例になります。）
　今年度は、以下のとおり実施予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　日　　時　　令和５年７月19日（水）午前９時から午後４時

２　場　　所　　午前　静岡県立漁業高等学園航海実習棟（焼津市小川3747-2）
　　　　　　　　午後　焼津漁港内、小川魚市場前の海面

３　参 加 者　　漁業高等学園第54期生　総合漁業科14名

４　講　　師　　（株）フタバコーケン（救命いかだ販売・整備業者）

５　内　  容　　講義　午前９時から12時（漁業高等学園学園航海実習棟）
                      ・膨張式救命いかだの概要
　　　　　　　　　　　・救難食料、医薬品、救難用品の説明
　　　　　　　　　　　・船舶安全法とSOLAS条約

　　　　　　　　海上実習　午後１時から４時（小川魚市場前の岸壁及び海面）
　　　　　　　　　　　・救難信号訓練
　　　　　　　　　　　・救命浮環を使用した救助訓練
　　　　　　　　　　　・実習船「わかたか」より救命いかだを海面に投下、展張
　　　　　　　　　　　・着衣水泳による救命いかだへの乗込み訓練

６  その他

　・ 海上実習は岸壁のすぐ近くで行うため、実習の様子は岸壁から撮影可能です。
　・ 天候によって、午後の海上実習を、陸上で行う場合があります。

　
（昨年度の様子）



提 供 日 2023/07/10

タイトル 深海おじさん、漁業高等学園生徒へ深海魚を熱く語
る！

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班

TEL 054-627-0219

深海おじさん、漁業高等学園生徒へ深海魚を熱く語る！

　　
　漁業高等学園では、深海生物の多様性を学ぶため、日本一深い駿河湾で深海魚専門の漁業を営み、全国的に「深海おじさん」と
して有名な長谷川久志さん、一孝さん親子を招き、深海魚に関する講義を行っていただきます。
　今年度は、長谷川さん親子が釣った深海ザメの解体実習も実施します。
　
１　開催日時
　令和５年７月14日（金）午前８時40分～12時00分

２　会　　場
　静岡県立漁業高等学園（静岡県焼津市小川3747-2）

３　内　　容
　・深海ザメの解体実習　　　１時間程度
　・深海魚等に関する講義　　２時間程度

４　参 加 者
　漁業高等学園生徒　14名

５　そ の 他
　取材いただく際は、当日午前８時40分までに漁業高等学園にお越し下さい。

６　問い合わせ先
　静岡県立漁業高等学園
　電　話：054-627-0219
　メール：gyogaku@pref.shizuoka.lg.jp
　担　当：教務班　日野山

mailto:gyogaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/10

タイトル 未来を担う若者に林業の魅力を発信！！
～県立科学技術高校生が林業の現場を体験します～

担　　当 経済産業部 中部農林事務所森林整備課

連 絡 先 林業振興班　五十嵐

TEL 054-286-9066

未来を担う若者に林業の魅力を発信！！

　　　　　　　　　～県立科学技術高校生が林業の現場を体験します～

県は、林業の新規就業者の確保に向け、高校生に林業の魅力を伝える取組を行っています。
今回は、県立科学技術高校建築デザイン科の生徒が、静岡市葵区内の林業の現場に赴き、実際に木を伐る作業の見学や、地元の木を木

材として使うことの意義を学ぶ講座を開催します。
１　開催日時 令和５年７月12日（水）　９時35分～11時30分
２　会　　 場 （晴天時）静岡市葵区小布杉地内の森林
　　　　　　　　　　　（雨天時）静岡県森連静岡事業所（藤枝市岡部町岡部）
３　対 象 者 県立科学技術高等学校　建築デザイン科１年生41人
４　　次　第（晴天時）

時間 区　分 内　容 場　所

9:35
10:20

移動及び車内講義
＜講師＞
農林事務所職員

○林業の講義
・林業って何？
・林業の役割　など

バス車内

10:20
11:30

現場体験　(70分）
※林内移動
（徒歩）含む
＜講師＞
指導林家

○間伐（伐採）作業の視察
・チェンソー伐採
・プロセッサ造材（高性能林業機械実演）

○森林技術者からの仕事解説
・伐採現場の概要、一日のスケジュール　

静岡市葵区
小布杉

11:30 帰途

※雨天時は県森連木材市場の見学等を行う予定です
5　その他

　・取材は現場体験の時間（10：20～）でお願いします。

　・実施場所が分かりにくいため御案内をしますので、取材を希望される場合は事前に御連絡ください。



提 供 日 2023/07/10

タイトル 「第２回スポーツコミッションShizuoka戦略検討委員
会」の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当

TEL 054-221-3191

「第２回スポーツコミッションShizuoka戦略検討委員会」を開催します！

１　要旨
　　「スポーツコミッションShizuoka」の基本的方向及び具体的施策を盛り込んだ戦略を策定するため、関係機関を参集した「第２回スポーツコ

ミッションShizuoka戦略検討委員会」を開催する。

２　開催概要
　（１）日時：令和５年７月11日（火）10：30～12：00
　（２）場所：県庁別館20階第一会議室Ａ
　（３）協議内容
　　　・第１回戦略検討委員会を踏まえた戦略案に関する意見交換

３　構成員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略（五十音順）
氏名 役職等

中山 哲郎（委員
長）

(一社)日本スポーツツーリズム推進機構事務局長

加藤 博昭 (一社)ふじのくにサイクルスポーツコミッション専務理事
鈴木 学 静岡県スポーツ・文化観光部理事兼スポーツ局長
滝田 佐那子 （一社）日本スポーツツーリズム推進機構地域スポーツ戦略プラン

ナー
福永 秀樹 (公財)静岡県スポーツ協会常務理事
望月 宏明 (公社)静岡県観光協会専務理事
山田 克彦 裾野市産業振興部産業観光スポーツ課長
山本 純生 静岡県西部地域スポーツ産業振興協議会事務局長
高倉 健二（事務
局）

スポーツコミッションShizuokaコミッショナー

４　開催スケジュール
回 開催日 協議内容

第１回
５月30日

（火）
10:30～

○現状把握
・全国並びに本県のスポーツコミッションの概要、設置状況等
・静岡県スポーツ推進計画上の位置づけ
○意見交換
・静岡県の目指す姿

第２回
7月11日

（火）
10：30～

○意見交換
・第１回検討会を踏まえた戦略案に関する意見交換

第３回 ８月中下
旬

○意見交換
・基本構想、戦略及び組織体制に係る最終とりまとめ



提 供 日 2023/07/10

タイトル 県内２つの花の会が環境大臣賞「地域環境美化功績者
表彰」を受賞！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

県内２つの花の会が環境大臣賞
「地域環境美化功績者表彰」を受賞！

環境省では、毎年６月の環境月間に合わせて、環境保全、地域環境保全及び地域環境美化に関して顕著な功績があった個人及び団体を
表彰しています。
令和５年度は、全国で計100件（41人、59団体）が受賞しました。

本県からは、多年にわたって地域の花壇ボランティア活動を行っている２つの団体が「地域環境美化功績者表彰」を受賞したので、伝達式を
開催します。

１　伝達式
　（1）日時　令和５年７月18日（火）午前11時から午前11時20分まで
　（2）場所　静岡県庁西館６階　くらし・環境部長室
　（3）本県受賞者

団体名 御前崎市花の会 森町花の会

功績概
要

市民の環境緑化に対する理解を深める
ことで、自発的な緑化活動を促し、地域
社会の環境美化を推進している。

町内を花で彩り続けており、緑化活動
の推進に貢献している。活動をとおし
て、会員同士や地域住民との関係を深
めており、明るく住みよい町づくりにも貢
献している。

j

２　全国の受賞者内訳

　（1）環境保全功労者表彰　７件（７人）

　　　 ・環境保全の推進のため、多年にわたり顕著な功績のあった個人、団体

　（2）地域環境保全功労者表彰　46件（20人、26団体）

　　　 ・地域環境保全の推進のため、多年にわたり顕著な功績のあった個人、団体

　（3）地域環境美化功績者表彰　47件（14人、33団体）

　　　 ・地域環境の美化のため、多年にわたり顕著な功績のあった個人、団体



提 供 日 2023/07/10

タイトル 災害時応急対策協定締結事業者研修会の開催

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班

TEL 054-221-3596

災害時応急対策協定締結事業者を対象とした研修会を開催します

　本県では、大規模災害等発生時に備え、様々な事業者の皆様と災害時応急対策協定を締結し、協力体制を整えています。
　この度、 協定 に 基 づき 協力 をいただいている 事業者等 を 対象 に 、 南海 トラフ 地震臨時情報 が 発表 された 場合 に 組織 がとるべき 対
 応 の 検討や本県の防災対策について理解を深め、 防災意識 の 向上 を 図 るための 研修会 を 開催 します 。

　１　開催日時
　　　令和５年７月18日（火）午後２時30分～午後４時15分

　２　会場
　　　静岡県男女共同参画センターあざれあ　大ホール
　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17－1）

　３　出席者
　　(1)　県と災害時応急対策協定を締結している事業者　約90団体（約120名）
　　(2)　県及び市町の担当者等　約30名

　４　研修プログラム　
　　(1)　南海トラフ地震臨時情報発信時における組織の対応計画作成支援パッケージについて
　　　　【講師】丸谷　浩明　様（東北大学災害科学国際研究所　教授）　　

　　(2)　静岡県地震・津波対策アクションプログラム2023等について　
　　　　【講師】静岡県危機管理部危機政策課

＜参考＞
・県は、大規模災害に備え、民間企業等と約700件の協定を締結している
・災害時応援協定締結事業者を対象とした研修会は、平成21年度より開催し、今回で13回目となる

※取材、聴講を御希望の場合は、開始時刻までに会場にお越しください。



提 供 日 2023/07/11

タイトル 静岡大学留学生と静岡城北高校生徒によるグローカル
課題討論会を開催します

担　　当 教育委員会 静岡城北高等学校

連 絡 先 教頭　山田

TEL 054-245-5466

静岡大学留学生と静岡城北高校生徒による
グローカル課題討論会を開催します

　静岡城北高校グローバル科２年生が、静岡大学留学生とグローカルな課題についてディスカッションを行います。
　また、終了後は書道部、筝曲部、煎茶華道部の活動を通して交流を行います。

１　開催日
　　令和５年７月14日（金）13時～16時

２　会　場
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　（住所：静岡市葵区北安東２－３－１）

３　内　容
　　静岡大学留学生との交流を通して、グローカルな課題やその解決の具体的方法
　について、自他の考えを吟味する機会とします。

４　参加者
　　静岡城北高等学校グローバル科２年生　39人
　　静岡大学留学生　10数名

５　その他
　　取材いただける場合には、前日16時までに静岡城北高校へご連絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　電　話：054-245-5466
　　ファクシミリ：054-245-2788
　　メール：shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　山田　光俊

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/11

タイトル 健康教育教材・喫煙防止下敷きを静岡県内全小学校・
特別支援学校5年生の児童へ配付

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

健康教育教材・喫煙防止下敷き
静岡県内　全小学校・特別支援学校5年生の児童へ配付

小学校の児童及び家族に、たばこがもたらす身体的な影響を啓発するため、健康教育教材としての“喫煙防止下敷き”を県内
小学校及び特別支援学校の５年生等へ配付いたします。前年度まで配付していた喫煙防止下敷きの“悪者トリオ”のイラストに可
愛さがあったため、悪者トリオを妖怪トリオに変更し、たばこは悪いもの、怖いものと認識してもらうように工夫しました。ま
た、たばこの種類が増えているため、電子式たばこや加熱式たばこも加えました。

この事業は、静岡県医師会、県教育委員会、県薬剤師会、県学校保健会、県対がん協会の協力を得て2005年度より本年度まで
19年間にわたって実施しており、本年度を含め、延べ約70万人の児童に配付しています。

【健康教育教材下敷きの配付事業の概要】

１、 配付物：小学生用喫煙防止下敷き（Ａ４版　両面ラミネート加工）

２、 配付対象と配付枚数

区　　分 配付箇所数 配付枚数

小学校（国立・私立学校、分校・分教室

含む）

522 36,835

関係機関（静岡県・郡市医師会、県教育

委員会、薬剤師会、県学校保健会等）

132 1,708

合計 654 38,543

３、 配付時期：令和5年６月下旬～７月上旬

４、 作成費用：約　230万円

５、 作成：静岡県健康福祉部、静岡県立静岡がんセンター

６、 協力：一般社団法人静岡県医師会、静岡県教育委員会、

　　　　　　公益財団法人県薬剤師会、静岡県学校保健会、静岡県対がん協会

【本年度の下敷きデザイン】



提 供 日 2023/07/11

タイトル ふじのくに茶の都ミュージアム東アジア文化都市
2023特別企画展「世界の茶器と喫茶文化～日中韓をは
じめとして中東・イギリスまで～」開催

担　　当 経済産業部 ふじのくに茶の都ミュージアム企画総務課

連 絡 先 企画総務課　山本

TEL 0547-46-5588

ふじのくに茶の都ミュージアム東アジア⽂化都市2023特別企画展
「世界の茶器と喫茶⽂化〜⽇中韓をはじめとして中東・イギリスまで〜」開催

１　概要
　本展では「東アジア⽂化都市※」関連企画として、⽇中韓をはじめ、アジアから中東、アフリカ、イギリスまでの喫茶⽂化を茶器と写真とともに紹介します。
※⽇中韓で毎年原則１都市を選定し、⽂化交流、⽂化芸術イベント等を実施する国家イベント

２　会期・会場・観覧料
会期 　令和５年７⽉29⽇（⼟）〜12⽉４⽇（⽉）
開館時間 　９時〜17時（⼊場は16時30分まで）
休館⽇ 　毎週⽕曜⽇（祝⽇の場合は翌平⽇、８⽉15⽇は開館）

　　 会場    ふじのくに茶の都ミュージアム博物館２階企画展⽰室
観覧料 　⼀般300円（常設展・企画展共通）、学⽣・70歳以上・障害者⼿帳をお持ちの⽅無料（要証明）

３　関連イベント
項⽬ ⽇時・会場 料⾦・対象 定員

海外の喫茶⽂化を楽しむセミナー
インドとモロッコの喫茶⽂化について学び、お
菓子とともにお茶２種類を楽しみます。めず
らしいお茶を味わう機会ですので、ぜひご参
加ください。

令和５年10⽉29⽇（⽇）
11時00分〜12時30分
14時30分〜16時00分
（各回90分）
博物館１階多⽬的ホール

500円
（会期中の観覧
券が必要）

中学⽣以上

各回先着20名
（事前予約制、
７⽉29⽇〜受
付開始※詳細
HP）

ギャラリートーク
学芸員が企画展の⾒所を解説します。

令和５年９⽉16⽇（⼟）
令和５年11⽉４⽇（⼟）
各⽇10時30分〜11時00分　
　　　　13時30分〜14時00分
博物館２階企画展⽰室

無料
（当⽇の観覧券
が必要）

どなた様でも

各回10名程度
（当⽇先着順
で整理券を配
布）

ふじのくに茶の都ミュージアム
 〒428-0034
 静岡県島⽥市⾦⾕富⼠⾒町3053-２

 TEL 0547-46-5588
 FAX 0547-46-5007
 HP    https://tea-museum.jp

https://tea-museum.jp


会 見 日 2023/07/11

静岡県の水産加工品

(1)静岡県の水産加工品の特徴

　大消費地に近く、発達した交通網と設備の整った漁業基地を持つ本県は、水産加工業が盛んで、焼津や沼津におけるカツオ、サ
バの節製品、沼津の干物、駿河湾から遠州灘にかけてのシラス干し、焼津を中心とした練り製品など、地域ごとに我が国を代表す
る多彩な水産加工品が生産されている。

(2)水産加工品の生産量と全国順位（令和３年）

順位 都道府県 生産量（トン）
１
２
３
４
５

北海道
千葉県
静岡県
宮城県
兵庫県

135,635
128,924
122,044
101,097
 81,454

全　国 1,525,712
出典：水産加工統計調査（農林水産省）、缶詰時報（公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会）

(3)主な水産加工品と全国に占める割合（令和３年）

品　目 生産量
（トン）

全国シェア
（％）

順位 主な生産地

かつお缶詰 11,113 100 1 静岡市、焼津市
まぐろ類缶詰 21,034 97 1 静岡市、焼津市
かつおなまり節 601 51 1 焼津市
あじ（塩干品） 9,369 42 1 沼津市、熱海市、伊東市
かつお節 6,598 26 2 焼津市、御前崎市、西伊豆町
かつおけずり節 2,722 20 2 焼津市
さば節 1,337 14 3 沼津市、焼津市
しらす干し 4,130 13 3 浜松市、磐田市、吉田町、静岡市
出典：水産加工統計調査（農林水産省）、缶詰時報（公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会）

担当 ： 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連絡先 ： 流通加工班　TEL 054-221-2658



提 供 日 2023/07/11

タイトル 食中毒警報（細菌性食中毒　第１号）の発表

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

－危機管理情報－
食中毒警報（細菌性食中毒　第１号）の発表

１　発表日時　　令和５年７月11日　午前10時00分

２　適用項目　　ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

 県内 は 、 気温 が 高 い 状態 が 続 き 、 食中毒 が 発生 しやすい 気象条件 となっています 。この状態は、明日以降も続くと予想されることから、食

品の取扱い施設及び一般家庭に注意を促すため、今年度、初めて食中毒警報（細菌性食中毒）を発表します。

３　有効期間　 令和 ５ 年 ７ 月11 日 から 令和 ５ 年 ７ 月12 日

＜注意事項＞
１　生で食べる食品の調理・取扱いには十分注意し、なるべく早く食べる。

２　調理前の手洗いを励行し、食品の衛生的な取扱いに心掛ける。

３　冷蔵庫内の温度は10℃以下に保ち、食品の詰め過ぎに注意し、また、開閉回数を少なくする等、食品の保存・管理には十分気をつけ

る。

４　家庭や行楽先でも、調理食品や弁当などは低温で保存し、なるべく早く食べる。

＜参考＞

○食中毒警報の発表基準

以下のいずれかの条件に該当した場合に発表する。

ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

イ　県内の感染症発生動向調査における定点当たりの「感染性胃腸炎」報告症例数が概ね20人以上となった場合

ウ　県内で同一の病因物質による食中毒が連続して発生している場合で、特に注意喚起が必要と判断される場合

エ　その他発表者が必要と判断した場合



提 供 日 2023/07/11

タイトル （仮称）静岡県動物愛護センター基本計画の策定

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

新しく整備する（仮称）静岡県動物愛護センターのための基本計画を策定しました
〜多くの人が集い「いのち」の大切さを学び思いやりを育む場〜

１　概　要

県の動物愛護管理拠点である動物管理指導センターは、施設老朽化のほか、今後の動物愛護施策の展開において機能面での課題を

抱えていることから、専門家を交えた検討やパブリックコメントでいただいた御意見を受けて、県立富士見学園（富士市大淵2158）跡地のリノ

ベーションを方針とする「（仮称）静岡県動物愛護センター基本構想」を令和４年12月に策定公表しました。

今回、基本構想をもとに専門家の意見も踏まえ、具体的な整備内容を盛り込んだ「（仮称）静岡県動物愛護センター基本計画」を策

定しました。

２　基本計画について
「動物の命をつなぐための拠点」、「普及啓発の拠点」、「ボランティア支援、育成の拠点」、「災害時動物対策の拠点」の４つの役割に基づ

き、センター運営方針、施設規模、施設機能を踏まえた具体的な整備内容について検討し、以下のような施設等を整備します。

普及啓発
・動物愛護を通して「いのち」の大切さを学ぶ 研修 ルーム、 多目的棟
・新しい飼い主への譲渡につなげる マッチングルーム
・ボランティアが活用できる ボランティアルーム

動物管理
・動物福祉に配慮した 譲渡室
・感染症まん延防止のための 検疫室、 隔離室
・動物の健康管理、地域猫の不妊・去勢手術を行う 診察室、 手術室、 検査室

その他
・富士山が眺望できる ドッグラン（災害時動物対策の拠点）
・ボランティアイベントの支援

３　公表場所　
静岡県公式ホームページに掲載しております。　

　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html
（（仮称）静岡県動物愛護センター基本構想やパブリックコメントの結果も掲載しております。）

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html


提 供 日 2023/07/11

タイトル 有効期限切れによる新型コロナワクチンの廃棄

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先 機動第３班

TEL 054-221-2218

１　概要
国から県内へ供給された新型コロナワクチンのうち、令和４年11月から令和５年５月までの間に有効期限切れとなったものに
ついて、県及び各市町において廃棄処分を行った。

○有効期限切れによるワクチン廃棄量
（括弧内：接種回数換算）

ワクチン 県 市町 計 供給量（Ａ）
モデルナ社ワクチン

（従来株対応）
（10回接種分／本）

0本
（0回分）

14市町
4,137本

（41,370回分）

4,137本
（41,370回分）

Ａの4.0％

102,150本
（1,021,500回分）

ファイザー社ワクチン
（従来株対応）

（６回接種分／本）

0本
（0回分）

11市町
1,081本

（6,486回分）

1,081本
（6,486回分）

Ａの0.3％

360,750本
（2,164,500回分）

武田社ワクチン
（ノババックス）

（10回接種分／本）

0本
（0回分）

21市町
445本

（4,450回分）

445本
（4,450回分）

Ａの6.5％

6,856本
（68,560回分）

モデルナ社
２価ワクチン
（BA.1対応）

（５回接種分／本）

530本
（2,650回分）

30市町
25,222本

（126,110回分）

25,752本
（128,760回分）

Ａの74.8％

34,420本
（172,100回分）

計 530本
（2,650回分）

33市町
30,885本

（178,416回分）

31,415本
（181,066回分）

Ａの5.2％

504,176本
（3,426,660回分）

※ 市町別の廃棄量は別添のとおり。

２　有効期限切れとなった要因等
県では、市町と連携して融通調整を行うなどワクチンの有効活用に努めてきたが、次の要因により、やむを得ず有効期限切れ
ワクチンが発生した。今後も、市町と協力してワクチンの有効活用に努め、有効期限切れワクチンができるだけ少なくなるよ
う努めていく。

ワクチンのモデルチェンジが繰り返されたが、新しいワクチンの供給スケジュールが供給直前に突如示されるため、その度
に十分な量の新しいワクチンを要求せざるを得ず、ニーズのない古いワクチンの在庫が大量に残った。

令和４年９月20日からオミクロン株（BA.1）対応ワクチンの接種が開始されたことに伴い、従来株対応型ワクチンを使
用する機会が激減した。
令和４年10月13日からモデルナ社２価ワクチン（BA.4-5対応）の接種が開始されたことに伴い、モデルナ社２価ワクチ
ン（BA.1対応）を使用する機会が激減した。

３　ホームページでの公表
県及び市町の廃棄量をとりまとめ、県ホームページに公表します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053087/covid19-vaccine/1024462.html
今後は概ね６か月毎に更新し、特例臨時接種としての新型コロナワクチンの接種が終了するまで公表します。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053087/covid19-vaccine/1024462.html


提 供 日 2023/07/11

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月11日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第81報（７月10日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 焼津市 631 27 1 30 6 6 7月11日 ～ 7月1
2 小学校 藤枝市 738 27 1 30 13 12 7月11日 ～ 7月1
3 幼稚園 磐田市 91 5 1 30 15 15 7月10日 ～ 7月1

本日合計 ２小学校、１幼稚園 3 90 34 33
１９２施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１１４小学校、　１１幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
368 10,569 3,428 3,225

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月５日 　



会 見 日 2023/07/11

富士山開山日（７月10日）の登山者数

富士山開山日（７月10日）の登山者数

富士山開山日（７月10日）の県が実測した登山者数は、次のとおりです。

１　開山日(7/10)の登山者状況

令和５年７月10日（月）９時～24時

富士宮口 御殿場口 須走口 ３登山口 計

４９５人 ５１人 ３２６人 ８７２人

２　実測の状況

県内３登山口の五合目において、調査員各２名が目視により実測しました。

３登山口全体の登山者数は、開山日が日曜日となった昨年を１割程度上回り、コロナ禍前で開山日が月曜日となった平成29年を上回っ

た。

＜参考＞

■過去５年の開山日登山者数（令和２年は開山せず）

実測日 富士宮口 御殿場口 須走口 ３登山口計

令和４年７月10日(日) 424人 245人 136人 805人

令和３年７月10日(土) 284人 182人 75人 541人

令和元年７月10日(水) 1,002人 82人 208人 1,292人

平成30年７月10日(火) 883人 99人 132人 1,114人

平成29年７月10日(月) 481人 77人 252人 810人

※実測期間はいずれも９時～24時

■今夏は週末やお盆時期だけでなく、平日も登山者で混雑が予想されます。

今夏は例年になく、平日も宿泊予約が埋まっている山小屋もあります。登山を計画される方は、綿密に無理のない登山計画を立ててく

ださい。また、夜通し一気に山頂を目指す【弾丸登山】は、高山病等のリスクも高く、さらに山小屋も営業時間外は休憩やトイレ使用も制限

しておりますので、止めてください。

富士山の安全情報については、世界遺産富士山とことんガイドや県公式ツイッターにより情報提供を行っています。

＜とことんガイド＞　https://www.fujisan223.com/guide/congestion/　

＜県公式ツイッター＞静岡県 富士登山安全情報（@fujitozan_anzen）記者提供資料の本文を記載してください。

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連絡先 ： 交流・継承班　TEL 054-221-3747

https://www.fujisan223.com/guide/congestion/


会 見 日 2023/07/11

富士山長歌作曲コンクールの作品募集開始

富士山長歌作曲コンクール　作品募集の開始

静岡県は、今年、「東アジア文化都市2023静岡県」のブランドの元で多彩な文化を発信しており、その根幹となるのが、世界文化遺産10周
年を迎える霊峰富士山です。
　そこで東アジア文化都市のレガシーとして、富士山を讃え詠んだ万葉集の中の山部赤人と高橋虫麻呂の長歌を歌詞に作曲コンクールを行
います。
　多くの皆様から、誰にでも親しまれ、品格のある富士山賛歌の作品の応募をお待ちしています。

○募集内容
(1) 募集作品
　万葉集の中の山部赤人と高橋虫麻呂の長歌を歌詞にした曲
(2) 応募資格
　どなたでも応募できます（年齢、国籍、プロ・アマ問いません）
(3) 募集期間
　　 令和５年７月14日（金）から令和５年９月15日（金）まで（当日消印有効）
　・応募に関する詳細については、下記ホームページをご覧ください。
　　https://culturecity-shizuoka.jp/apply-chouka/

○本件に関するお問い合わせ
　東アジア文化都市2023静岡県実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　電話　054-221-2252　FAX　054-221-2827
　Mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連絡先 ： 文化政策班　TEL 054-221-2252

https://culturecity-shizuoka.jp/apply-chouka/
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/07/11

タイトル 【表敬訪問中止】新オーケストラがデビュー！三島ゆ
うゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

新オーケストラがデビュー！
三島ゆうゆう祝祭管弦楽団が知事を表敬訪問

※都合により、表敬訪問を中止します。（７月11日14時変更）

１　要旨

　県東部在住のクラシック奏者を中心に、三島市民文化会館（ゆうゆうホール）を本拠地として結成されたオーケストラ「三島ゆ

うゆう祝祭管弦楽団」の団員が、知事を表敬訪問し、同楽団の概要や８月20日に控えたデビュー公演への意気込み等を報告しま

す。

２　概要

（1）日時　　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ）　 午後 １ 時30 分 ～ ２ 時00 分（表敬訪問中止）

（2）場所　　　知事室（県庁東館５階）

（3）訪問者　　三島ゆうゆう祝祭管弦楽団

土山 和雅（つちやま　かずまさ）氏　（名誉顧問）

佐野 淳祥（さの　あつよし）氏 （実行委員長）

川嶋 友江（かわしま　ともえ）氏　（事務局長）

旭 揚子　（あさひ　ようこ）氏　（団員）

綾木 美帆（あやき　みほ）氏　（団員）

中澤 孝之（なかざわ　たかゆき）氏　（団員）

（4）三島ゆうゆう祝祭管弦楽団について

三島市民文化会館（ゆうゆうホール）を拠点に、シーズンごとにメンバーを編成し、公演を開催するプロ・アマチュアの混成

オーケストラ。さまざまな祝事と連携したコンサート、音楽による国際交流、優れた若い音楽家の育成機会の提供を主目的とし

て令和５年６月14日に結成された。

（5）デビュー公演について

ア.日　時　令和５年８月20日(日)午後２時開演（午後１時30分開場）

イ.会　場　三島市民文化会館（ゆうゆうホール）大ホール

ウ.演奏曲　ベートーヴェン作曲：交響曲第５番『運命』　ほか

エ.その他　当公演は、東アジア文化都市２０２３静岡県地域連携プログラムである。
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タイトル 初開催！ふじさんネットワーク25周年プレイベント
「１日子どもエコレンジャー体験会」の参加者募集

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

初開催！ふじさんネットワーク25周年プレイベント
「１日子どもエコレンジャー体験会」の参加者募集

　来年25周年を迎えるふじさんネットワークでは、プレイベントとして、富士山の来訪者にマナー啓発等を行う「富士山エコレン
ジャー」と一緒に自然を観察し、富士山の素晴らしさとマナーを学ぶ「１日子どもエコレンジャー体験会」の参加者を募集しま
す。

１　内容
　(1)主　　催  ふじさんネットワーク、静岡県

　(2)日　　時  令和５年７月29日(土) 10時00分～15時30分（予備日：８月５日(土））

　(3)場　　所　富士山ふれあいの森、住友林業富士山「まなびの森」　
　　　　　　  
　(4)内　　容  ９時50分　西臼塚駐車場
　　　　　　　 10時　　　開会式
　　　　　　　 10時30分　西臼塚で富士山エコレンジャー活動体験(1時間30分)
　　　　　　　 12時　　　まなびの森に移動、昼食
　　　　　　　 13時　　　まなびの森で自然散策(1時間30分)
　　　　　　　 14時30分　まなびの森で発表(1時間)
　　　　　　　 15時30分  現地解散

２　参加者募集
　(1)対　　象　小学校４年生以上の小中学生と保護者　先着20名程度
　　　　　　　（自家用車等で現地までの往復が可能な方）

　(2)申込方法　令和５年７月24日(月）までに、郵便番号、住所、氏名、年齢、
　　　　　　　 電話番号、延期時の参加の有無を御記入のうえ、郵便、ＦＡＸ
　　　　　　　 又はメールによりお申し込みください。参加費無料。参加者の
　　　　　　　 傷害保険は主催者が加入。

　(3)申 込 先　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課
　　　　　　　　富士山・南アルプス保全班
　　　　　　　　電話番号:054-221-3498　FAX番号:054-221-3278 
　　　　　　　 【Eメール】shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

３　取材について
　　取材いただける場合は、直接会場にお越しください。
　　天候不順が疑われる場合は、延期・中止の判断を、前日の15時頃に行いますので、以降に自然保護課にお問い合わせください。

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
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タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング
(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

　令和５年５月末の県内における高齢ドライバーによる人身交通事故は、昨年同
期と比較し、約１割増加しています。
　県では、増加傾向にある高齢ドライバー事故を抑止するため、参加体験型研修
（危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修）を開催しており、７月は次のとおり開催
します。
　研修では、瞬間視や盲点・視野の限界、反応の速さや正確性などの「人間の能
力」について理解するための講習も実施します。

＜開催内容＞
　機材の関係により、各回定員20名(募集済)で開催します。

市町名 開催日 開催時間 実施会場 対象者

森町 ７月19日（水）
午前の部 10:30～12:00
午後の部 13:30～15:00

周智郡森町森1524番地の1
森町拠点防災倉庫　第１仕分け室

森町内65歳以上の方

清水町 ７月19日（水）
午前の部 10:30～12:00
午後の部 13:30～15:00

駿東郡清水町堂庭２１０−１
清水町役場　３階大会議室

（公社）清水町シルバー
人材センター

　
　撮影条件等について各市町に確認をする必要があるため、7月18日（火）の正
午（12:00）までに上記担当班まで連絡をお願いします。

○昨年度の研修の様子

※　高齢ドライバー事故：高齢者が原付以上の車両を運転して第１当事者となった人身事故件数



提 供 日 2023/07/11

タイトル 知事が動く！「移動知事室（東部）」を実施します。

担　　当 経営管理部 東部地域局地域課

連 絡 先 地域班

TEL 055-920-2183

「移動知事室（東部）」を実施します。

県は、知事の唱える「現場主義」の具現化のため、執務の拠点を一定期間にわたり出先機関に置き、県内各地域における重点的な
取組、政策課題や県政への要望等を現地で確認し、対応を図る「移動知事室」を実施します。

１　今回の実施日時・場所
　　７月18日（火）～７月19日（水）

　　沼津市、伊豆市

２　実施テーマ
　　東部地域に息づく技術と文化
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タイトル 知事が沼津市の方々と語り合います！
～知事広聴「平太さんと語ろう in 沼津市」の開催～

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班　石田

TEL 054-221-2244

知事が沼津市の方々と語り合います！
～知事広聴「平太さんと語ろう in 沼津市」の開催～

　知事広聴は、今後の県政に活かすため知事が地域に出向き、地域の実情や課題について住民の方々と意見交換を行うものです。
　今回は、市制100周年を迎える沼津市の皆さんにお集まりいただき、様々な分野で活躍されている４名の方と川勝知事が意見交換
します。
　オンラインによる動画配信も行います。
　また、時間の許す限り傍聴・視聴されている方々からも御意見をいただく予定です。

１　概要

　(1)日  時    令和５年７月19日（水）　午後１時30分～午後３時
　(2)会  場    沼津市立図書館（沼津市三枚橋町9-1）
　(3)発言者　　沼津市で様々な分野で活躍中の方４名（敬称略・発言順）

氏　　名              所属団体等
　沼田　潤 NPO法人こころのまま　理事長
　青木　一  あおき屋株式会社　代表取締役、任意団体e-monogatari代表
　西島　由紀子  合同会社キナリ舎　代表
　小笹　智靖  株式会社ＦＬＡＶＯＵＲ　代表取締役

２　申込方法

　(1)会場での傍聴
　電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで「知事広聴 沼津市 傍聴希望」「氏名」「住所」「電話番号」をお知らせください。

　(2)オンライン視聴
事前申込みは不要です。
２週間前までに知事広聴（沼津市）のホームページに視聴用ＵＲＬを掲載しますので、そちらからご視聴ください。

３　申込み・問合せ

知事戦略局広聴広報課　県民のこえ班
電話　054-221-2235　FAX番号  054-254-4032
E-mail　chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp

４　ホームページ　

検索サイトで「知事広聴　沼津市」と検索
静岡県ホームページＩＤ1054103で検索
ＵＲＬ：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054103.html
ＱＲコード

＜取材時のお願い＞
・ 当日は、沼津市立図書館視聴覚ホール前の受付にお越しください。
・ 登壇者への取材等は終了後にお願いします。
・ 手洗い、手指消毒等、感染防止策にご協力をお願いします。

mailto:chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054103.html


提 供 日 2023/07/12

タイトル 県内初！高校生のためのサイバーセキュリティカレッ
ジを開催します！

担　　当 教育委員会 松崎高等学校

連 絡 先 教頭　後藤

TEL 0558-42-0131

県内初！
高校生のためのサイバーセキュリティカレッジを開催

　静岡県内の高校では初の試み！静岡県警察のサイバー犯罪対策担当者を講師に招き、松崎高校においてサイバーセキュリティカ
レッジを開催します。
　夏休みを前にインターネットを悪用した犯罪に巻き込まれないようサイバーセキュリティを学ぶとともに、高齢過疎地域におけ
る若者が果たす役割としての積極的なインターネット活用のための技術や知識を学びます。

１　開催日
　　令和５年７月19日（水）８時45分～９時35分（２年生）
　　　　　　　　　　　　　９時45分～10時35分（１年生）

２　会　場
　　静岡県立松崎高等学校　会議室
　　（住所：賀茂郡松崎町桜田１８８）

３　内　容
　　仮想のSNSアカウントの写真からインターネット上の公開情報を収集して投稿者
　の自宅を割り出す体験や講話を行います。
　
４　参加者
　　松崎高校　１年生　64名
　　　　　　　２年生　56名
　　　　　　　教職員　各学年６名程度

５　その他
　　取材いただける場合には、前日16時までに松崎高校へご連絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立松崎高等学校
　　電　話：0558-42-0131
　　メール：matsuzaki-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　後藤　啓介

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:matsuzaki-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/12

タイトル 「不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇
談会」の開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 教育総務課勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

「不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇談会」を開催します。

１　目的
　　不祥事根絶に向け、部活動等で発生する体罰・不適切な言動による事案に対する問題意識を共有し、学校教育団体等と連携
し、未然防止対策の強化に取り組む。

２　日時　令和５年７月14日（金）午後１時から午後２時まで

３　場所　静岡県庁別館20階第一会議室Ｃ

４　参加者
　　静岡県高等学校体育連盟会長　丹生敬人（県立浜松東高等学校長）
　　一般社団法人静岡県高等学校野球連盟会長　清水淳次（県立浜松大平台高等学校長）
　　静岡県高等学校文化連盟会長　杉山　忍（県立静岡中央高等学校長）
　　静岡県中学校体育連盟会長　長澤滋文（静岡市立長田西中学校長）
　　　　
５　内容
　・不祥事根絶に向けた意見交換　
　・各団体のハラスメント対策などの聞取り

６　その他
　　懇談会は、調査中の不祥事案等を取り扱うため、非公開で行います。
　　開会後、冒頭挨拶（教育長）まで取材可能です（午後１時～午後１時５分目安）。
　　終了後、教育長が教育長室で10分程度取材に応じます（午後２時10分～午後２時20分目安）。

７　問い合わせ先
　　静岡県教育委員会教育総務課
　　担当　小谷　
　　電話　054-221-3580



提 供 日 2023/07/12

タイトル 【開催中止】静岡県議会議会運営等改善検討委員会の
開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

　
　議会運営等の改善について、調査検討するため、下記のとおり第１回委員会を開催します。

記

※委員会の開催が中止となりました。（７月12日18時変更）

■日　時　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ） 本会議閉会後（開催中止）

■場　所　　第５委員会室（静岡県庁本館４階）

■構成員　　11人

会 派 名 氏　 　名

自民改革会議

中　田　次　城

伊　丹　雅　治

望　月　香世子

西　原　明　美

落　合　愼　悟

小　沼　秀　朗

江　間　治　人

ふじのくに県民クラブ

佐　野　愛　子

良　知　駿　一

田　内　浩　之

公明党静岡県議団 牧　野　正　史



提 供 日 2023/07/12

タイトル 静岡県から２人が農林水産大臣賞（第70回全国乾椎茸
品評会）を受賞

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-3618

 令和５年６月29日に開催された第70回全国乾椎茸品評会において、朝香博典氏（伊豆市）と福室勝義氏（伊豆市）の２人が農林
水産大臣賞を受賞した。本県における農林水産大臣賞の２品柄同時受賞は、平成28年以来７年ぶりとなる。

１　受賞内容等
賞 品　柄 氏　名 年齢 市町 備　考

天白冬菇 （あさか　ひろのり）
朝香　博典

56 伊豆市 ４回連続受賞
農林水産
大臣賞

茶花冬菇
（ふくむろ　まさよし）

福室　勝義 79 伊豆市

・全国から５品柄計259点が出品。品柄毎に農林水産大臣賞を１点ずつ選出
・表彰式は８月上旬に東京都内で開催予定
・静岡県は江戸時代から続く原木椎茸の生産地で、原木乾椎茸の生産量は全国５位
・静岡県は第70回までに79点農林水産大臣賞を受賞しており、大分県（126点）に次いで受賞数全国２位

２　本県における全国乾椎茸品評会の受賞者（過去３回）
年度 賞 品柄 受賞者

令和元年 農林水産大臣賞 天白冬菇 朝香　博典
令和３年 農林水産大臣賞 天白冬菇 朝香　博典
令和４年 農林水産大臣賞 天白冬菇 朝香　博典

　※令和２年度は新型コロナウイルスの影響で開催中止

＜参考＞全国乾椎茸品評会とは
・椎茸の生産技術向上等を図るため、全国の生産者から出品された乾椎茸５品柄（天白冬菇、茶花冬菇、冬菇、香菇、香信）につ
いて、形状・色沢等を審査
・昭和28年から開催され、令和５年で70回を数える。



提 供 日 2023/07/12

タイトル 太陽光発電・蓄電池を設置する事業者を支援します！
（再生可能エネルギー導入促進緊急対策事業費補助
金）

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

太陽光発電・蓄電池を設置する事業者を支援します！
（再生可能エネルギー導入促進緊急対策事業費補助金）

 
 昨今の国際情勢等によりエネルギー価格が⾼騰するなか、再⽣可能エネルギーの導⼊を促進することにより、事業者の負担軽減
を図るとともに、本県の温室効果ガスの排出削減に資するため、⾃家消費型太陽光発電設備及び蓄電池を設置する事業者に対し、
補助⾦を交付します。
 このたび、第２次募集の申請受付を７⽉31⽇（⽉）〜８⽉４⽇（⾦）に⾏います。

 
【補助⾦の概要】  

区分 内容
補助対象者 県内に事業所を有する中⼩企業等
対象事業 ⾃家消費型太陽光発電設備及び蓄電池を設置する事業（それぞれ単体でも可）

補助額

・⾃家消費型太陽光発電設備︓発電出⼒（kW）×４万円／kW
・蓄電池︓（１）（２）のいずれか低い額
  （１）蓄電容量（kWh）×６.３万円／kWh（業務・産業⽤）
          又は ×５.２万円／kWh（家庭⽤）
  （２）補助対象経費×１／３

申請受付期間 令和５年７⽉31⽇（⽉）９時から令和５年８⽉４⽇（⾦）17時まで
※申請状況により、受付を途中で締め切る場合があります

募集要領・申請
書・補助⾦説明等

静岡県地球温暖化防止活動推進センターのホームページを御覧ください
＜募集要領・申請書等＞
 http://sccca.net/p-chiku
＜補助⾦説明動画＞
 https://sccca.net/blog/wp/?p=12383

問合せ先
静岡県地球温暖化防止活動推進センター
住所︓〒420-0851 静岡市葵区⿊⾦町12-5 丸伸ビル２F
TEL︓054-205-8230 E-mail︓p-chiku@sccca.net

http://sccca.net/p-chiku
https://sccca.net/blog/wp/?p=12383


提 供 日 2023/07/12

タイトル 食品事業者向け食品表示講習会を開催します！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

 
 

  県では加工食品を製造・販売する県内の食品関連事業者を対象に、下記
のとおり食品表示講習会を開催します。

    講習会では食品表示制度を中心に、新しい原料原産地表示制度や栄養成分表示
  の表示方法についても解説します。

1 開催日 会場 定員

２　対象
　加工食品を製造・販売する県内の食品関連事業者

３　内容
  (1)食品表示制度について(食品表示基準の概要)
　(2)新しい原料原産地表示制度について
　(3)栄養成分表示の表示方法について

４　講師
　管理栄養士

５　申込方法

６　問合せ先



提 供 日 2023/07/12

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月12日 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第82報（７月11日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 裾野市 712 27 1 27 8 8 7月10日 ～ 7月1
1 28 8 7 7月11日 ～ 7月1
1 27 16 14 7月11日 ～ 7月1
1 28 11 11 7月11日 ～ 7月1

2 小学校 富士市 599 23

1 28 6 4 7月11日 ～ 7月1
3 小学校 静岡市駿河区 380 16 1 30 13 9 7月11日 ～ 7月1

本日合計 ３小学校 6 168 62 53
１９５施設

本日までの累
計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１１７小学校、　１１幼稚園、

　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
374 10,737 3,490 3,278

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月11日（焼津市小学校、藤枝市小学校、磐田市幼稚園） 　



提 供 日 2023/07/12

タイトル 令和５年度社会福祉審議会を開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 054-221-2052

令和５年度第1回静岡県社会福祉審議会を開催します

１　日時・場所
　（１）日時　　令和５年７月19日（水）　全体会　　　　　13時20分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　専門分科会　　14時20分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　（民生委員審査専門分科会は15時30分から）
　（２）場所　　グランディエールブケトーカイ　（静岡市葵区紺屋町17-1）
　　　　全体会　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　  ４階 　シンフォニー
　　　　専門分科会　障害者福祉専門分科会　  　４階 　 ワルツ
　　　　　　　 　 　 　　老人福祉専門分科会　　 　  ４階 　 シンフォニー
　　　　　　 　　　　　　児童福祉専門分科会　　　　 24階　コスモス
　　　　 　　　　　　　　民生委員審査専門分科会　 24階　コスモス
　　　　　　　
２　出席者　　
　　増田　樹郎　氏（静岡福祉大学学長・愛知教育大学名誉教授）ほか（委員25人）

３　全体会の議題
　（１）協議事項

   地域共生に向けた包括的支援体制の構築
　（２）報告事項
　　ア　民生委員・児童委員一斉改選の委嘱状況
　　イ　第４期静岡県地域福祉支援計画の中間見直し
　　ウ　第10次静岡県長寿社会保健福祉計画の策定
　　エ　第７期障害福祉計画及び第３期障害児福祉計画の策定
　　オ　第２期ふじさんっこ応援プランの中間見直し（結果）
　　
４　専門分科会
　　全体会終了後、４つの専門分科会に分かれて開催

５　傍聴
　　・傍聴を希望される方は、事前に担当所属に連絡してください。
　　・傍聴希望者が５人を超える場合には、抽選とします。
　　※障害者福祉専門分科会は、個人情報を取り扱うため、会議は非公開とします。
　　　（傍聴席は設けません）

６　取材等
　　・取材を希望される場合は直接、会場にお越しください。（当日午後１時受付開始）
　　・会議後の記者会見は予定していません。
　　※障害者福祉専門分科会は、個人情報を取り扱うため、会議は非公開とします。
　　（取材席は設けません）
　
　【担当所属】
　　全体会・老人福祉専門分科会　　　　福祉長寿政策課　054-221-2052
　　児童福祉専門分科会　　　　　　　　 　こども家庭課　 　　054-221-2922
　　民生委員審査専門分科会　　　　 　　地域福祉課　　　　054-221-3525

　７　その他
　　・ＷＥＢ形式を併用した会議となります。



提 供 日 2023/07/12

タイトル 「家康のてんぷら」コンテストを開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

静岡で食べたい！旅行者を笑顔にする！
「家康のてんぷら」コンテストを開催します

徳川家康公ゆかりの地である静岡県への注目が集まっている好機を生かし、本県を訪れる観光客に向けて、さらに旅の満足度を
高める食のコンテンツとして「家康のてんぷら」をアピールしていきます。

静岡県観光協会と連携してコンテストを開催し、徳川家康公が好んで食べたと伝わる鯛をはじめとした、静岡県産の食材を使っ
たてんぷらを含むメニューを提供する飲食店を以下のとおり募集します。

１　募集期間　　令和５年７月18日（火）～９月15日（金）

２　募集内容

テ ー マ 「元祖」家康のてんぷら 部門 「令和版」家康のてんぷら 部門

対　　象

静岡県産の鯛を使ったてんぷら
をメインとした、オリジナルメ
ニューの一皿（すり身揚げ、フ
リット、ベニエ等も含む）

健康に気を遣っていた家康公に「食
べたい！」と思わせるような、静岡
県産の農林水産物（鯛を除く）を１
品以上使用したてんぷらを含むオリ
ジナルメニューの一皿

設定価格 一皿　1,000円～5,000円（税別）
※定食・コースは不可。天丼等、一皿にまとまっているものは可

販売期間 店舗においてすでに提供されているもの　または
令和５年12月～令和６年３月まで提供可能なもの（予定で可）

３　応募方法    Webサイトから応募用紙をダウンロードし、メールで提出

４　審査・結果発表
（１）１次審査　９月29日（金）
　　　書類審査を行い、通過者にのみ、結果を９月末までにお知らせします。
（２）２次審査

10月中に１次審査を通過した店舗を審査員が訪問し、試食審査を行います。
11月29日（水）に静岡駅周辺にて表彰式を行います。

５　賞品（各部門）
賞 賞品

グランプリ（１点） 賞状と商品券10万円分
準グランプリ（１点） 賞状と商品券５万円分
特別賞（１点） 賞状と商品券２万円分

【問い合わせ先】
静岡県観光協会　商品企画課　　所在地：静岡市駿河区南町14-１水の森ビル２階

　電　話：054-204-0066　　　　　メール：sheet@shizuoka-tourism.or.jp

mailto:sheet@shizuoka-tourism.or.jp


提 供 日 2023/07/12

タイトル 令和５年度　第１回　静岡県文化政策審議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

令和５年度 第１回 静岡県文化政策審議会の開催

令和５年７月18日（火）に静岡県文化政策審議を開催し、第５期静岡県文化振興基本計画の進捗状況等について協議し
ます。

１　日　　時　　令和５年７月18日（火）13時30分から15時30分まで
２　場　　所　　静岡県庁別館９階特別第二会議室
３　内　　容　　・東アジア文化都市2023静岡県について
　　　　　　　　・第５期静岡県文化振興基本計画の進捗状況について
４　委  　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名 現　　職

太下　義之 同志社大学経済学部経済学科教授

北川フラム アートディレクター

木下　直之 静岡県立美術館館長

澤田　澄子 公益社団法人企業メセナ協議会常務理事兼事務局長

柴田　英杞 独立行政法人日本芸術文化振興会プログラムディレクター

鈴木壽美子 静岡県文化協会会長

遠山　敦子 静岡県富士山世界遺産センター館長

仲道　郁代 ピアニスト

松井　冬子 日本画家

宮城　　聰 公益財団法人静岡県舞台芸術センター芸術総監督

森谷　明子 日本画家

諸田　玲子 作家

横山　俊夫 静岡文化芸術大学学長

以上13名（五十音順、敬称略）
（参考）

○静岡県文化政策審議会の所掌事項
・ 文化振興基本計画に関する意見を述べる。
・ 知事の諮問に応じ、文化の振興に関する基本的事項について調査審議する。
・ 文化振興施策の目標の達成度、効果等について検証し、評価する。
・ 上記のほか、文化の振興に関し必要な事項について調査審議し、知事に意見を述べる。

（静岡県文化振興基本条例（平成18年10月施行）第14条から抜粋）



提 供 日 2023/07/12

タイトル 令和５年度第1回静岡県環境審議会を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3781

令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催します

　令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催し、「鳥獣保護区等の指定」、「河川における環境基準の水域類型の見直し」及び「流域水循環
計画の策定」の諮問等を行います。

１　日　時　　　令和５年７月14日（金）午後３時から午後５時まで

２　会　場　　　県庁本館４階特別会議室（委員はオンラインまたは会場にて出席）

３　出席者　　　

　(1) 県環境審議会委員 15名（予定）

　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議　題

　(1) 諮問事項

　　・鳥獣保護区等の指定
　　・河川における環境基準の水域類型の見直し

　 　・流域水循環計画の策定

　(2) 報告事項

　　・温泉部会審議結果

５　傍聴について

　　　傍聴を希望される方は、当日の午後２時45分から午後３時までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先

　　０５４－２２１－３７８１（くらし・環境部環境局環境政策課 企画班）



提 供 日 2023/07/12

タイトル 第26代高校生平和大使等が知事を表敬訪問

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 協働推進班

TEL 054-221-3153

第26代高校生平和大使と長崎派遣代表が知事を表敬訪問します
～核兵器廃絶と世界平和を願うメッセージを世界へ発信～

（要旨）
　本年度の高校生平和大使１名と長崎派遣代表２名が、国連欧州本部への訪問や長崎市平和祈念式典、高校生１万人署名活動など
への参加に当たり、知事を表敬訪問します。

（概要）
　１　訪問日時　　令和５年７月14日（金）11時00分～11時30分

　２　主な訪問者　・高校生平和大使　中野さん（静岡市内高校生）
　　　　　　　　　・長崎派遣代表　　渡邊さん（裾野市内高校生）
　　　　　　　　　・長崎派遣代表　　東井上さん（静岡市内高校生）
　　　　　　　　　・静岡県平和・国民運動センター会長
　
　３　場所　　　　県庁東館５階　知事室

　４　内容　　　　平和大使等の挨拶、知事からの激励、写真撮影等

＜参考＞高校生平和大使の概要
  ・1998年(平成10年)に長崎の高校生が国連本部を訪問し、核兵器廃絶を訴えたことから活動がスタート
  ・主催　高校生平和大使派遣委員会（長崎市）
  ・静岡県内からは2012年(平成24年)に初めて平和大使を派遣
  ・国連欧州本部や長崎市への訪問のほか、高校生１万人署名活動や平和学習などの活動に参加し、核兵器廃絶と世界平和を願う
メッセージを世界へ発信

  ・任期は１年間

【８月以降の主な活動予定】

期間等 内　　　容

８月７日～９日 長崎市平和祈念式典等への参加（平和大使・長崎派遣代表）

８月19日～25日
国連欧州本部（軍縮局ほか）訪問（平和大使）
※外務省のユース非核特使として訪問

９月～ 第８回高校生ピースフォーラムへの参加(平和大使・長崎派遣代表)
高校生１万人署名活動（街頭署名活動）（平和大使・長崎派遣代表）



提 供 日 2023/07/12

タイトル 第７回静岡県公文書管理の在り方検討委員会の開催

担　　当 経営管理部 総務局文書課

連 絡 先 文書班

TEL 054-221-2068

第７回静岡県公文書管理の在り方検討委員会を開催します

　本県における公文書管理の在り方について検討を行うため、静岡県公文書管理の在り方検討委員会を開催します。

１　日　時　令和５年７月19日（水）午後１時30分から３時00分まで

２　会　場　静岡県庁 東館16階　ＯＡ研修室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内  容　公文書の管理に関する条例の骨子案

４　会議の公開
 (1)傍聴定員　５人（定員になり次第終了）
 (2)傍聴手続　傍聴を希望される方は、当日の午後１時00分から１時20分までの
　　　　　　　間に、会場までお越しください。受付は先着順で行い、定員にな
　　　　　　　り次第終了します。
 (3)問 合 先　静岡県経営管理部総務局文書課文書班
　　　　　　  電話：054-221-2068

５　静岡県公文書管理の在り方検討委員会委員（７人、五十音順・敬称略）

氏　　名 役　　　　職　　　　等
 梅原　康嗣  独立行政法人国立公文書館業務課長
 大國　田鶴子  元ＮＰＯ法人静岡県男女共同参画センター交流会議理事
 金川　幸司　  静岡県立大学名誉教授
 白井　哲哉  筑波大学図書館情報メディア系教授
 永田　奈央美  静岡産業大学経営学部教授
 牧田　晃子  弁護士
 四方田　雅史  静岡文化芸術大学文化政策学部教授



提 供 日 2023/07/12

タイトル 逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会の設
置

担　　当 経営管理部 総務局

連 絡 先 清水

TEL 054-221-2834

逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会を設置します

　逢初川土石流災害検証・被災者支援特別委員会の提言を受け、逢初川土石流
災害に係る県の行政対応について、県として改めて検証するため、「逢初川
土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」(以下「庁内検証委員会」という。)
を設置します。
また、庁内検証委員会の委員間において、この委員会の設置趣旨や、今後の

　検証に当たっての基本姿勢等を確認するため、下記のとおり会議を開催します。

　１　庁内検証委員会の委員
部　局　名 職　名 備　　　　考

経営管理部 総務局長 委員長
〃 総務局参事

くらし・環境部 廃棄物リサイクル課長 廃棄物処理法の所管課長
〃 盛土対策課長

経済産業部 森林保全課長 森林法の所管課長
交通基盤部 砂防課長 砂防法、土砂災害防止法の所管課長

〃 土地対策課長 都市計画法、土採取等規制条例の所管課長

　２　会議の日程など
　　　　 令和５年７月19日（水）　10時から　（会場：県庁別館２階第３会議室Ｂ）

　　（会議の内容）
　　・庁内検証委員会の設置の経緯等について
　　・庁内検証委員会による検証の基本姿勢等について
　　・検証対象の法令に係る県の行政対応の検証の方向性等について
　　・今後の進め方等について

検証対象の法令 提言により提起された新たな論点
砂防法 砂防指定地の面指定の判断や行為制限を行わなかった判断の妥当性

森林法 地下水以外の原因を想定した北側宅地開発への指導の妥当性
土砂災害防止法 土砂災害警戒区域の指定の手続きの妥当性
都市計画法 地下水以外の原因を想定した北側宅地開発への指導の妥当性ほか
土採取等規制条例 県における早期の条例見直し検討の状況
廃棄物処理法 北西側区域における廃棄物処理への指導状況ほか

　３　その他
　・検証結果については、９月定例会を目途に県議会に御報告したいと考えており
　 ます。検証結果の公表に併せて、会議資料、会議の議事録、検証の基となる
   行政対応に関する公文書等を公表いたします。
 ・庁内検証委員会では個人情報等の非開示情報を取り扱うこと、また、委員間の
   率直な意見の交換を担保するため、次回からの検証作業は非公開とさせていた
   だきます。



提 供 日 2023/07/12

タイトル 富士山火山防災情報伝達訓練の実施

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-2644

　　　富士山の火山防災情報伝達訓練を実施します！！
　　　　　　　～世界遺産の富士山を安全に登るために～

１　要旨
　富士登山者の安全対策を進めるため、富士山火山避難基本計画に定める情報伝達体制を、開山後に実施する訓練により確認す
る。
　訓練では、気象庁が「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表したとの想定のもと、 山小屋 や 関係機関 が 連携 して 登山者
 に 情報 を 伝達し、富士山火山避難基本計画に基づき５合目から上の登山者へ下山呼び掛けるとともに、 避難対象 エリアの 居住地域
 や 各市町 が 指定 する 避難促進施設 においても 情報伝達を行う。
　また、登山アプリ「コンパス」を活用し、登山届を提出した登山者へ直接情報配信を行う。

２　日程
　令和５年７月19日（水）（予備日：21日（金））午前10時から11時30分まで

３　模擬登山者への情報伝達訓練
　富士宮口登山道（５合目～６合目）において、模擬登山者に対し、「コンパス」による情報配信及び山小屋の施設管理者等によ
る下山の呼びかけを実施し、これを受けた模擬登山者が下山。

４　その他訓練の概要
(1)山小屋等への情報伝達訓練

伝達先 伝達場所 伝達手段

山小屋等 計30箇所（富士宮口11、
御殿場口７、須走口12） 電話、デジタル簡易無線

富士市勢子辻地区 電話、デジタル簡易無線

居住地域
裾野市

同報無線（市内全域）
市メール配信サービス
防災行政無線（須山十里木地区）

避難促進施設
（集客施設等） 富士市、裾野市 電話、デジタル簡易無線

コンパス（日）
登 山 者
※模擬登山者含む

コンパスで登山届を提出
した登山者のスマート
フォンに配信

コンパス（英・中（簡／繁）・韓・ポ）
※無料Wi-Fiサービスを経由

(2)登山者への避難呼びかけ訓練
実施場所 実施者 伝達方法

各山小屋周辺 各山小屋の管理人・スタッフ

各登山口
富士宮警察署富士宮口臨時警備派出所
御殿場警察署富士山須走口臨時警備派出所
富士登山ナビゲーター（外国人対応）

肉声、拡声器

(3)啓発活動（同時実施）
実施場所 内　容

各登山口 「コンパス」を活用した登山届提出の啓発
※悪天候による訓練の中止、延期等については、当日の午前６時に決定し、県政記者クラブ加盟各社宛にＦＡＸで連絡します。

５　その他
　訓練終了後、富士宮口５合目の登山口周辺にて講評及び取材対応をいたします。



提 供 日 2023/07/12

タイトル 【中止】Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しま
す

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

延期となっていたJアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

※本日の試験は、全国的に中止となります。（７月12日11時変更）

１　要旨
　　 全国的 に 延期 となっていた 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国一斉情報伝達試験 を ７ 月12 日 （ 水 ） に 行 います 。
　

    本試験は、有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするためのものです。
　　県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、市町はJアラートで受信した試験情報を防災行政無線等で住民へ情報伝
達する試験を実施します。

２　実施日時　
　　 令和 ５ 年 ７ 月12 日 （ 水 ） 午前11 時00 分　※中止

　　　　 令和 ５ 年 ６ 月 ７ 日 （ 水 ） 午前11 時00 分

３　試験内容（※延期前と変更なし。）
　(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
　(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
　　 　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又はそのほかの無線

(屋外スピーカー、戸別受信機等) 県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム（屋内受信機） 熱海市、伊東市
ケーブルテレビ網を活用した情報伝達システム（屋内受信

機） 伊東市

登録制メール配信
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場
市、袋井市、下田市、湖西市、伊豆の国市、東伊豆町、
南伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、小山町、吉田町

SNS（LINE)
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、藤枝市、湖西
市、伊豆の国市、東伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、
吉田町

SNS（Facebook、Twitter） 伊東市、湖西市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市

防災アプリの活用 藤枝市、清水町

館内放送 三島市、伊豆の国市、牧之原市、南伊豆町、函南町
ホームページ 伊東市、掛川市、藤枝市、下田市、湖西市、南伊豆町

～防災行政無線の放送内容例～

 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回 ＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」

　※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2023/07/12

タイトル 令和５年度第１回デジタル戦略推進本部会議を開催し
ます

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

　各部局が連携し、行政分野のデジタル化の加速及びデジタル技術の活用による県内の様々な課題解決を図るため、各部局のデジ
タル推進官（部長代理）等をメンバーとした第１回デジタル戦略推進本部会議を開催します。

　　　　　　　　　　　　　記
１　日　時
　　令和５年７月14日(金)　　午前10時30分～正午

２　会　場
　　県庁東館５階特別会議室

３　出席者
　　・出野副知事（CIO）
　　・デジタル戦略担当部長
　　・各部局デジタル推進官等

４　内　容
　　・ふじのくにＤＸ推進計画
　　・情報セキュリティ対策
　　ほか



提 供 日 2023/07/13

タイトル 清水の自慢弁当ができた！食べてみよう！

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 教頭　松浦・中学部　山本

TEL 054-368-6800

清水の自慢弁当ができた！食べてみよう！
～生徒が考案した「自慢弁当」の試食会を開催します～

　清水特別支援学校中学部の生徒が、清水の特産物について見聞きしたり調べたりしながら、メニューや弁当を包むための掛け紙
を考えた「自慢弁当」が完成したため、試食会を開催します。

１　開催日
　　令和５年７月19日（水）11時50分～12時30分

２　会　場
　　清水特別支援学校中学部　各教室
　　（住所：静岡市清水区八坂東１－１６－１）

３　内　容
　　校外学習等で知ったことをもとに、清水の特産物を使ったメニューや掛け紙の
　デザインを考案し、静岡給食協同組合に制作を依頼した「自慢弁当」が完成した
　ため、学校で実食します。
　　掛け紙は３種類提案し、どれが採用されたか当日分かることになっています。
　　
４　参加者
　　中学部　生徒64人、教師26人

５　その他
　　取材いただける場合には、前日15時までに清水特別支援学校へご連絡くださ
　い。

６　問い合わせ先
　　静岡県立清水特別支援学校
　　電　話：054-368-6800
　　メール：shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　松浦　雅子

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/13

タイトル 生徒による校歌作成プロジェクト第三弾～シンガーに
よるスペシャルライブを行います～

担　　当 教育委員会 ふじのくに中学校

連 絡 先 教頭　青木（三島教室）

TEL 055-986-3003

生徒による校歌作成プロジェクト第三弾
～シンガーによるスペシャルライブを行います～

　ふじのくに中学校では、生徒が学ぶ喜びを実感し、主体的に学習に取り組むきっかけの一つとなることを目指して、生徒自身に
よる校歌づくりを計画しています。今回は、その第３回目の活動で、磐田本校と三島教室の各教場ごと教場紹介づくりを進めると
とともに、校歌づくりをサポートしてくれるシンガーによるライブを行います。

１　開催日時
　　令和５年７月14日（金）19時10分～20時35分

２　会　　場
　　静岡県立ふじのくに中学校　三島教室
　 （住所）三島市文教町１－３－93（三島長陵高等学校６Ｆ）
　　※磐田本校と三島教室をオンラインでつないで実施します。

３　内　　容
    ３時間目：19時10分から19時50分「自分たちの教場紹介づくり」
　　４時間目：19時55分から20時35分「シンガーによるスペシャルライブ」
　・３時間目は、二つの教場で一つの校歌を作るために、お互いの教場を知る
　　必要があることから、教室、先生、授業の様子など、自分たちの教場につ
    いての紹介をどのように行うか、各教場で生徒同士、話し合いを行います。
　・４時間目は、校歌作成プロジェクトをお手伝いいただく講師の先生とシンガー
　　に登場していただき、シンガーがライブを行い、自分たちの手で歌をつくる
　　面白さや、作った歌を自分たちで歌う楽しさを伝えていただきます。

４　参 加 者
　・磐田本校：教師、生徒
　・三島教室：教師、生徒、ボランティア講師、シンガー「はるかぜ」※
　　※シンガー「はるかぜ」
　　　静岡県藤枝市出身のシンガーソングライター
　　　ギターとピアノの弾き語りスタイルで、東京・神奈川・静岡を中心に活動中

５　そ の 他
　・講師とシンガーは三島教室に来校します。三島教室には撮影や取材が可能な生
    徒もおります。取材の事前連絡は、７月13日（木）21時までにお願いします。

６　問い合わせ先
　　静岡県立ふじのくに中学校　三島教室
    電話番号　055-986-3003　　
                                                             　　　　　　　　　　　　                        「有

徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/07/13

タイトル 「富士高校みらい講座～20年後の社会～」を開講しま
す！

担　　当 教育委員会 富士高等学校

連 絡 先 教頭　矢端　寛之

TEL 0545-61-0100

「富士高校みらい講座 ～20年後の社会～」の開講

　高校生が自身の将来像を描く上で知っておきたいことを、それぞれの分野に精通した方々から学び、自身のビジョンづくりに役
立てるため、「富士高校みらい講座」を開講します。

１　開催日
　　令和５年７月21日（金）10時00分～12時10分

２　会　場
　　静岡県立富士高等学校　各教室
　　（住所：富士市松本17番地）

３　内　容
　　18の講座を開講し、現在の高校生が社会で活躍する約20年後、その分野がどの
　ように変化しているのか、さらに世の中の変化に対応するため、生徒はどのよう
　な力を身につける必要があるか、また大学進学も含め自身の進路選択の参考にな
　る視点を学びます。
　※各講座の講師等の詳細につきましては、別紙をご参照ください。

４　参加者
　　富士高校２年生・３年生　全員
　　講師　18名

５　その他
　　取材いただける場合には、前日16時までに富士高校へご連絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立富士高等学校
　　電　話：0545-61-0100
　　メール：fuji-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　矢端　寛之

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:fuji-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2023/07/13

タイトル 令和５年６月定例会の概要【結果】

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-3482

　６月23日（金)に開会した令和５年６月定例会は７月13日（木）に閉会し、知事提出議案28件がそれぞれ原案どおり可決、同意された。
　また、議員から提出された意見書５件が可決された。
　加えて、特別委員会の設置及び委員等の選任が行われた。
　なお、議員から提出された決議１件は否決された。

■知事提出議案（28件）
（６月23日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

伊
藤
謙
一

第76号
令和５年度静岡県一般会計補正予
算

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第77号
令和５年度静岡県中小企業高度化
資金貸付事業等特別会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第82号
静岡県手数料徴収条例の一部を改
正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（７月12日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

伊
藤
謙
一

第78号
静岡県食肉衛生検査所設置条例の
一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第79号
静岡県職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第80号
静岡県地方警察職員の特殊勤務手
当に関する条例の一部を改正する条
例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第81号
静岡県税賦課徴収条例の一部を改
正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第83号
静岡県事務処理の特例に関する条
例及び静岡県手数料徴収条例の一
部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第84号

静岡県高齢者、障害者等の移動等
の円滑化のために必要な信号機等
の基準を定める条例の一部を改正す
る条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第85号
土木工事の請負契約の一部変更に
ついて（一般国道150号橋梁新塩新
田橋）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第86号
土木工事の請負契約について（一般
国道362号橋梁富士城11号橋）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第87号
土木工事の請負契約について（二級
河川馬込川　導流堤左岸下流）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第88号
土木工事の請負契約について（二級
河川馬込川　導流堤左岸上流）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第89号
建設工事の請負契約について（清水
港）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第90号
建築工事の請負契約の一部変更に
ついて（県営住宅押切西団地）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第91号
建築工事の請負契約の一部変更に
ついて（県営住宅袋井団地）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第92号
建築工事の請負契約の一部変更に
ついて（県営住宅子安団地）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第93号
建築工事の請負契約について（茶業
研究センター新研究棟）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第94号
特定事業契約について（県営住宅原
団地建替整備事業）

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第95号
静岡県道路公社の行う有料道路の
建設について

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第96号
静岡県道路公社の道路の整備に関
する基本計画の変更について

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第97号

静岡県道路公社の行う有料道路「伊
豆中央道」の事業変更並びにこの道
路と有料道路「修善寺道路」及び「静
浦有料道路」を一つの道路として料
金を徴収することについて

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第98号

静岡県道路公社の行う有料道路「修
善寺道路」の事業変更並びにこの道
路と有料道路「伊豆中央道」及び「静
浦有料道路」を一つの道路として料
金を徴収することについて

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第99号

静岡県道路公社の行う有料道路「静
浦有料道路」の事業変更並びにこの
道路と有料道路「伊豆中央道」及び
「修善寺道路」を一つの道路として料
金を徴収することについて

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第100号
県営住宅家賃の支払に関する和解
について

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第101号
損害賠償の額の決定及び和解につ
いて

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第102号
静岡県人事委員会委員の選任につ
いて

同意 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第103号
静岡県公安委員会委員の任命につ
いて

同意 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■意見書（５件）
（７月12日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属
件　　　　名 議決結果 自民

改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山本
隆久

伊
藤
謙
一



頻発化する線状降水帯の発生に対する災害復
旧事業の強化を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民皆歯科健診の実現を求める意見書 可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保育士の配置基準の見直し及び処遇改善を求
める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症の後遺症に対する取
組の強化を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置
を求める意見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■決議（１件）
（７月13日議決）

件　　　　名 議決結果（記名投票表決）

川勝平太知事に対する不信任決議 否決 賛成少数

※議員数の３分の２以上が出席、４分の３以上の賛成が必要
白票（賛成）を投じた議員（50人）
１番　伊藤謙一　　２番　山本彰彦　　６番　加藤祐喜　　７番　赤堀慎吾　　８番　河原﨑　全
９番　天野多美子　10番　加畑　毅　　11番　岩田徹也　　12番　大石健司　　13番　望月香世子
14番　小沼秀朗　　15番　杉本好重　　16番　勝俣　昇　　17番　伊丹雅治　　23番　牧野正史
24番　山本隆久　　25番　桜井勝郎　　26番　遠藤行洋　　27番　塚本　大　　28番　盛月寿美
34番　鈴木澄美　　35番　土屋源由　　36番　佐地茂人　　37番　中田次城　　38番　江間治人
39番　河原崎　聖　40番　藤曲敬宏　　41番　野田治久　　43番　木内　満　　44番　坪内秀樹
45番　飯田末夫　　46番　西原明美　　47番　市川秀之　　48番　鈴木啓嗣　　50番　鳥澤由克
51番　相坂摂治　　52番　増田享大　　53番　良知淳行　　54番　和田篤夫　　55番　宮沢正美
56番　竹内良訓　　57番　落合愼悟　　58番　中沢公彦　　59番　鈴木利幸　　60番　杉山盛雄
61番　植田　徹　　62番　中谷多加二　63番　天野　一　　69番　早川育子　　70番　蓮池章平

青票（反対）を投じた議員（18人）
３番　中山真珠　　４番　松井優介　　５番　鈴木唯記子　18番　杉山淳　　　19番　沢田智文
20番　良知駿一　　21番　川崎和子　　22番　田中照彦　　29番　伊藤和子　　30番　伴　　卓
31番　大石哲司　　32番　田内浩之　　33番　田口　章　　64番　小長井由雄　65番　佐野愛子
66番　阿部卓也　　67番　曳田　卓　　68番　四本康久



提 供 日 2023/07/13

タイトル 化粧品の生産金額の動向

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事審査班

TEL 054-221-2414

１　要旨
 　令和５年６月30日に、経済産業省が「2022年 生産動態統計年報 化学工業統計編」を公表した。2022年の静岡県の化粧品生産金額は、
1,176億円（全国第４位、全国比9.2%）であり、前年比3.9%増（＋44億円）となった。

２　結果の概要
 　新型コロナウイルス感染症の影響で低迷していた国内化粧品需要については、2022年は春以降の行動制限の緩和による外出機会の増
加や同年秋の訪日外国人の受入再開によるインバウンド需要から回復傾向にあると考えられる。
　
○化粧品生産金額と順位の推移

都道府県
(金額:億円)

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 生産金額
全国比

生産金額
前年比

愛知県 1,657
（４位）

1,926
（４位）

1,720
（３位）

1,787
（２位）

2,290
（１位）

17.9％ +28.1％

神奈川県
2,048
（２位）

1,948
（３位）

1,515
（４位）

1,506
（４位）

1,766
（２位） 13.8％ +17.3％

埼玉県
2,847
（１位）

2,505
（１位）

1,741
（２位）

1,695
（３位）

1,637
（３位） 12.8％ -3.4％

静岡県
1,776
（３位）

1,805
（５位）

1,298
（５位）

1,132
（５位）

1,176
（４位）

9.2％ +3.9％

群馬県 1,247
（６位）

1,240
（７位）

1,025
（６位）

986
（６位）

884
（５位）

6.9％ -10.3％

全国計 16,801 17,124 13,966 13,510 12,825 ― ―

３　今後の見通し
　 調査会社の予想では、2023年の国内化粧品需要は2022年を上回るとしており、2023年生産動態統計月報における１月から４月までの累計
化粧品生産金額（4,534億円、前年同期比6.6％増）が前年を上回る形で推移している。
　 また、海外における「Made in Japan」の人気から、2023年は2022年の化粧品生産金額を上回ることが予想される。
　 本県としては、引き続き関係部局が連携し、化粧品関連産業の発展を支援していく。



提 供 日 2023/07/13

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月13日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第83報（７月12日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 焼津市 243 11 1 20 9 8 7月13日 ～ 7月1
本日合計 １小学校 1 20 9 8

１９６施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１１８小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

375 10,757 3,499 3,286

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月12日（裾野市小学校、富士市小学校、静岡市駿河区小学校） 　



提 供 日 2023/07/13

タイトル 令和５年度第１回静岡県循環器病対策推進協議会の開
催

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-2921

令和５年度第１回静岡県循環器病対策推進協議会を開催します。　

　県では、循環器病対策基本法（平成30年法律第105号）に基づき、循環器病（脳卒中、心血管疾患等）対策の推進に関する計画
である静岡県循環器病対策推進計画の策定、推進等に当たり、必要な事項を検討するため、静岡県循環器病対策推進協議会を設置
しています。
　令和６年度から令和11年度までの６年計画である第２次静岡県循環器病対策推進計画を策定するため、以下のとおり同協議会を
開催します。
　今回の協議会では、次期計画の骨子案等について検討を行います。

１　日時
　　令和５年７月18日（火）　午後３時30分から５時まで

２　場所
　　グランディエール　ブケトーカイ４階　ワルツ
　　（静岡市葵区紺屋町17－１葵タワー）
　　（オンライン形式を併用）

３　議題
　(1) 第２次静岡県循環器病対策推進計画の骨子案について
　(2) 第２次静岡県循環器病対策推進計画の個別施策の拡充について
　(3) 第２次静岡県循環器病対策推進計画の指標について
　(4) 第９次静岡県保健医療計画の骨子案について

４　静岡県循環器病対策推進協議会
　(1) 構成
　　会　長　小野　宏志（一般社団法人静岡県医師会　理事）
　　副会長　海野　直樹（公益社団法人静岡県病院協会　参与）
　　委　員　計19人（会長、副会長含む）
　(2) その他
　　専門的な事項を協議するため、「脳卒中部会」及び「心血管疾患部会」を設置



提 供 日 2023/07/13

タイトル ふじのくにデジタルアートコンテスト開催！マインク
ラフトでアート作品を募集中！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2587

ふじのくにデジタルアートコンテスト開催！

マインクラフトでアート作品を募集中！

（要旨）
　「東アジア文化都市2023静岡県」では、日本の文化の代表都市として、様々な文化行事を行っています。このたび、そのコア事
業の一つとして、ゲームソフト「マインクラフト」を活用した「ふじのくにデジタルアートコンテスト」を開催します。マインク
ラフトの世界で「静岡県」をテーマとしたアート作品を表現し応募して下さい。応募作品は審査の上、優秀作品を表彰します。創
造性あふれる作品の御応募をお待ちしています。

（応募内容）

テーマ 静岡県

応募方法 マインクラフトで作成したデジタルアート作品のスクリーンショットを下記の専用ＨＰに出品

専用ＨＰ https://www.shizuoka-micra.com

応募締切 令和５年10月31日（火）

応募資格 なし

審査員 タツナミ シュウイチ氏（日本初のプロマインクラフター）ほか

審査項目等詳しいコンテスト内容については上記専用ＨＰを御覧ください。

https://www.shizuoka-micra.com


提 供 日 2023/07/13

タイトル 浙江省の豆記者団が知事へインタビュー

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

浙江省の豆記者団が知事へインタビュー
中国浙江省の少年チャンネル記者団が４年ぶりに知事へインタビューします

　静岡県と友好交流協定を締結している浙江省の浙江衛星テレビの少年チャンネル記者団（豆記者団）が、４年ぶりに静岡県庁を訪問し、両
県省の交流への期待などについて知事へインタビューします。
　豆記者団は浙江省の８才から13才の小学生、中学生で構成されています。

○インタビューの概要

１　日　時：令和５年７月14日（金）　午前10時15分から午前10時45分まで

２　場　所：静岡県庁　本館４階特別会議室

３　訪問者：浙江衛星テレビ少年チャンネルの豆記者団　19人
　　　　　　　浙江衛星テレビカメラマン、静岡県日中友好協議会職員等
　　　　　 　　※ 記者団を代表して３人が知事へインタビュー

○参考（浙江衛星テレビ少年チャンネル豆記者団の概要）

 内　　容

目　　的 小中学生の思想道徳教育強化を主旨とし、正しい世界観と人生観を確立し、
勤勉に学習し、社会・家庭に貢献する人に成長するよう教育すること

創 立 日 2016年（平成28年）３月25日

構　　成 浙江省の８才から13才の小学生、中学生（日本語不可、一部の生徒は英語
可）

活動実績 ・習近平国家主席へのインタビュー　・オーストリア総理官邸訪問
・国際連合ウィーン事務局訪問　・静岡県知事へのインタビュー（R1.8.8)

○令和元年度の様子

    



提 供 日 2023/07/14

タイトル 県内のタクシー事業者に車両維持費用の一部を支援し
ます

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-2852

県内のタクシー事業者に車両維持費用の一部を支援します

～タクシー物価高騰緊急対策支援金の申請受付を開始します～

　県は、地域公共交通の維持を図るため、タクシー事業者の車両維持に係る費用を支援します。

　

１　支援制度概要

対象者 支援対象経費 支援額
県内に営業所を有するタクシー事業者 令和５年７月１日において有効な車検証を

備え付けているタクシー車両（※）の維持
に要する費用

車両数×2万円

※福祉自動車を除く

２　申請受付期間

　令和５年７月14日（金）～９月15日（金）※消印有効

３　申請方法

　所定の必要書類を揃え、以下の申請先へ郵送

　※申請書類は下記ＵＲＬから入手できます。

　http://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kotsunetwork/1029728.html

４申請・問合せ先

区分 申請・問合せ先 申請先住所 電話（平日のみ）
静岡県タクシー協会員 商業組合静岡県タクシー協会 〒422－8004

静岡市駿河区国吉田2-4-26
054-261-1401
（9:00～17:00）

静岡県個人タクシー協会員 静岡県個人タクシー協会 〒420－0822
静岡市葵区宮前町106－4

054-261-6770
（9:00～17:00）

上記以外 静岡県地域交通課 〒420－8601
静岡市葵区追手町9-6

054-221-2852
（9:00～17:00）

http://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kotsunetwork/1029728.html


提 供 日 2023/07/14

タイトル 「静岡どぼくらぶ　若手交流会」の開催！
～県内の若手建設従事者が、同業他社の先輩職員から
学び、交流の輪を広げます～

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3058

県内の若手建設従事者が、同業他社の先輩職員から学び、交流の輪を広げる
「静岡どぼくらぶ　若手交流会」を開催します！

 　若手の建設従事者が、同業他社の先輩職員の担当現場への訪問、先輩職員を交えた座談会を
行うことで、企業の枠を超えて学びと交流を深める「静岡どぼくらぶ　若手交流会」を開催します。

１　実施日時
　　令和５年７月21日（金）　午前９時から午後４時30分（終了時間は早まる可能性があります）　

２　実施内容・行程

9:00 集合（場所：レイアップ御幸町ビル）

9:00～9:30 当日の説明、自己紹介、アイスブレイク（場所：レイアップ御幸町ビル）

10:30～11:30 由比地すべり対策工事見学（五光建設株式会社の説明）

12:00～13:00 昼食

13:00～14:00 麻機遊水地治水工事見学（鈴与建設株式会社の説明）

14:50～16:20 中堅職員との座談会（場所：レイアップ御幸町ビル）

行

程

16:20～16:30 閉会（場所：レイアップ御幸町ビル）

内

容

(1)現場見学先について

・中堅職員が担当する工事現場を訪問し、中堅職員が現場の説明をします。

(2)先輩職員との座談会について

・５人４グループに分かれ、各グループに中堅職員１人を配置し、中堅職員が若手職員からの

質問や相談に応じます。

３　主催
　　静岡県、（一社）静岡県建設業協会、（一社）静岡県建設産業団体連合会

４　参加者
　　県内建設企業に勤務している概ね30歳までの建設従事者20名（募集は締め切りました）

５　注意事項
　　工事現場等の都合上、取材を希望される場合は、事前に以下の連絡先まで御連絡ください。
　　建設業課建設業班　吉野　054－221－3058

６　静岡どぼくらぶ若手交流会について
　　建設産業の担い手不足が深刻化する中で、若手建設従業者の離職防止が課題の一つとなって
　いることから、入職後間もない若手建設従業者の孤立化や離職を防ぐため、職場の垣根を超えた
　若手建設従事者の横のつながりと就労意識の向上を図ることを目的に令和３年度から開催してい
　る。



提 供 日 2023/07/14

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（7/7～7/13）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第498報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（7/7～7/13）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の83頭で、うち９頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、３番目（534例目）、４番目（535例目）、13番目（536例目）、17番目（538例目）、19番目（537例目）、31番目（539

例目）、56番目（540例目）、61番目（541例目）、73番目（542例目）です。　

平成30年９月以降、11,156頭（死亡373頭、捕獲10,783頭）の検査を実施し、542頭の陽性（死亡162頭、捕獲380頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



発 表 日 2023/07/14

タイトル 新型コロナウイルス感染症　令和５年第27週（令和５
年７月３日～７月９日）の感染状況について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

令和5年5月8日から、新型コロナウイルス感染症は感染症法上の位置付けが「5類感染症」となりました。
このため、感染状況の把握は、全数を毎日把握する方式ではなく、国が定める基準に従って指定された医療機関（定点医療機関）での患者数を1週間分まと
めて把握する方式に変更されています。（季節性インフルエンザと同様の把握方法）

令和5年第27週（ 令和5年7月3日～7月9日）
★令和5年第27週の感染状況について
・ 県全体の定点医療機関当たり 患者数は8. 12人／週で、 前週( 6. 58人／週) に比べて増加し ており 、  感染拡大注意報 レベルと なっ て
います。
・この1週間の定点医療機関から報告された感染者数は1,128人で、前週(915人)に比べて1.23倍です。
・この1週間の全感染者数は、約7,100人(1日平均約1,000人)と推計されます。
・東・中・西の地域別では県東部地域、県中部地域が、保健所管内別では賀茂保健所管内、熱海保健所管内、御殿場保健所管内、
静岡市保健所管内が感染拡大注意報レベルとなっています。

詳細は以下の県ホームページに掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1053777/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1053777/index.html


提 供 日 2023/07/14

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年７月14日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第84報（７月13日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 藤枝市 539 19 1 30 7 6 7月14日
本日合計 １小学校 1 30 7 6

１９７施設
本日までの累

計（実数） （ １４高等学校、　４０中学校、　１１９小学校、　１１幼稚園、
　６保育所、　５こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

376 10,787 3,506 3,292

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年７月13日（焼津市小学校） 　



提 供 日 2023/07/14

タイトル 今年度も、静岡県子ども食堂物価高騰対策支援金の申
請受付を開始します!!

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

今年度も、静岡県子ども⾷堂物価高騰対策⽀援⾦の
申請受付を開始します!!

　⾷材費等の物価高騰に伴う子ども⾷堂の負担軽減のため、継続して運営している子ども⾷堂に対して、昨年度に引き続き、⽀援⾦を交付します。

１　対象となる者
　静岡県内で子ども⾷堂を運営し、令和５年４⽉１⽇から９⽉30⽇までの間で、計３回以上の開催実績がある個⼈、団体（法⼈⼜は任意団
体）。

２　交付額
　子ども⾷堂１か所につき、開催回数に応じて定額で交付します。

区分 開催回数（令和５年４⽉１⽇から９⽉30⽇まで） 交付額
Ａ  合計24回以上（平均︓⽉４回以上） ５万円
Ｂ  合計12回以上24回未満（平均︓⽉２回以上４回未満） ３万円
C  合計３回以上12回未満（平均︓２か⽉に１回以上⽉２回未満） １万５千円

３　申請期限
　令和５年10⽉31⽇(⽕)（※郵送の場合は当⽇消印有効）

４　申請書類の入手方法
　県こども家庭課ホームページからダウンロードできます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040717/1049537.html

５　申請・問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追⼿町９番６号
　静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課ひとり親⽀援班
　TEL︓054(221)2365　FAX︓054(221)3521
　E-mail︓kokatei@pref.shizuoka.lg.jp

＜参考＞子ども食堂
　無料⼜は低額な料⾦で地域の子どもを対象に⾏う活動であって、⾷事の提供を⾏う「子どもの居場所」を⾔います。

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/1040717/1049537.html


提 供 日 2023/07/14

タイトル 企画展『地層剥ぎ取り資料が語る富士山の噴火と崩
壊』を開催します!

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産センター

企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 0544-21-3776

企画展「地層剥ぎ取り資料が語る富士山の噴火と崩壊」を開催します!
１　要旨

　　　静岡県富士山世界遺産センターでは、企画展「地層剥ぎ取り資料が語る富士山の噴火と崩壊」を開催します。
　　富士山は「噴火のデパート」と称されるほど、その生い立ちの中で様々なタイプの噴火を起こしてきました。それとともに、富
士山は急速に成長してきた火山であるが故、非常に急峻で不安定な火山となり、その結果、巨大な山体を何度も大きく崩壊させて
きた歴史を有します。

　　本企画展では、富士山麓の各所で採取した地層剥ぎ取り資料を展示し、富士山で繰り返されてきた噴火と大規模な山体崩壊の歴
史を解説します。
２　企画展概要

主催 　静岡県富士山世界遺産センター

会期
令和５年７月22日(土)～令和５年９月18日(月・祝)
9:00～18:00(９月は17：00まで開館)※最終入場は閉館30分前まで
開催中の休館日：８月15日(火)

会場 　静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室(静岡県富士宮市宮町5-12)

観覧料
　常設展観覧料で御覧いただけます。
　※常設展観覧料：一般300円、団体(有料観覧者20名以上)200円、15歳未満・
70歳以上・学生・障がい者等 無料(要証明書)

関連
イベント

【公開講座(1)】「富士山の火山噴出物(スコリア)について、座学とお菓子化で
腹オチしよう！」
　 日時：令和５年８月20日(日)14:00～15:00(定員20名、要事前申込み)
　 会場：富士宮市立大宮小学校４階家庭科実習室(静岡県富士宮市元城町2-1)
　 講師：鈴木　美智子(ジオガシ旅行団代表)　
【公開講座(2)】「地層剥ぎ取り標本が伝える大地の記憶―神奈川県西部の大
地・火山の成り立ち」
　 日時：令和５年９月17日(日)14:00～15:00(定員30名、要事前申込み)
　 会場：静岡県富士山世界遺産センター研修室(静岡県富士宮市宮町5-12)
　 講師：石浜　佐栄子(神奈川県立生命の星・地球博物館主任学芸員)
　 ※事前申込方法等は、公式HP(https://mtfuji-whc.jp)を御確認ください。
【展示解説】担当研究員による展示解説
　 日時：７月22日(土)、８月６日(日)・26日(土)、９月10日(日)・18日(月・祝)

各日(1)11：00～11：45、(2)14：30～15：15の２回開催します。
会場：静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室(事前申込不要)

３　報道機関向け内覧会
　報道機関向けに、令和５年７月21日(金)に内覧会を開催します。(事前申込不要)
　当日、10：00～11：30の時間内に、センター２階企画展示室前にお越しください。御入館の際に、受付スタッフに企画展内覧の
旨、お申し出ください。

        

https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2023/07/14

タイトル 沖縄観光コンベンションビューローが静岡-沖縄線の利
用促進及び観光ＰＲを実施

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 利用促進班　渡邉

TEL 054-221-2777

 静岡- 沖縄線 の 利用促進及 び 沖縄観光 ＰＲ を 目的 に

 沖縄観光 コンベンションビューローが 来静

 静岡市内 で 「 旅行会社向 け 沖縄観光 セミナー 」 を 開催

令和5年7月1日（土）から10月28日（土）の期間運航を開始した、静岡-沖縄線の利用促進及び沖縄観光PRのため、沖縄観光コンベンショ

ンビューロー（OCVB）が来静し、静岡市内で「旅行会社向け沖縄セミナー」を開催するとともに、スポーツ・文化観光部長を表敬訪問し、両県

の更なる交流促進に向けた意見交換を行います。

１　来静者                             

      ・沖縄観光PR大使　花笠マハエ
      ・（一財）沖縄観光コンベンションビューロー　

国内事業部　国内プロモーション課　課長　照屋美奈子

　

２　主な日程

日　　時 行　　　　　　　程

7月19日（水）

9:00～9:30

13:30～15:00

静岡県スポーツ・文化観光部部長への表敬訪問

（静岡県庁東館11階　スポーツ・文化観光部長室）

旅行会社向け沖縄観光セミナー

（静岡市葵区御幸町11-8レイアップ御幸町ビル　CSA貸会議室6-E）

３　取材のお申込み

　○表敬訪問

・取材をご希望の場合は、7月18日(火)17時までに

静岡県スポーツ・文化観光部　空港振興局空港振興課あてにご連絡ください。

【申込先】airport-shinkou@pref.shizuoka.lg.jp　　　【担当】渡邉

電話番号　054-221-2777

○旅行会社向け沖縄観光セミナー

・取材をご希望の場合は、（一財）沖縄観光コンベンションビューローへご連絡ください。

　【申込先】kokunai_rosen@ocvb.or.jp　　　　　　　　【担当】賀数(かかず)

電話番号　098-859-6125

mailto:airport-shinkou@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kokunai_rosen@ocvb.or.jp


提 供 日 2023/07/14

タイトル 第２回ガストロノミーツーリズム研究会
無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

第２回ガストロノミーツーリズム研究会

無形文化遺産に登録された和食文化の多様性

 ガストロノミーツーリズムに対する考え方の共有や食と食文化の深掘りを図り、観光地域づくりへの参画を目的とするガストロ
ノミーツーリズム研究会を、年間を通して全６回開催します。
 第２回目は、「無形文化遺産に登録された和食文化の多様性」をテーマに、以下のとおり実施します。

イベント名 第２回ガストロノミーツーリズム研究会　

日　時 令和５年８月２日（水）午後２時から午後４時30分

場　所
ミズモト学園／東海調理製菓専門学校９階学生レストラン
(浜松市中区板屋町101-11)

会場定員 50名（第１部のみオンライン受講も可）

対　象 観光事業者、料理人、生産者、大学関係者、学生ほか

内　容

第１部：講演40分、パネルディスカッション30分 
　　　　懐石いっ木店主　一木敏哉氏　ほか
第２部：交流会
　　　　静岡県産季節の食材を使った「季節の酒肴」の試食
　　　　花の舞酒造の日本酒の試飲

※詳細は、別添チラシを参照

参加費 第１部　無料、第２部　1,000円 税込

特設サイト https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home

〈ガストロノミーツーリズム〉
　その土地の気候風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に触れることを目的
とした観光

https://sites.google.com/view/shizuoka-gastronomy2/home


提 供 日 2023/07/14

タイトル 令和５年度マンション管理セミナーを開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

令和５年度マンション管理セミナーを開催します！

１　要　旨　
　現在、県内に築40年超の高経年マンションが約１万７千戸ありますが、10年後には約４万２千戸と２倍以上に増加すると見
込まれています。
　高経年マンションでは、区分所有者が高齢化し、管理組合が良好に機能せず、修繕積立金が不足するなどにより、適正な管
理・修繕ができなくなるおそれがあることから、マンションの適正な管理を推進し、適切な維持修繕の実施を促すため、マン
ション管理組合の役員や住民のみなさんを対象に「マンション管理セミナー」を開催します。

２　主　催
　静岡県マンション管理適正化推進協議会（県・県内全市町で構成）
（一社）静岡県マンション管理士会

３　開催計画　　（各会場共通：午後１時30分から午後４時30分まで）
開催市 開催日 会 場
浜松市  令和５年８月５日(土)  Ｕホール(浜松市勤労会館)23会議室
三島市  令和５年９月10日（日）  三島市立生涯学習センター３階講義室・多目的ホール
沼津市  令和５年９月23日（土）  沼津市民文化センター２階第１練習室
熱海市  令和５年10月７日(土)  熱海市役所４階会議室
静岡市  令和５年11月（予定）  あざれあ５階第３会議室(予定)
富士市  令和５年11月18日（土）  富士市役所６階　第１、２会議室

伊東市  令和５年12月２日（土）  伊東市役所８階大会議室
浜松市  令和６年２月(未定)  未定
静岡市  令和６年３月(未定)  未定

　
４　セミナーの内容
　第一部　講師（マンション管理士等）による講義

　第二部　参加者による意見交換会（マンション管理について）

　第三部　マンション管理士による無料個別相談会（希望者のみ）

　※会場によって内容に一部変更が生じる場合があります。

５　問い合わせ先
　くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課計画班

　　　　　　電話番号：054-221-3084



提 供 日 2023/07/14

タイトル 伊豆・富士山地域の武士の歴史の舞台を巡る 「ぶしの
くに静岡県」多言語版プロモーション動画を公開

担　　当 経営管理部 東部地域局地域課

連 絡 先 小玉

TEL 055-920-2139

伊豆・富士山地域の武士の歴史の舞台を巡る
「ぶしのくに静岡県」多言語版プロモーション動画を公開

１　要旨
　静岡県では、大河ドラマの放送を契機に、令和３年度から令和５年度までの３か年にわたり、「ぶし（武士）のくに静岡県」を
基本コンセプトに歴史・文化資源を活用した誘客や周遊促進、消費喚起に取り組んでいます。
　この度、伊豆・富士山地域の歴史・文化資源を紹介した「ぶしのくに静岡県」プロモーション動画の多言語翻訳版を制作しまし
た。
　動画では、当該地域20市町の源頼朝や北条氏に関連する史跡等を取り上げ、各地に残るゆかりのエピソードとともに紹介してい
ます。
　動画はYoutube「ぶしのくに静岡県チャンネル」で公開するほか、市町、観光協会、商工関係団体等に配布し、伊豆・富士山地
域の歴史・文化資源を国内外に広く発信していきます。
　　　
２　翻訳言語
　英語・中国語（簡体字）・中国語（繁体字）・韓国語（ハングル）

３　内容

ストーリー編
・武士の世の始まり（前編）
・武士の世の始まり（後編）

武士の世の始まりの歴史について、地域の歴史・
文化資源とともに、時系列に沿ってわかりやすく
紹介。

エリア編

・富士山西エリア編
・富士山東エリア編
・北伊豆エリア編
・中伊豆エリア編
・東伊豆エリア編
・南伊豆エリア編

各エリア別に、個々の歴史・文化資源にスポット
を当てて紹介。

ダイジェスト編 －
ＳＮＳ等に掲載可能な１分以内の長さで、20市町
の歴史・文化資源を紹介。

４　公開場所
　Youtubeぶしのくに静岡県チャンネル（https://youtube.com/@user-nn6tq7ft6p）

https://youtube.com/


提 供 日 2023/07/14

タイトル ドローンを活用した海水浴場の安全監視の実証実験を
行います

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域づくり班　山田

TEL 054-221-2057

『ドローンを活用した海水浴場の安全監視』実証実験を実施

県では、過疎市町にドローンパイロット等の専門人材を派遣し、人材不足など過疎地域が抱える課題解決に取り組んでいます。

１　概　要
　　県と下田市は、昨年度から合同で、ドローンの活用による海水浴場の安全監視業務の省力化や安全性向上の検証を行うため、ドローンパ

イロットやライフセーバーと連携し、カメラ・スピーカーを搭載したドローンによる海水浴場の安全監視の実証実験を行っています。
　　今年度は、海水浴場開設期間を含めた７月から９月にかけて、実証実験を予定しており、７月は下記のとおり実施します。

　　日　時：令和５年７月19日（水）午前８時～午後４時

　　場　所：白浜大浜海岸（下田市白浜）　※別紙図のとおり

　　

２　当日のタイムスケジュール（予定）

　　午前８時00分頃　　１回目の飛行（安全監視、遊泳客への注意喚起）

　　　　12時00分頃　　２回目の飛行（安全監視、遊泳客への注意喚起）

　　午後４時00分頃　　３回目の飛行（監視終了のアナウンス等）

　　※12時30分頃に取材対応の時間を設けます。

３　取材について

２回目の飛行後（12時30分頃）、質疑応答の時間を設けます。取材を希望をされる方は、中央監視タワー付近のテントに（別紙図）にお集
まりください。

・駐車場は、各自手配をお願いします。
・中央監視タワー前（海側）での撮影は、ご遠慮願います。
・安全監視業務を行っているライフセーバーへの取材は、業務の妨げになりますので行わないでください。ライフセーバーへの取材を希

望される場合は、下田市又は静岡県職員にお声がけください。

４　お問い合わせ先

（取材について）

　　下田市　企画課　企画調整係　金守（かなもり）、山本（やまもと）

　　電話番号　0558-22-2212

メールアドレス　kikaku@city.shimoda.lg.jp

（実証実験の内容について）

　　静岡県　経営管理部　地域振興課　山田（やまだ）

　　電話番号　054-221-2057

メールアドレス　chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

５　延期の場合の対応

・当日の天候により、実証実験を延期する場合があります。

・延期する場合は、令和５年７月18日（火）午前９時までに、下田市ホームページでお知らせします。

　○下田市HPトップページ　※延期となる場合は、新着情報に掲載されます。

　 https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/index.html

○下田市HP 延期のお知らせページ　

 　https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/155738.html 

・延期した場合、実証実験は、翌日７月20日（木）の日程で実施する予定です。

６　その他

　　８月及び９月の実証実験は、下記のとおり実施します。
　　８月及び９月の実証実験も取材いただくことは可能ですが、７月の実証実験とは異なり、取材対応の時間は設けませんのでご留意ください。

  日　時：８月15日（火）及び９月５日（火）午前８時～午後４時

　　　　　　※当日の天候により、実証実験を延期する場合があります

  場　所：白浜大浜海岸

mailto:kikaku@city.shimoda.lg.jp
mailto:chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/index.html
https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/155738.html


提 供 日 2023/07/14

タイトル 「火山防災強化推進都道県連盟総会」を開催します

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-2644

　　　　　「火山防災強化推進都道県連盟総会」を開催します

　本連盟は、火山災害警戒地域を抱える23都道県が連携し、火山防災に関する体制強化を図ることを目的に令和元年７月に設立さ
れた団体です。
　今般、全国知事会に合わせて総会を次のとおり開催し、各都道県で火山防災に関する課題を共有し、今後の連盟活動を強化して
まいります。

１　日　時
　令和５年７月25日（火）午前８時20分～８時50分

２　場　所
　ロイヤルホテル八ヶ岳　グランドホール（地下１階）
　〒409-1501　山梨県北杜市大泉町西井出8240番地1039

３　出席者
　山梨県知事　長崎　幸太郎（連盟幹事）他、構成都道県の知事を予定
　（本県からは知事の代理として出野副知事が出席予定）

４　内　容
　(1) 活動火山対策特別措置法の改正について
　(2) 火山現象に関し専門的な知識又は技術を有する人材の継続的な確保について
　(3) 火山現象に関し専門的な知識又は技術を有する人材の活用推進について
　(4) 令和６年度「火山防災の日」について
　(5) 令和４年度事業報告及び令和５年度事業計画について
　(6) 火山防災事業費を所管する府省庁に対する令和６年度国予算編成に向けた要
　　　望書について
　(7) 火山防災対策の取組状況について
　※総会終了後、山梨県防災局危機管理課渡辺火山防災対策室長が報道機関の取材
　　に応じます。

５　取材に関するお願い
　・当日、現地で取材される場合は、別紙により 令和 ５ 年 ７ 月19 日 （ 水 ） までに
　　 Ｅ メールにて 山梨県防災局火山防災対策室に御連絡ください。
　・受付（1階ロビー）の際、名札をお渡ししますので、着用の上、会場内にお入り
　　ください。名札の着用がなければ会場内に入ることはできません。
　　なお、名札と併せて自社腕章を着用し、身分証明書（記者証等）を携行してく
　　ださい。

【火山防災強化推進都道県連盟】
・活動火山対策特別措置法に基づく火山災害警戒地域に指定されている都道県に
　より、令和元年７月23日に設立
・構成都道県（23都道県）
　北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、群馬県、
　東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、山梨県（連盟幹事）、長野県、
　岐阜県、静岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県



提 供 日 2023/07/14

タイトル 静岡県防災会議の開催

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

令和５年度静岡県防災会議を開催します

　災害対策基本法第14条に基づき、本県の総合的な防災対策を協議するため、以下のとおり静岡県防災会議を開催します。

　１　日時
　　　令和５年７月20日(木)　午後３時30分から午後４時30分

　２　場所
　　　静岡県庁西館４階第一会議室

　３　内容
　　(1)　協議事項
　　　　 静岡県地域防災計画の修正

　　(2)　報告事項
ア　市町地域防災計画の修正状況
イ　静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013の成果
ウ　静岡県地震・津波対策アクションプログラム2023の策定
エ　浜岡地域原子力災害広域避難計画
オ　令和５年度静岡県危機対処(防災)訓練計画
カ　令和５年６月２日からの大雨等による被害等
キ　令和４年台風第15号による豪雨災害の記録
ク　静岡県緊急輸送路の見直し

　４　構成員
　　　会長：知事
　　　委員：指定地方行政機関・指定公共機関等の代表者、学識経験者等　計61名



提 供 日 2023/07/14

タイトル 静岡県台湾事務所が台湾南部 屏東県（へいとうけん）
の「屏日（へいにち）友好祭」に出展

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所が台湾南部 屏東県の「屏日友好祭」に出展

静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）が、台湾最南端の県である屏東県で、７月７日（金）から７月９日（日）まで開催され
た「屏日友好祭」に出展し、屏東県との交流を深めるとともに、静岡県の魅力をPRしました。

屏日友好祭は、屏東県政府と日本台湾交流協会高雄事務所の共催によるもので、今回は2022年２月の「屏東日本友好感謝祭」に
次ぐ２回目の開催となります。日台双方の観光関係団体・民間企業など、41の団体が出展しました。

屏東県には、日本人技師「鳥居信平」が1923年に築いた地下ダム「二峰圳（にほうしゅう）」があり、このダムは今でも屏東県
の人々に飲用水・灌漑用水を提供し続け、「南台湾の宝」と言われています。鳥居信平が静岡県出身であることなどから、当事務
所では２年連続で「屏日友好祭」に出展し、開幕式で祝辞を述べたほか、ブースを設けて来場者に静岡県の見所や観光名所等を
PRしました。また、メインステージでは、静岡県の観光地等を題材としたクイズ形式のイベントを行い、静岡県の魅力をさまざま
な角度から発信しました。

当事務所では今後も、台湾各地において静岡の魅力をPRし、訪日旅行需要の更なる取込みを目指してまいります。

  ●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2023/07/14

タイトル オープンデータアイデアソンの開催～データを活用し
て地域課題を解決～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

オープンデータアイデアソンの開催

～データを活用して地域課題を解決～

  静岡県では、オープンデータの利活用を推進するため、TECH BEAT Shizuokaと連携してアイデアソンを開催します。学生、社会人約50人

が集まり、オープンデータを活用して地域課題を解決するためのアイデアを創出し、優れたアイデアを表彰します。

　ここで生み出されたアイデアは、アプリ等を開発するオープンデータハッカソン（９月９・10日、静岡市内で開催予定）につなげます。

１　開催日・場所等

開催日時 開催場所 参加者
令和５年７月19日（水）　13時から17時まで
　　　　　 ７月20日（木）　９時30分から17時まで

グランシップ
（静岡市駿河区東静岡２丁目２－１）

50名
（学生、企業・行政等社
会人）

２　テーマ　（１）観るなら静岡！　（２）住むなら静岡！　（３）バーチャルなら静岡！

　　　　　　　　(※)３次元点群データを活用します。詳細は下記のＵＲＬから御確認ください。

３　主催等　主催：静岡県

　　　　　　　 共催：アーバンデータチャレンジ２０２３実行委員会事務局

　　　　　　　　  協賛：株式会社SBS情報システム、 株式会社コサウェル、静岡ガス株式会社、

　　　　　　　　　　　公益社団法人静岡県観光協会、静岡鉄道株式会社、有限会社春華堂、

　　　　　　　　　　　株式会社田丸屋本店、沼津信用金庫 、三島信用金庫 （五十音順）

　　　　　　　  協力：静岡経済同友会、東京造形大学 （五十音順）

　　　　　　　　後援：TECH BEAT Shizuoka実行委員会

　　　　　　　  運営：一般社団法人シビックテック・ラボ

４　その他　詳細は運営先の「一般社団法人シビックテック・ラボ」ホームページ

　　　　　　　　（https://civictech-lab.jp/odq3_op）を御覧ください。

　　　　　　　 

５　連絡先　取材を希望される報道関係者の方は、県データ活用推進課（054-221-2298）

　　　　　　　まで事前に御連絡ください。当日のイベントの流れなど詳しく御説明します。

https://civictech-lab.jp/odq3_op


提 供 日 2023/07/14

タイトル 静岡県第35回20年公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2032

・市場公募債のうち、シンジケート団（シ団）方式による定例発行とは別に、
　主幹事方式により発行する20年債の発行条件を決定しました。
・本県の公募方式での20年債の発行は、昨年10月に続き今回が35回目。

  ・本日午後、格付投資情報センター（R&I）からAA+、ムーディーズからA1の個別
　　債務格付けが付与される予定です。

銘柄名 静岡県第３５回２０年公募公債

発行額 １００億円

表面利率 １．１６３％

発行額
（100円につき）

１００円００銭

応募者利回り １．１６３％

払込（発行）日 令和５年７月２６日（水）

償還方法
（最終償還日）

２０年満期一括
（令和２５年６月１９日（金））

引受会社
　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社　　　　　　　　　　３４％
　　　野村證券株式会社　　　　　　　　　　　　　　３３％
　　　みずほ証券株式会社　　　　　　　　　　　　　３３％



提 供 日 2023/07/18

タイトル 令和５年度静岡県港湾整備促進大会を開催します

担　　当 交通基盤部 港湾局

連 絡 先 港湾局付

TEL 054-221-3149

「静岡県港湾整備促進⼤会」を開催します。
   ー 静岡県⺠の暮らしと経済を⽀える港湾関連予算の確保を⽬指します。 ー 

 県内港湾整備の重要性について、国にアピールし、県⺠の理解を深めるとともに、本県の発展に必要不可⽋な港湾整備予算の確実な確保を
図るため、４年ぶりに「静岡県港湾整備促進⼤会」を開催します。
 本⼤会において「静岡県の港湾整備の促進に関する決議」を採択し、今後、関係各方⾯に要望してまいります。

１ ⽇ 時  令和５年７⽉24⽇（⽉） 15時30分〜16時30分
２ 会 場  ホテルグランヒルズ静岡 ５階「センチュリールーム」
       （静岡市駿河区南町18-1）
３ 次 第  （１）開会
                     （２）主催者挨拶
       （３）来賓祝辞・紹介
       （４）地域からの声
       （５）静岡県の港湾整備の促進に関する決議
       （６）閉会 
４ 出席者  国会議員
       国⼟交通省中部地方整備局
                     静岡県森副知事
       静岡県議会建設委員⻑
       静岡県議会議員
       （公社）⽇本港湾協会総務部⻑
       港湾所在市町⻑
       港湾利⽤団体、企業の代表など 約１6０名
５ 主 催  静岡県港湾振興会（会⻑︓静岡市⻑）
６ その他  当⽇、取材いただける場合には、7⽉21⽇（⾦）までに港湾局経理調整班
       （054-221-3149）まで御連絡ください。

【参考】
 港湾整備促進⼤会の開催に先⽴ち、静岡県港湾振興会総会、講演会を開催
 ・総 会︓⽇ 時 令和５年７⽉24⽇（⽉） 13時15分〜14時00分
 ・講演会︓⽇ 時 令和５年７⽉24⽇（⽉） 14時15分〜15時15分
      演 題 「どうする港湾︓気候変動影響等に対する港湾の防災・減災」
      講 師 名古屋⼤学 減災連携研究センター 富⽥ 孝史 教授
     ※会場はいずれもホテルグランヒルズ静岡 ５階「センチュリールーム」


